

































詠う少女の創楽譜フルスコア 2








雨野智晴





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　Contents









intro　─宝石歌姫とささやかな願望─

１章　─ツンツン少女と学院長のお願い─

２章　─本音と建前と出来損ないの魔法使い─

３章　─絶対零度と信じられる仲間─

outro　─虚飾と轟炎─






intro　─宝石歌姫とささやかな願望─









「はぁ、はぁ……」

　荒い息が肺から何度も吐き出される。

　魔法で吹っ飛ばされ、地べたを転がった時に出来た擦さつ過か傷しようで全身がひりひりと痛む。

　今日もこうして屋外演習場ステージ脇わきの芝生から見上げる空は高く青かった。

　すぐ隣では僕のパートナーである歌姫研修生イミテーシヨンの山やまの辺べ花か穂ほが、僕と同じように仰向けに倒れたまま荒く呼吸を繰り返している。

「くっそー！　また負けか。これで13連敗だっけ？」

「はいです。なかなか勝てないですね」

　月曜日の午後。

　新しん神か奈な川がわ音楽特区──通称、神楽かぐら特とつ区くにある、魔法使いである歌姫カンタトリスと奏士トルヴエールを育成するための世界で唯一の教育機関、カンタトリス音楽院では恒例の来武ライブ演習が行われていた。

「けど、今日はなかなかの善戦だったんじゃないか？　初めて三曲目まで演奏することが出来たしさ。作戦もうまい具合にハマってくれたし」

「ですね。日に日に成長してるのが自分でも実感できてますよ。本音を言えば勝ちたかったですけど」

　花か穂ほの言葉に素直に頷うなずく。

　そりゃそーだ。僕だってもちろん勝ちたい。

　色々あった六月の音楽祭を経て、僕はようやく素直な気持ちで魔法を、歌姫カンタトリスを受け入れることが出来るようになった。

　戦争や母さんの死という、過去の出来事すべてに気持ちの整理がついたとは言えないけど、本気で奏士トルヴエールを目指そうと、歌姫の支えになろうと思えるようになったのだ。

　その気持ちの切り替えは僕の演奏にも大きな変化をもたらしたようで、花穂曰いわく「タケルさんの演奏、前とぜんぜん違いますっ！　もうお腹の底にずきゅんずきゅん響いてきて、私、すごく気持ちよくなっちゃいますよっ！」ってことらしい。

　学院長からも「相当に良くなったわね、キミの演奏。このまま成長していったら、いずれ私のパートナーにしてあげてもいいくらいよ」なんて言ってもらえたので、かなりの自信になっていたりもする。

　自分でも単純だなーって思うけど、考えてみれば昔の僕はこんな風に単純な人間だったような気がする。

　どんなに悩んで、どんなに深刻ぶったところで、僕という本質を変えることなんて出来ない。

　僕はやっぱり物語の主人公になりたいし、前向きに生きていきたい。

　せめて、僕の身代わりとなって死んでしまった母さんの示してくれた道を、胸を張って歩けるようにはなりたいと思う。

　そのためにも、まずは早く一勝をあげたいんだけど。

「ま、兄さんたちへっぽこコンビが来武ライブでわたしに勝とうなんて１００年早いけどね」

　自信にあふれた勝ち気な声と共に僕の頭上に影が落ちた。

　仰向けになってる僕を見下ろして、優雅に髪をかき上げたこの少女が、今日の対戦相手である姫ひめ咲さき明あ日す香かだ。

　音楽祭の後にカンタトリス音楽院に転入してきた僕の妹で、日本の筆頭歌姫、つまり世界に九人しかいないエリート中のエリート、宝石歌姫ビジユカンタトリスでもある。

　その勝ち気な表情は、陽の光を浴びてキラキラと輝いていた。

「言うだけあってやっぱり明日香は凄すごいよ」

　ボロボロの僕たちとは対照的に一試合終わった後だというのに明日香は涼し気な顔をしている。まだ全力を出していないのは誰だれの目から見ても明らかだった。

「そ、そう？　ま、当然だけど？」

　明日香は少し照れたようにそう言った後、にっこりと僕に笑いかける。

「で、今日は兄さんに朗報があるの。なんと！　兄さんをこの日本が誇る宝石歌姫こと姫咲明日香さんのパートナーに指名してあげるわ。さらに！　今なら姫咲明日香さん等身大フィギュアまでセットにしちゃう。どう？」

「いや、それは遠慮しておきます」

　即答する。これも明あ日す香かが転入してきてから何回も繰り返されたやりとりだ。

「ん～、また今日もだめか。じゃあ、来週はもっときつい目にあわせてあげようかしらね」

　あれ？

　ぼそっとこぼした明日香の言葉に僕は引っかかりを覚えた。

　今こいつ「来週はもっと」って言ったよな？　まるで、来週も僕たちの対戦相手が明日香だって決まっているかのように。

「ちなみに明日香、ひとつ訊きいてもいいか？」

　せっかくボロを出してくれたんだ。前から気になっていたことを訊いてみよう。

「なに？」

「あのさ、明日香が転入してきて以来、僕たちの対戦相手が必ず明日香になるんだけど、不思議だと思わない？　それに、さっき、来週はもっときつい目に、とか言ってたんだけど、それってどういう意味かな？　僕にはまるで対戦がもう決まってるような感じに聞こえたんだけどさ」

「…………」

「どうして目を逸らす？」

　こいつ、絶対になにか細工してるな。

「そ、逸らしてなんかいないわよ。ただ、それを説明するにはちょっと話が長くなるから、どうしようかなって考えただけで」

「今日の授業はこれで終わりだから、長くなっても構わないぞ」

「うっ。ほ、ほんとに長いよ？　夜になっちゃうかもしれないよ？」

「うん、大丈夫。花か穂ほも大丈夫だよね？」

「はいです」

「え、え～と……」

　明日香はばつが悪そうにポリポリと頰ほおをかいた後、

「……総理に圧力かけた」

　ぼそりとこぼした。

　そして、めちゃめちゃ短かった。

「って、はい？」

　いきなり何を言い出したんだ、僕の妹は。なんか、さらっととんでも無いことを言ったような気がしたけど聞き間違いだよね？

「だから、日本の総理に圧力をかけたの。兄さんたちの来武ライブ演習の対戦相手を、今後全部わたしにしてくれるよう学院に頼んでくれなかったら日本の宝石歌姫ビジユカンタトリス辞めるって。そしたら全力で交渉してくれたみたい」

　いや、くれたみたい！　じゃねーし！

「な、なによぉ。ふたりして呆あきれたような顔して」

「実際呆れてるんだよ。このわがまま娘が」

　こんなくだらないことに国家規模のコネを使いやがって。

「だ、だって仕方ないじゃない！　兄さんがわたしのパートナーにならないって言うんだからさ！　だったら、せめて対戦相手になって兄さんにお仕置きしたいって妹のささやかな願望を叶かなえるくらい良いじゃない！」

　ささやかな個人的願望を叶えるのに一国の首脳を脅迫するなよ。

　つか、それで全力で交渉する総理も総理だ。もっと全力でやらなきゃいけない事は沢山あるだろうに。不信任案出されるぞ。

「ってことはあれか？　これから先、来武ライブ演習の相手は必ず明あ日す香かになるってことか？」

「そうよ。兄さんのいるところ、必ず姫ひめ咲さき明日香の姿あり！　それがたとえ来武演習だろうとお風ふ呂ろだろうとトイレの中だとしても！」

「いや、お風呂とトイレはマジで勘弁してくれ」

「じゃあ、布団の中はＯＫ？」

「それもダメ！」

　明日香のことだから、その気になったら本気でやりそうで怖い。

「今さら言うのもあれですが、明日香さんって相当なブラコンですよね」

　やや引き気味の花か穂ほの言葉に明日香がきょとんとした顔で言い返す。

「え？　だって『妹』ってのは、すべからく兄を溺でき愛あいすべしもの、なんだから当然でしょ？」

「「いやいやいや」」

　僕と花穂の声が見事に重なった。顔の前で右手を三回、左右に動かす動作までぴったり同調シンクロした。

　ってか、妹って言葉にそんな意味はないから！　どの辞書にも載ってないから！

「あー、なに仲良くシンクロしてるのよー」

「んふふー、なんせパートナーですから」

　誇らしげに花穂が胸を張り、明日香が牙きばをむいた。

「わたしは絶対に諦あきらめないからね。兄さんをわたしの専属パートナーにすることを！」

「私だって絶対に譲りません。タケルさんのパートナーは私です。タケルさんの演奏で詠うこの気持ち良さを……ふへへ～」

「な、なに途中で思いだして頰ほお染めながらうっとりしてるのよ、このエロ娘！」

「え、エロくないですっ！　どちらかと言えば清純派ですっ！」

　視線が交錯し、ジリジリと火花が散っているのが見えるようだ。

　このやりとりも、もはや風物詩のようなものになっていた。まわりを見ても、誰だれ一人気にしてない。

　僕個人としてはもっと仲良くしてほしいと思うんだけど。

　けど、これってホント光栄なことだ。

　明あ日す香かは世界が認めるトップクラスの歌姫カンタトリスだし、未だ来武ライブ演習で勝ち星が無いとはいえ、花か穂ほ自身は学院の皆が認める才能の持ち主だ。

　そんなふたりが僕のことを奏士トルヴエールとしてこんなに求めてくれるなんて、光栄以外のなにものでもない。

「ふたりにそう言ってもらえるのは奏士としてすごく嬉うれしいよ。期待に応えられるよう、僕も奏士としてもっと努力しないとだな」

　僕が決意も新たにそう言った途端、ふたりの視線がゆっくりと僕を捉とらえた。

「「はぁ～」」

　なぜか同時にため息をこぼす。そしてお互いの顔を見合って肩をすくめ合う。息がぴったりだった。

　なんか急に仲良くなったなこのふたり。

　通じ合ってる風の雰囲気をいきなり醸し出してさ。

　つか、僕、なんか変なこと言った？　間違ったこと言ってないよね？

「ま、いいわ。兄がそういう人間だってことは前からわかってたし。所しよ詮せん、兄だし」

「ですよね～。タケルさんですしね～」

　え？　なんで急にふたりともちょっと怒り気味？　意味がわかんないぞ？

「とりあえず、今後も正々堂々と良い勝負をしましょう。来武でも、それ以外でも」

「望むところですっ！」

　しっかりと握手を交わすふたりを眺めながら僕は首をひねるのだった。

　それ以外って、ふたりは何の勝負をするつもりなんだ？






１章　─ツンツン少女と学院長のお願い─









　音楽院という名がつき、さらには魔法使いを育成するための教育機関であるカンタトリス音楽院でも、体育の授業は当然ある。

　世にテレビゲームが登場し、ＲＰＧなどで瞬く間に広まった魔法使いのイメージは、ＨＰが低くて、力が無くて、防御力はスカスカ、隊列は常に後衛。そんなものだろう。

　しかし、現代における魔法使いにとって、フィジカルはむしろ重要な要素だったりする。

　照明でガンガンに照らされた灼しやく熱ねつのステージ上で歌い踊り、そして戦う。

　歌もダンスも、普通に行うだけでも結構なカロリーを消費するのに、そこに魔法による戦闘要素の加わった来武ライブでは１ステージをこなす度に体重が５キロ近く落ちる、なんてこともざらなのだ。

　ってことで、実はカンタトリス音楽院は、他の一般的な学校と比べて体育の時間が多かったりする。

　最先端のトレーニングマシンを完備した専用のジムまであるほどの力の入れようだ。

　だからといって、すべての生徒が真面目に体育の授業を受けているかと言えば当然そんなはずもなく。

「俺おれさ、ずっと思ってたんだけど、スポーツテストってかなりエロいよな？」

　運動で筋肉を傷めないように十分なストレッチをしている僕の隣で、マイルズが呟つぶやいた。

「お前、普通の授業は真面目に受けんのに体育の時だけはタガが外れるよな」

「そりゃあ、グラウンド中にブルマーが溢あふれてるんだからタガだって外れるだろ普通」

「外れねーよ！　普通の人間は、ブルマーひとつにそこまで左右されるような脆ぜい弱じやくな精神構造してねーよ！」

　なにナチュラルに「外れるだろ普通」とか言ってんだよ！

「まあ、俺は寛大だからお前のその主張もひとつの意見として受け入れよう。と言うか、今はそんなことはどうでもいい。せっかくの体育の授業なんだ、俺と一緒にスポーツテストのエロさについて思う存分議論しようじゃないか？」

　熱のこもった視線をこっちに向けてくる。どうしても語りたくて仕方のない様子だ。こうなるとマイルズは一歩もひかない。

　仕方ない。ちょっとだけ付き合ってやるか。僕もマイルズの語るスポーツテストのエロさにまったく興味が無いわけでもない。

　むしろ、本音を言えば結構興味がある。健全な高校生なんだ。未知の世界への探求心はやっぱり大切だよね。思春期だし。

「んで、スポーツテストのどこがエロいんだ？」

　僕は興味津々に訊きいた。

「どこって、バカかお前。この俺おれがそんな限定的な意味でエロいなんて言うわけないだろ？　まあ、強いて言えば全てだな。旧テスト競技にも新テスト競技にもそれぞれ甲乙つけがたい至極のエロスが潜んでいると言えるだろう。けど、確かにそうだな。素人のお前にはひとつひとつ丁寧に説明してやらんとわからんか」

　無駄に得意げにマイルズが語る。

　ちなみにスポーツテストは１９９９年に大幅な改定があり、実施競技が変更されている。

　当然、僕は改定後の新テストしか知らないけど、マイルズは旧テスト内容に関しても熟知しているようだった。

「おーい、明あ日す香かちゃん、花か穂ほちゃん、ちょっと手伝ってくれない？」

　マイルズが手招きをすると、明日香と花穂がのん気な顔をして近づいてきた。

「なんですか？」

「手伝うってなにをすればいいの？」

「ん～、そうだな。今日のところはわかりやすい旧テストの種目からいきますか。悪いんだけど、明日香ちゃん、ちょっとタケルの前で立位体前屈してもらっていい？」

「え？　なんで？」

　当然の疑問だ。いきなりそこで立位体前屈をしてくれと言われてする人間はいないだろう。

「タケルが見たいんだって」

「うん、わかった。兄さんが見たいんじゃ仕方ないね」

　妹はあっけなく頷うなずいた。

　ってそれでいいんかよ姫ひめ咲さき明日香！　日本が誇る宝石歌姫ビジユカンタトリス！

　もっとなんかさ、疑うとか、なんで僕が立位体前屈なんて見たがってるのか理由を聞くとか、他のリアクションあるじゃん？

　なんて考えているうちに、明日香が僕の目の前で前屈した。

　ぐんにょりと身体が曲がる。

　おぉーすげー。

　明日香、身体柔らかいんだな。膝ひざを伸ばした状態での前屈なのに、ぴたっと手のひらが地面にくっ付いている。

　見事なまでの逆Ｖの字だ。

「したけど？」

「はい、じゃあその体勢のまま顔をあげて」

　明日香と正面から視線が合う。ちょうど体育座りしている僕と同じ高さに顔がある。

　前屈しているんだから当然腰の位置は顔より上だ。

　つまり体操着の襟ぐりが重力にひっぱられていつもよりも大きな隙すき間まを空けていた。

　そこから覗のぞくのは健康的な鎖骨。と、もうちょっとで見えそうな胸部。

　見えそうで見えないギリギリのチラリズムと、スポーツテストの競技であるという健康的なイメージが見事にコラボレーションしていた！

「どうだ？」

「あー、うん。お前の言いたいことはよくわかった」

「だろ！　さすがは俺おれの親友だよ！　お前ならわかってくれると思ってたよ！」

　そこでそんなに爽さわやかに嬉うれしそうな顔されても。自分の趣味を他人に理解してもらえるのが嬉しいってのはわかるけど。

「え？　なんの話？」

「明あ日す香かは気にしなくていいことだよ」

「うん、わかった」

　だからさっきから素直すぎるぞ！

　素直すぎて罪悪感が湧わいてくるじゃないか。

「さらにだ。立位体前屈には視点を変えることによって、もうひとつの楽しみ方があるんだが、それはまた次の機会だな。今のお前には刺激が強すぎる。明日香ちゃん、ありがとう、もういいよ。じゃあ、次は花か穂ほちゃんに伏ふく臥が上体逸らしをだな──」

　なんて馬ば鹿かな話をしている時だった。

「そこの人、真面目にやってください」

　僕達の声を遮って、研ぎ澄まされた風のように鋭く冷ややかな声が飛んできた。












　声の方を向くと、軽くウェーブのかかった綺き麗れいな銀髪の女の子が呆あきれたように僕たちを睨にらんでいる。

　えーと、初めて見る顔だけど誰だれだろう？

「体育の授業は遊びじゃないんです。ふざけられると迷惑です。やる気がないなら他の所に行ってください」

　冷たい視線。

　片手を腰に当てて、ぴんと胸を張っていた。

　凛りんとした佇たたずまい。その身体は小学生のように小さいのに──というか、実際小学生くらいなのかもしれない。視認できる範囲の成長度合いからも。

　まあ、歌姫カンタトリスとしての能力があれば、年齢関係なく入学出来るのがカンタトリス音楽院だからおかしくもないけど。

　そんな小学生みたいに幼い身体つきなのに、女の子の醸し出す威圧感は相当なものだった。

　生まれながらのお嬢様的な独特の雰囲気がある。その雰囲気に飲まれたように僕は素直に頭をさげていた。

「ごめん、ちょっと不真面目すぎたね。ちゃんとやるよ」

「ふんっ。別に、わかればいいんです。以後、気をつけてください」

　少女はそれだけ言うと、踵きびすを返してグラウンドの方へ戻っていく。

　なんか、すごい娘だな。宝石歌姫ビジユカンタトリスの明あ日す香かと比べても、持っているオーラは負けていないような気もするぞ。

　きっと優秀な子なんだろうな。すごく真面目そうな雰囲気だったし。

　本音を言えば、伏ふく臥が上体逸らしに潜むエロさが気にならないこともないけど、あの娘の言うとおり今日のおふざけはこの辺で終わりにしよう。

　伏臥上体逸らしに関しては後ほどゆっくり聞けばいいだろう。

「それにしてもあの娘、しっかりものなんだな。きっと小学生くらいの年齢だろ？　僕が小学生だった頃ころとは比べ──」

　何気ない感じでマイルズにそう話しかけた瞬間、急に周囲の気温が下がったような気がした。

　よくわかんないけど寒気がするぞ。

　背中にカマイタチのように鋭い、それだけで僕のことを切り刻みそうなくらい鋭い視線を浴びているんだけど、なんだこれ？

「──今、なんて言いました？　神かん凪なぎタケルさん」

　そして絶対零度を思わせる声。

　冷静な声音の中でちょっとだけ語尾が震えているのがなんだか怖い。

　マイルズを見ると、あからさまに俺おれは部外者ですって顔をしてそっぽを向いていた、この野郎。

「今、なんて言ったか聞いているんです」

　明らかに怒気を含んだ声にゆっくりと振り返ると、さっきの女の子が無表情のまま僕を見つめていた。

　無表情なのに、不機嫌なのがありありと見える。

「もう一度聞きます。今、なんて言いましたか？」

「え、え～と、それにしてもあの娘──」

「もっと後です」

　瞬間的に僕の言葉を遮る。

「しっかりもの──」

「さらに後です」

　事務的な口調がますます怖い。

「きっと小学生くらいの──」

　びきっと空気が固まった。少女の目がゆっくりと細くなっていく。

　唇がプルプルと痙けい攣れんするように震えていた。

「ふ、ふ～ん？　お、面白いことを言うんですね、あなたは。こ、こ、この私が小学生みたいとか、へ、へ～？」

　あ、あれ？　僕、なんか押しちゃいけないスイッチ押しちゃった？

　ヘルプを求めて背後に顔を向けると、マイルズはもとより、明あ日す香かと花か穂ほもそっぽ向いていやがった。

　花穂なんてぴゅーぴゅー吹けない口笛まで吹いて。

「なにをよそ見してるんですか？　今、私とお話してる最中ですよね？　小さい頃ころ習いませんでしたか？　人とお話をする時は目を見て話しなさいって」

　その声は間近にまで迫ってきていた。至近距離でばっちりと目が合う。

　蛇に睨にらまれた蛙かえるの如く、もしくは勇者様ご一行に囲まれたスライムの如く、僕の身体は竦すくんでいた。

「わ、わ、私のどこが小学生みたいなんですかね？」

　こ、ここでの回答はとても重要そうだぞ。

　ちゃんと言葉を選んで、自分の犯してしまった過ちを謝ると共に女の子の質問に答え、さらにはさり気なくその容姿を褒めて機嫌を直してもらうのだ。

　僕は左大脳半球をフル活動させて言葉を紡いでいく。

「ど、どこってほら、見た目、かな？　で、でも、小学生みたいって言ったのも、貶けなしてるわけじゃなくてむしろ逆で、小さいのにしっかりしてるなって感心したんだよ。それに身体が小さいのも、いかにも女の子っぽくて可愛かわいらしいなって思ったし、そのほわっとした髪型もすごく似合ってると思うよ。大きな瞳ひとみと相まってまるでフランス人形みたいっていうか。華きや奢しやな肩も守ってあげたくなるし、それに胸だってぺったん──あ」

「はあ？」

　少女の口から空気が漏れて、僕は自分の失言に気付いた。途中まですごく良い感じだったのに胸部の言葉の選び方を間違えたっ！

「…………」

　少女は僕の顔を数秒間凝視してから、頷うなずくように首を傾けてゆっくりと自分の胸部へ視線を移す。

　──ぱん、ぱん。

　その後、確かめるように自分の手で胸部を叩たたいた。

　──ぱん、ぱん。

「…………」

　そして沈黙。長い沈黙。まるで誰だれかに黙とうをささげるような沈黙。

　──ぱん、ぱん。

　そんな静寂の中、硬い表面を打ち付けるような乾いた音だけが何回か響いた。

「はっ、ははっ」

　少女はわなわな肩を震わせながら、空気が漏れたようなひきつった笑い声をこぼして、顔をあげた後に、

「ふふっ」

　にっこりと笑顔を作った。

　はじめて僕に笑顔を見せてくれた。けど、その笑顔は見たくなかった！












　人間あれですね！　怒りが突き抜けると、きっと笑顔になっちゃうんですね！　笑いが出てきちゃうんですね！

「──胸だってなに？」

　ぼそっと乾いた低い声。

「な、なんでもないですっ！」

「ふ～ん、なんでもないんだ？　私の耳には胸だってぺったんあ──とか聞こえたんですけど？　『ぺったんあ』って新語ですか？　新しい単位ですか？　その単位は何を計るんですか？　もしかして胸囲ですか？　それとも私の聞き間違いですかね？」

　強張った笑顔のまま激怒してた。

　驚異の胸囲によって脅威に晒さらされているぞ！

　こ、この流れはよくない。これ以上、炎上させない為にもちゃんとフォローしないと。

　大丈夫。昔マイルズから聞いた情報を思いだしたから。

　きっと上手にフォローできるはずだ。

　聞いた時は、なんて使いどころのない無駄な情報なんだ、とか思ってたけど、まさかこんな所で役に立つなんて。

　心の中でマイルズに感謝しながら、今度はミスしないように慎重にフォローする。

「と、とりあえず落ちついて。ええと、確かに僕は失言をしました。だ、だけど、ほら、胸が小さいってことは必ずしも悪いことばかりじゃないらしいよ。これはマイルズから聞いた話なんだけど、ぺったんこだからこそ、膨らみが無いからこそ、その魅力にとり憑つかれるって紳士も結構多いらしいんだ。特に日本ではその割合がビックリするくらいに多いんだって。あ、あとは、大きければ大きいで肩こりとか大変なんだってさ。肩こり、辛いよね？　出来れば肩はこらない方が良いよね？　それにサイズアップするたびにブラも買い替えないといけないから経済的にも圧迫されるし。知ってる？　自分のサイズにあったブラをつけないと、バストが長期にわたって揺れる状態が続いて、バストを支えるクーパー靭じん帯たいという組織が伸びてしまい、その結果バストが垂れてしまうという恐ろしい現実が待っているんだ。靭帯が伸びるとかまさに恐怖だよ。でも、その点、ぺったんこならばまず揺れない。靭帯も伸びない。だから型崩れする心配も──」

「…………」

「だから、え、えーと──」

「言いたいことはそれだけですか？」

　あ、あれ？

　マイルズ？　お前が昔語ってた貧乳の素晴らしさ、全然伝わってないぞ？　むしろ状況が悪化してるぞ？

　背筋に流れる冷たい汗がまるで滝のようだ。

「「は、はは、はははっ……」」

　ふたりの乾いた笑いが重なる。その一秒後、

「……切り刻んでやりたい」

　ぼそっと地獄の番犬ですらその責務を忘れて逃げ出してしまうような呪じゆ詛そを吐いて、少女は僕の前から去って行った。

「はぁ……」

　全身から力が抜けた。一気に体力も気力も持っていかれた感じだ。そのまま地べたにへたり込むと、今まで傍観していたマイルズたちが近寄ってくる。

「死ぬかと思った」

「すげー殺気だったもんな。けど、今のは明らかにタケルが悪かったと思うぞ」

「そうですよ。あれはさすがの私でもフォローできないです」

「墓穴に墓穴を掘りまくってたからね。さすがは兄さん」

　三者三様の呆あきれた視線を投げかけてくれる。

「いや、凄すごく怒らせちゃったから、なんとかフォローしないとって思って頑張ってみたつもりだったんだけど。つか、マイルズ。昔お前が熱弁してた貧乳ならではの美点、まったくの逆効果だったぞ」

　火にどくどくガソリンを注ぎ込んでいるような逆走っぷりだった。

「そりゃー当たり前だろ？　あれは俺おれたち貧乳を愛でる紳士側からの視点で主張してる美点に過ぎないんだからさ。コンプレックス持ってる子に対しては逆効果に決まってるだろうが。でも、お前、グッジョブ！」

「グッジョブってなにがだよ？」

「いやさ、だって萌もえたろ、さっきの。めちゃめちゃ可愛かわいかったじゃんかよ。ぺったんこって言われてムキになっちゃったり。で、あれだぜ。きっと夜にこっそりバストアップ体操とかしちゃうんだぜ。すげー萌えね？」

「同意を求められても」

　むしろ、さっきの無表情で胸をぽん、ぽん、ってやってるシーンが脳裏に再生されて背筋が凍るわ。

「あー、そっか。タケルはどっちかと言えば巨乳派だったっけ？」

「別に大きさにそれほどこだわりは──ってなにやってんだ、ふたりとも」

「「え？」」

　明あ日す香かと花か穂ほを見ると、なぜかふたりとも両手を胸に当てていた。

「な、なにってウォーミングアップだけど？」

「そ、そうです。ウォーミングしてアップさせてるんです」

「おぉ、上手いこと言った！」

　なぜか明日香が感心したような声をあげる。

　どこに感心してるのかわからないけど、ま、いいや。

「で、マイルズ、あの子、知ってる人？」

「お前知らないのかよ？　結構有名人だぞ。歌姫カンタトリス学科二年のシルヴィ・マルソー。あのフランスの宝石歌姫ビジユカンタトリス、メアリー・マルソーの妹だ」

「へ～、あの『電でん子しの翠すい玉ぎよく』の妹が学ウ院チに通ってるんだ」

「お前、ほんっと花か穂ほちゃん以外の歌姫研修生イミテーシヨンたちに興味ないのな。普通、学院生の誰だれもがパートナー候補になるんだから、もっとチェックするだろうに」

「そういうもんなのか？」

　言われてみれば、僕は学院に通ってる歌姫研修生のことってあんまり知らないんだよな。

　さすがに同じクラスの女子の顔くらいは分かるけど、それ以上のことはほとんど知らない。別の学年になれば、顔と名前もさっぱりだ。

「けど、僕は花穂になんの不満も無いからなあ。他の歌姫研修生とコンビ組むつもりもないし──って、明あ日す香か、痛いっ！　足踏んでるっ！　痛いからっ！」

「ふふんっ」

　ジト目で僕の足を踏む明日香のとなりで、花穂が得意げに胸を反らせる。

「ちょっと、へなぽ娘こ！　なに勝ち誇った顔してるのよ！」

「別に勝ち誇ってませんよ？」

「あー、もう、その顔ムカつく！　チョーむかつくんですケド！　でも、そんな顔してられるのも今の内なんだから！」

「いえいえ、私の顔はこれから先もずっとこんなんです！」

　ふたりして、がるるっ！　と睨にらみあっている。

　まったく、このふたりは隙すきあらば喧けん嘩かするんだから。

「ほら、騒いでると、またシルヴィさんに怒られるぞ」

　視線はついついその小さな身体を追ってしまう。シルヴィさんはグラウンドの端の方でひとりでストレッチしていた。

「なに、兄さん。兄さんはシルヴィさんが気になるの？」

「気になるって言うか、ひとりなんだなって思って」

　シルヴィさんと同じ二年生と思われる生徒たちも、どこかシルヴィさんからは距離を取っているように見える。

「まあ、相当気難しい性格らしいからな」

「誰に対してもさっきみたいな感じなのか？」

「いや、あそこまで感情的になったシルヴィさんを見たのは初めてだよ。普段はまるで感情が無いんじゃないかってくらいにクールだしさ。クールっつーよりもコールドだな。いつも他人を拒絶してる感じ。そっちの意味で気難しいって言ったんだ。だから、さっきのは本当にびっくりしたよ。シルヴィさんでもあんな風に怒るんだって」

「なるほどね。他人を拒絶、か」

「まあ色々苦労してるんだと思うぜ。なんせ姉が宝石歌姫なんだから、ナーバスにもなるだろうさ。それに言っちゃなんだけどシルヴィさんの能力はあまり高くないんだよ。入学からの連敗記録に関してはお前らの勝ちだけど、敗戦数で言えばシルヴィさんが学院内でダントツのトップだからな。加えてあの性格だろ？　だから、今じゃパートナーをやりたがる奏士トルヴエール研修生もあまりいないって話だ」

　そっか。だから、気になったのか。

　言ってしまえば僕と同じような境遇なんだよな、彼女。

　周囲の人たちからどんな視線を浴びせられ続けてきたのか、簡単に想像できる。

　自分から周囲と距離をとってしまう気持ちも、感情を押し殺してしまう気持ちもよくわかる。

　いきなり怒らせちゃったし、僕の印象は最悪だろうけど、でも仲良くなりたいと思う。

　ひとりぼっちでいるのはきっと辛いことだから。

　色々とひとりで抱え込んじゃって、精神的に参っちゃうだろうから。

　それに、やっぱりちゃんと謝りたい。今回の件は全面的に僕が悪い。

　テンパると思考がおかしな方に回転しちゃうのは僕の悪い癖だよな。

　なんてことをちょっと考えて──

「って、痛いっ！　痛いって、明あ日す香かっ！　なんで頰ほおを引っ張るんだよ」

「兄さんがシルヴィさんのブルマー姿をいやらしい目で凝視してるからでしょ。そんなにブルマー見たいならわたしの妹ブルマーを見ればいいじゃない」

「違います。こういう時こそパートナーブルマーの出番です」

「いやいや、根本的に間違ってるから！　僕は別にブルマーを凝視してないから！」

　ブルマーの前に変な冠をつけるのも、僕に変な属性をつけるのも止めてほしい。

「シルヴィ・マルソーか。あの存在、相当に危険ね。早いとこ手を打たないと」

　なにが危険なのか知らないけど、明日香、今のお前の顔の方が相当危険だと思うぞ。





　　◇◇◇






「はーい、どうぞ」

　学院長室の重厚な扉をノックすると、中からカンタトリス音楽院学院長──東雲しののめ詩し乃のの声が返ってきた。

「神かん凪なぎタケルです。入ります」

　扉を開けて中に入る。そこでは、学院長が机に向かい大量の書類と格闘していた。

「いらっしゃい。あ、その辺に適当に座って」

「はい」

　促うながされるままに椅い子すに座る。

　おぉ、ふかふかの椅子だ。座り心地が教室のそれとは違いすぎる。さすがは学院長室の椅子だな。

「で、用件はなんですか？　急に放送で呼び出したりして」

「一応、キミにも報告をしておこうかなと思ってね」

　真剣な表情で書類をぺらぺらと捲めくりながら、学院長は言い辛そうに口を開いた。

「あの……出来ちゃったの……」

「何がですかっ！」

　０・５秒でツッコんでやった。絶対に本題に入る前に一ネタかましてくるんだからなあ、この人は。

「何がって決まってるじゃない」

「それがわからないから訊きいてるんです」

「この前のドイツ宝石歌姫ビジユカンタトリスによる音楽祭襲撃事件に関する事情聴取の報告書、及び、それに対する歌姫評議会としての対策をまとめた資料が出来たのよ。今さっきメールで送られてきたわ」

　先日、僕と学院長は、音楽祭襲撃事件の当事者としてイギリスはロンドン、ウェストミンスターにある歌姫評議会本部へと呼ばれた。

　そこで色々と事件のあらましを訊かれたのだけど、事柄が事柄だけに会議は紛糾。

　ドイツ政府が音楽祭以降に具体的な行動を起こしていないこともあって、対応をどうするかなどは先送りされることとなったのだ。

「キミも当事者だからね。知っておきたいでしょ？」

「それは当然知っておきたいですけど、大事な話をする前に、少なくとも一度は僕を弄いじろうとする癖、止めてくれませんか」

「いやよ。それは私にＢＬ本を買い漁るのを止めなさいって言うのと同義にあたるわ。そんな人生でもっとも楽しみにしていることを止めるなんて出来るわけないじゃない」

　人生でもっとも楽しみな事がＢＬ本の買い漁りと僕弄りってどうなんだよ！

　と心の中でツッコミつつ、先を促うながす。これ以上、言っても無駄だろうから。

「で、評議会の対応はどんなものでした？」

「結論から言えば非常に生ぬるい対応よ。評議会を通してドイツに対し、カンタトリス音楽院主催の音楽祭への妨害行為に関する抗議、警告を行うのみ、ということになったわ」

「音楽祭への妨害行為、ですか？」

「そう。あの事件は、単に音楽祭運営うちに対しての妨害行為だった、という結論に至ったみたいね」

「そんな馬ば鹿かな。だって、あれは明らかな歌姫による攻撃行為だったじゃないですか」

　あの殺意は。僕たちに向けられた純然たる殺意は間違いのないものだった。一イベントに対する妨害行為で済まされるようなものではなかったはずだ。

「そんな対応で大丈夫なんですか？　また、同じような事件が起こるかもしれないのに」

「今後しばらくの間はそういったことは起こらない確証、いや、保証があるのかもしれないわね。特に今回の件を穏便に進めようと奔走していた、いくつかの評議会加盟国のお偉いさん連中の中には」

「どういうことです？」

「評議会も一枚岩じゃないってことよ。魔法がこの世界に現れてからまだ十年ほど、戦争が終結し評議会が発足してからは、たかが五年。魔法に対して様々な思惑が絡んでくるのは当然のことでしょ？　人類はせっかく魔法という神秘の力を手に入れたのだから、来武ライブなんて見せものの為だけに使用するのではなくて、新しいエネルギーとして有効活用していくべきだ、なんて声は未だに大きいしね」

　確かに、それを理由に評議会に加盟していない国も少ないながら存在する。

　評議会が決して一枚岩じゃないってのもわかる。

「……でも納得いかないですよ」

「納得いかないのは私も同じよ。けど、感情を抜きにすれば、今回の対応が必ずしも間違ってるとも言えないのよ」

「どうしてです？」

「事を荒立てて、戦争を起こさせないための戦争を起こすなんて馬ば鹿かげているでしょ？　結局、現状で出来ることは抗議と警告くらいのものなのよ。ドイツが大々的に世界に対して宣戦布告でもしてくれたら話は早いんだけど、現状を見るにそんなつもりは無さそうだしね」

　もしそうなったら笑うに笑えないけど、と学院長は続けた。

　それは、そうかもしれないけど。学院長の言うとおり、ドイツが公おおやけに何かをしたかと言えば、そんなことはないのだ。

　情報操作をした結果、あの事件は公なものとなっていない。もし公なものとなっていたら世界はもっと混乱していただろうし、逆に言えば公でないからこそ、こんな生温い対応に着地してしまったとも言える。

「そもそもドイツは何のために音楽祭を襲撃したんですかね？　行動を起こさないのであれば、あの襲撃自体、意味のないものじゃないですか」

「う～ん、思い当たる節はいくつかあるけど──」

　扇動、密約、そして、人形オートマターのお披露目。結果的に動かなかっただけの国が果たしていくつあるのか。デモンストレーションの場として、魔法使用の特別指定区域であった音楽祭会場はうってつけの場所だったわけだし。

　ぼそりと何かを学院長が呟つぶやいて、小さく息を吐き出した。

「現時点では何とも言えないわね。判断するには情報が少なすぎるわ。ってことで、報告は以上。色々と納得のいかないことも多いでしょうけど、これで、音楽祭の件は忘れなさい」

「そんな、忘れなさいって言われてもっ！」

「正直に言って、いち学生に過ぎない今のキミに、これ以上出来ることは何もないの」

　食い下がる僕に対して学院長がまっすぐに正論を言う。それは確かに正論なんだけど、

「でも、やっぱり納得いかないですよ。歌姫カンタトリスを兵器として使ったって事実が凄すごく軽く扱われているような気がして。下手をしたら学院長や明あ日す香かが──」

　死んでいたかもしれないのに！　その可能性すらも軽く見られているようで、納得がいかない。

「魔法は人を傷つけるための力じゃないです。魔法はもっと希望を謳うたうための歌って言うか、だから、その──」

　うまく言葉に出来ないのが凄すごくもどかしくて、固く拳こぶしを握りしめる。学院長はそんな僕の顔を見て、柔らかに微笑ほほえんだ。

「魔法は希望を謳うための歌、か。それがキミの信じる魔法の在り方なのね」

「はい。だから、政治とか思惑とか、難しいことはぜんぜんわかんないですけど、けど、今回の評議会の対応は悔しくて」

「だったら早く立派な奏士トルヴエールになって、国際歌姫委員会ＩＣＣ主催の大会でポイントを稼げるようになることね。そうすれば、それなりの発言力を持てるようになるから」

「そう、ですよね」

　ＩＣＣが毎月主催する来武ライブ大会での勝敗によって得られるポイントで歌姫カンタトリスたちはランク付けがされる。

　そのランクは所属国の外交情勢などに大きな影響を与えると共に、【特別提案権】という形で歌姫たち自身にもある程度の発言力をもたらすことになるのだ。

　納得がいかないことを変えたいのであれば、まずは自分が力をつけて、発言できる領域まで這はい上がって来なさいってことか。それは正論だし、すごくわかりやすい。

「演習で未だ一勝も出来ていないキミたちは、神楽かぐら特とつ区くの代表になるにもまだまだ遠い道のりだけど」

「それは望むところです。近いうちに必ず結果を出して見せますって」

　目標がはっきりした分、ますます気合いも入るってもんだ。

「うん、いい顔になったわね。期待してるわ。で、そんな気合いの入ったキミにひとつお願いがあるんだけど」

「お願いですか？」

「ええ。キミが奏士として成長するための取っておきの案件がひとつあるのよ」

　ああ、僕が呼び出された一番の理由はこっちか。上手いこと誘導されたっていうか、相変わらず学院長の手のひらの上で転がされている僕だった。

「なんです？」

　警戒しながら訊きくと、「そんなに警戒しないでよ」と学院長は苦笑した。

「ええと、歌姫学科二年のシルヴィ・マルソーって娘、知っているかしら？」

「かはっ」

　思わず肺から空気が漏れた。

「どうしてそんなリアクションをするのかしら？」

「いや、実はさっきちょっとトラブルを起こしちゃいまして」

　まさかここで再びシルヴィさんの名前を聞くとは思わなかった。

　簡単にさっきあったことを話すと、学院長は腹を抱えて笑った後、やっぱりキミが適任ねと続けた。

「適任ってなにがです？」

「彼女のこと、気にかけてあげて欲しいのよ。友達になってあげて欲しいっていうか。彼女が今孤立してるって話を聞いたんでしょ？」

「はい」

　僕は頷うなずくと共に、さっきのグラウンドの隅でひとりぼっちでストレッチをしているシルヴィさんの姿を思い出していた。

「彼女ね、今、精神的に大きな問題を抱えつつあるのよ」

「大きな問題、ですか？」

「ええ。周囲に溶け込めず孤立しちゃっているって状況も問題なんだけど、それ以上に大きな問題が発生しちゃって」

「と言いますと？」

「彼女、もしかしたら学校を辞めざるをえないかもしれないってこと」

　そう言って、居住まいを正す学院長。

「歌姫カンタトリスの育成は、どの国にとっても大きな意味をもつプロジェクトだってことはキミにもわかるでしょ？　だから、この学校に通っている生徒たちの学費やその他もろもろの生活費は、国が補助金として捻ねん出しゆつしていることが多いの」

「でも、歌姫と奏士トルヴエールの就職先って自分で決められるわけですよね？」

「建前上はね。けど、母国以外に就職する生徒なんてほんとに僅わずかだし、逆に言えばそうならないように補助金を出してるって側面もあるわ。契約金の前払いみたいな感じでね」

　確かに、ほとんどの生徒たちは学校を卒業した後は母国に戻るだろう。

「そんな風に、国家予算から決して安くは無い金額を出しているわけだから、結果の出ない生徒に対してはシビアな判断が下されるのよ。その辺は実力社会だから仕方がないこととは言えるけど」

「もしかして、シルヴィさんへの補助金が打ち切られるってことですか？」

「このまま結果が出せないようならそうなる、との通達が国から彼女へ伝わっているはずよ。補助金を打ち切られたら、彼女の場合、そのまま辞めることになるでしょうね」

「そんな……」

「彼女、歌姫に対する執着が非常に強いみたいだから余計に焦ってしまっているのね。で、その焦りが心の余裕を無くしてしまっている。歌姫の魔法が精神状態に大きく影響されるのはキミも知っての通りだけど、シルヴィは今、自分で精神をコントロールできないくらいに追い詰められつつあるのよ。このままだと彼女、近いうちに魔法を使うことが出来なくなるわ。単に使えなくなるだけならまだいいんだけど──」

「いいんだけど？」

「その結果、精神にさらに大きな影響が出てしまう可能性も否定できないわ。それこそ心を壊してしまうような」

　歌姫カンタトリスにとって、魔法は心の拠り所と言える存在だから──と固い声をこぼす。

「だから、そうなる前に彼女の精神をケアする必要があるってことですね」

「ええ。周囲からのプレッシャーに批判。期待に応えられない自分の不ふ甲が斐いなさ。そこから生じるストレス、不安、焦り、自信の消失。そして自分を責めて、追い込んで、無理を続けてしまう。正解の無い迷路に迷い込んでしまう。ひとりでいるとね、人はそういった精神的悪循環に陥ってしまうものなのよ」

　その感覚はよくわかる。誰だれだってふとした拍子に陥ってしまう負のスパイラルだ。

　特に身内に宝石歌姫ビジユカンタトリスなんて凄すごい人間がいるのであれば、尚更。

「けど、それは誰かが理解をしてあげることで和らげることも出来る。歌姫のメンタルケアは奏士トルヴエールの大切な仕事よ。たとえそれが自分のパートナーでなくともね。奏士に気かけてもらえることが何よりも嬉うれしい。歌姫にとって奏士とはそういう存在なの。誰よりも歌姫である自分を認めてくれる存在。だから、ひとりの歌姫としてお願いするわ。奏士として、シルヴィ・マルソーのことを気にかけてあげて。彼女と仲良くしてあげて」

　学院長にそんな風に真剣な瞳ひとみで頼まれたら、頷うなずく以外の選択肢はなかった。

　まあ、それ以前に僕も仲良くなりたいと思っていたのだけど。でも、

「どうして僕なんですか？」

　当然の疑問を投げかけると、学院長はいたずらっぽい表情を浮かべた。

「キミが姫ひめ咲さき明あ日す香かの誘いを断って、山やまの辺べ花か穂ほとのパートナーを続けているからよ」

「え？　なんでそれが理由になるんです？」

「なんでって、奏士でそんなアホな選択をするのはキミくらいしかいないから」

「アホな選択って」

　花穂とは入学以来ずっと一緒にやってきたのだ。花穂のパートナーでいることは正しい選択だと思うんだけどな？

「じゃあ、ひとつ質問。仮に山辺がパートナーでないとして、シルヴィ・マルソーからパートナーになってとお願いされました。どうする？」

「う～ん、シルヴィさんの人柄とか音楽の方向性とかよくわからないので、まずはそこを知ってから考える、ですかね」

「なら、シルヴィだけではなく、フランスの宝石歌姫である姉のメアリー・マルソーからもパートナーになってとお願いされました。今度はどうする？」

「それも一緒ですよ。メアリーさんのことも知って、で、一緒に演奏した時に僕がより力になれそうな方を選ぶかな、と思います。もちろん、僕自身が楽しそうな方ってのも考慮しますけど」

「うん。やっぱりそんなアホな選択をするからキミが適任なのよ」

　学院長が楽しそうに笑った。またアホな選択とか言って。

　自分のパートナーを選ぶんだから、どんな相手なのか知ってから選ぶのは普通だと思うんだけど、何がアホなんだろう？

「あとはキミならシルヴィの気持ちがよく分かるでしょ？　同じ身内に宝石歌姫ビジユカンタトリスを持つ者として」

「それは、確かにそうですね」

　多分、学院の中では僕が一番シルヴィさんの気持ちはわかるはずだ。

　そんな状況がどんなに辛いかってことも。

「ってことでよろしくね。キミならきっと上手くやれると思うから」

　そう言って笑う学院長の瞳ひとみは、子供を見守る母親のような温かさを宿していた。

「へ～、学院長ってあれなんですね。結構、生徒思いなんですね？」

「当たり前よ。私は常に生徒を正しい道に導きたいと思っているもの」

「その割には僕には最悪の対応してますけど？」

「当たり前よ。私は常にキミを爛ただれた道に導きたいと思っているもの」

　僕に対する学院長の回答はやっぱり最悪だった。





　　◇◇◇






『えー、皆さんもご存じの通り、歌姫カンタトリスの詠う魔法には多種多様の属性があります。基本となるのは基礎四元素と呼ばれる火、水、風、土の四つの属性ですね』

　午後の魔法概論の授業中。講師の抑揚のない眠気を誘う声が響く中、僕はシルヴィさんと仲良くなるための方法を考えていた。

『基礎と言われるだけあり、歌姫の中の97％は、この四元素のうちのいずれかに属していることになります』

　とは言っても、考えれば考えるほど、その道のりは果てしなく遠く感じる。

（……第一印象は最悪以外の何ものでもなかったからな）

　それにシルヴィさんとは学年も違う。学年が違えば顔を合わせる機会も必然的に少ないのだ。全学年合同で行われる来武ライブ演習の時間か、体育の時間か。確実に会える時間となるとそれくらいしかない。

『魔法は歌姫の精神と密接に関係しています。ですから、得意となる魔法の属性にも、その歌姫の性格が大きく影響していると言えるでしょう』

　それに、そもそもシルヴィさんがどんな人なのか、僕はよく知らないわけで。

　今の僕の中にある情報は、身体は小さくて、貴族のような雰囲気があって、怒るとめちゃめちゃ怖くて。そして無表情で常に人を遠ざけるようなクールな性格。

　いや、それは今の状況がそうしてしまっているだけか。

　本当のシルヴィさんは、もっと感情豊かな気がする。なんとなくの直感だけど。

『例えばポジティブで行動的な性格の人は火属性を得意とし、穏やかで柔和な性格の人は水属性を得意とする、といったようにですね。そして、歌姫の創る幻創曲レチタテイーヴオは自然とその属性に、つまり性格に則した現象を引き起こすものになります』

（え？）

　予想外のところから、ヒントになりそうな言葉が降ってきて、僕は思わず声をあげそうになってしまった。

　そうか。歌姫カンタトリスの魔法の根源は精神であり願望なんだ。

　それは覆い隠すことも、誤魔化すことも出来ない本質。表面的ではない、内面が現れたものだ。

　それを調べていけば、シルヴィさんがどんな人間なのかわかるんじゃないかな。

　あー、今までもっとちゃんと他の歌姫研修生イミテーシヨンたちの来武ライブ演習を見ておけばよかった、と後悔したところで後の祭りだ。

　よし。とりあえず、情報収集から始めるとしますか。

　人と仲良くなるには、まずその人に興味をもって、その人のことを知るのが一番の近道だ。

『魔法を分類する上で、属性の他に系統と呼ばれるものがあります。放射系、強化系、変化系、召喚／操作系などと呼ばれているものですね。系統はその効果によって七つのカテゴリーに分類され──』

　朗々と流れる声を聞きながら、僕はこの後の行動予定を立てるのだった。





　　◇◇◇






「どういうことです？」

　花か穂ほは頰ほお杖づえをついて、不満そうに口にした。

「どうしてタケルさんがシルヴィさんの使う魔法のことを気にするんです？」

　放課後。夕焼けの赤い光線が窓から差し込む教室の中である。

「どうしてって、実は──」

　学院長からシルヴィさんを気にかけてほしいと言われたこと。

　そして仲良くするために、まずどんな魔法を使うのかを知るのが近道なんじゃないかってことに気付いたことを伝えた。

「う～～～～～～」

　花穂はまだ疑っているように唸うなり声ごえをあげる。

「本当にそれ以外の意味はないんですね？　特別な意味はないんですね？」

「うん、ないよ」

　花穂が何を気にしているのかよくわからないけど、特別な意味なんて無いので頷うなずいた。

「わかりました、タケルさんを信じます。でも、シルヴィさんのことを教えるのと交換に、タケルさんも私の質問に答えてください」

「花穂の質問？　僕に答えられることならいいけど」

　僕がそう答えると、花か穂ほは満足したように二度ほど頷うなずいて、コホンと咳せき払ばらいをしてから口を開いた。

「えっと、シルヴィさんの魔法の属性は水と風です。ふたつが融合しているような感じですかね。この辺はお姉さんであるメアリーさんと同じです」

「おお、多重元素使いマルチモジユールなんて凄すごいじゃないか」

「はい。でも、その威力はどっちの属性も最低ランクなんですよ。だから来武ライブではめったに勝てないのです」

　なるほど。いくら複数元素の魔法が使えるとは言え、それぞれの威力が低ければ勝てないってわけだ。

　器用貧乏ってやつかな。なんとなくシルヴィさんにはそんな雰囲気がある気がする。

「それと、これは私の感想でしかないんですけど、シルヴィさんの歌ってなんだかちょっと変な感じなんです」

「変な感じって言うと？」

「う～ん、上手く言えないんですけど、聴いていてしっくりこない感じがいつもするんですよね。もやもやするって言いますか」

「それは音楽理論的におかしいとか？　コード進行が不自然だったり、リズムが不安定だったり、とか？」

「いえ。曲はものすごく綺き麗れいです。教科書に載っていそうなくらいに綺麗な曲を書きますよ。姉妹だけあってお姉さんのメアリーさんとそっくりの曲が多いですが、曲の完成度で言えば遜そん色しよくないと思います」

「へ～、メアリーさんと遜色ない、ね」

　それって実は凄いことなんじゃないのか？　フランスの宝石歌姫ビジユカンタトリスであるメアリーさんと同じ完成度の作曲が出来るなんて。でも、だとしたら、

「しっくりこないってのはどの辺が？」

「それがわかんないんですよ。曲の完成度は高いですし、歌も上手です。パフォーマンスも洗練されていますし、でも、なんか違和感があるんです。スムーズなのにどこかぎこちない的な」

　花穂が首を傾げながら言葉を紡いでいく。

　う～ん、それは自分で聴いてみるなり、楽譜を見てみるなりしないとわからないか。

　印象は聴く人によっても変わるだろうし。

「じゃあ、次の質問。主に使ってる魔法はどんな感じ？」

「基本のタイプは放射型だと思います。風属性の真空波を使った攻撃魔法、水属性の氷の壁をつくる防御魔法、あとは浮遊魔法などもよく使っていたと思います」

　印象としてはありきたりな魔法って感じだ。そこからは特徴的な願望を見つけることは出来なさそうだな。

　けど、考えてみれば、結果的に真空波という事象が出来上がったとしても、その根底となる願望は十人十色なわけで。

　そこから人柄を考察していくのは、なかなかに難しいことなのかもしれない。

「他に知ってること、何かない？」

「いえ、私が知っているのはこれくらいです。なんせ、シルヴィさんの試合って私たちと同じくらいにあっけなく負けてしまうことが多いですので」

　そんなところにも妙に親近感を覚えてしまう。いや、そこに覚えちゃダメなんだけど。

「じゃあ、今度はこっちから質問いいですか？」

　真剣な面持ちで花か穂ほが切り出した。

　僕が頷うなずくと、コホンとひとつ咳せき払ばらいをして、

「タケルさんってシスコンですか？」

「違うよっ！」

　なんでいきなりそんなことを質問されないといけないんだよ！　びっくりしたー。

「でも、明あ日す香かさんのことは好きですよね？」

「そりゃあ、妹だし好きだよ。大切に思ってるし、可愛かわいいとも思ってる」

「でもシスコンではないと」

　あなたは仰おつしやりたいのですか？　とその目が語っていた。

「違うと、思うんだけど。そもそもだ。どこからがシスコンで、どこからがシスコンじゃないかのボーダーがわからない」

「それもそうですね」

　花穂が頷いて腕を組む。その表情がシルヴィさんのことを語っている時よりも真剣に見えるのは僕の気のせいだろうか。

「わかりました。さっきのは質問範囲が抽象的でありながらも内容がストレートすぎました。デリカシーに欠けましたね。もう少しタケルさんが答えやすいように質問を変えます」

「うん、そうしてもらえると助かる」

　それにしても、まさか自分の人生の中で、同級生の女の子からシスコンですか？　なんて訊きかれる日が来るとは思いもしなかったな。

「では、ええと、タケルさんは明日香さんでムラムラしますか？」

「しませんっ！」

　むしろ質問が悪化してるよ！　どストレート過ぎるよ！　ビーンボール紛まがいだよ！

「しませんと言いましたね？　断言しましたね？」

「はい、断言しました。そんな疑い深そうな目で見られても、ムラムラしません」

　そんな、妹でムラムラとかしたら、ただの変態さんじゃないか。

「でも、山やまの辺べ花穂は見た！」

　家政婦は見た、的な雰囲気で続ける。

「六月に合宿に行った時、タケルさんが明日香さんのシャワーを覗のぞいて、硬直していたのを！」

　合宿って、あれか。音楽祭の前に花か穂ほと行ったやつか。あの時、確かに明あ日す香かがシャワーを浴びていたような。

　あれは一ヶ月以上前の出来事だから、たとえるなら文庫本一冊分くらいのページ数を巻き戻す様な感じで記憶を辿たどって──

「っていたたっ！　なんで僕は花穂に頰ほおを抓つねられているんだっ!?」

「余計な回想シーンには入らなくていいのです。あの時のタケルさんは確かに明日香さんの裸を見て硬直してました。私はしっかりと覚えていますっ」

「誰だれだってドアを開けていきなり妹の裸が目の前にあったら硬直するだろ？」

　それは人として当然の反応だ。

「色んな意味で硬直してましたっ！」

「色んな意味が何を指しているのか僕にはよくわからないけど、色んな意味では硬直してないから！」

　きっと！　していなかったと思う！　思いたい！

「なるほど。それではタケルさんは明日香さんではムラムラしないと言うんですね？」

「う、うん、しないよ」

「神に誓いますか？」

「誓う誓う」

　それよりも先に、なんで放課後の教室でこんなことを誓わされているのかを神に訊きいてみたいけど。

「わかりました。今日のところはタケルさんの言い分を信じます」

　ここでようやく満足そうに頷うなずく花穂と、困惑気味の僕だった。

　ほんと花穂の質問には一体なんの意味があったんだろう？

　そして僕は妹では、ムラムラしてないよね？
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　花穂と別れた後、僕は再び学院長室へと向かった。

「ちょ、ちょっと！　部屋に入る時はノックくらいしてよねっ！」

　ドアを開けるなり、学院長が上着を脱ごうとしているシーンを目撃して、僕は目頭を押さえた。

　頭が痛くなったのだ。

「ちゃんとノックしましたよね！　あなたもどうぞと言いました！　だから僕は中に入りました！　なのに、なんでわざわざちょうど着替え中だった、みたいな感じで上着を脱ごうとしているんですか！」

「ノックくらいしてよねっ！」とかあざとい勝ち気系ツンデレのキャラまで作って。

「え？　それは、下から脱いだ方が良かったってこと？」

「違うわー！」

　まったく、この人は油断も隙すきもないんだから。

「正直、僕はもう、学院長にツッコむの、疲れましたよ」

「あら、豪快なセクハラね。しかも、何気に私の身体、飽きられてるじゃない」

　ここで、そっちの突っ込むじゃない！　とか反応したら、さらに話は脱線してしまうのが目に見えてるから敢えて無視することにした。

「ひとつ質問があるんですけど、学院に通っている歌姫研修生イミテーシヨンの幻創曲レチタテイーヴオの楽譜って学院長が持っていたりします？」

　無理やりに話の軌道を修正すると、学院長は苦笑した後、

「持ってるわよ。もちろんコピーだけど」と頷うなずいた。

「あの、でしたら反則かもしれないんですけど、シルヴィさんの幻創曲の楽譜を見せてもらえないですかね？」

「シルヴィの楽譜を？　どうかしたの？」

「ちょっと考えてみたんですけど、幻創曲には歌姫カンタトリスの色んな想いが綴つづられているはずです。なら、楽譜を見ればシルヴィさんの素の感情が見えてくるんじゃないかなと。だから、それを見れば仲良くなるきっかけが作れるんじゃないかなと思いまして」

「なるほどね。無防備な乙女の妄想をこっそり盗み見したいってことね、このスケベ」

「嫌な言い方しないでくださいよ。僕だってあんまり褒められたやり方じゃないってわかってるんですから。だからダメだったらいいんです」

　筋を通すのであればシルヴィさん本人から借りるのが正解だ。けど、シルヴィさんが素直に貸してくれるはずもないだろう。

　だから、このやり方は反則みたいなものだし、借りられたらラッキーくらいの考えだ。

　けど、学院長はあっさりと「別にいいわよ」と頷いた。

「え？　いいんですか？」

「ええ。基本的に奏士トルヴエールに楽譜を見てもらえるのって歌姫にとっては嬉うれしいことなのよ。自分の歌に興味を持ってもらえたってことだから。誰だれだって他人に自分の創ったものを認めてもらえるのは嬉しいでしょ？　まあ、キミに楽譜を見られることをシルヴィが喜ぶかどうかはわからないけど？」

　なんせ、ぺったんことか言っちゃってるしね、と僕から聞いた話を思い出したのか、くつくつと笑う。

　これ、きっと当分の間、言われるんだろうな。僕はげんなりした。

「ちょっと待ってね。今出すから」

　学院長は机の引き出しから鍵かぎを出すと、棚のガラス戸をあけて、中からぶ厚いファイルを取りだす。

「シルヴィ、シルヴィ──と、あった。これね。はい、シルヴィの幻創曲の楽譜と、私の手作りの歌姫カンタトリススペックデータ資料よ。資料の方はあくまで私の主観だけど」

　手渡された書類を覗のぞいてみる。

　名前や学年、出身地の他に、魔法の属性、タイプ、他にも魔法力や詠唱速度などの項目ごとに評価がつけられていた。

「こんなの見せてもらっていいんですか？」

「ええ。あくまで個人的な主観によるデータだし、これが学院での成績ってわけでもないからね。ただ、貴重なデータであることには変わりないから、あまり他人には見せないでね」

「はい！　それはもちろんしませんよ。ありがとうございます！」

　でも、これ。もしかして学院生全員分を作っているのか？

　これだけのデータを全員分となると、相当に生徒たちを見ていないと作れないわけで。この辺は腐っても学院長だ。本当に腐っているけど。

「あと、ついでに、こんなのがあるんだけどどう？　さらに極秘資料よ」

「極秘資料ってなんです？」

「アルバムよ。神──キミの写真が満載」

「なんかすげー言い間違いしましたからね！　しれっと言い直しても気付いてますからね！　っていうか、なにゆえ僕は崇められている!?」

「仕方ないじゃない。神とキミって、単語の半分を占める文字が同一なんだから。日本人だったら月に一度は犯す言い間違いよ」

「間違えませんから！」

　そんな頻繁に崇められてたまるか。

「はいはいわかりました認めます。言い間違いではありませんでした。実は私、昔から心の中では常にキミのことを神と崇めていました」

　熱にうなされたような、どこかうっとりとした瞳ひとみで僕のことを見つめてくる。

　え？　まじで？　まじで崇められてるの？　なぜに？

「なんて妄想のし甲が斐いがある神なのだろうと」

「そこはかとなく嫌な予感がするので何の妄想かは聞かないでおきます！」

「私の想像の中では、キミは隠れヘタレ属性で常に誘い受けよ」

「だから聞かないですってばっ！」

　誘い受けって言葉の意味はよくわからないけど、とにかく嫌な予感しかしない。

　これ以上この話題は僕の精神衛生上よくないと判断し、話の流れを変えようとアルバムを覗いて、僕はさらに驚きよう愕がくしたのだった。

　写真に写っていたのは何とも情けない恰かつ好こうをした僕。

　来武ライブ演習で負けて吹っ飛ばされている姿や、そのまま地べたに這はいつくばっている姿。

　他にも色々、出来れば記録に残っていてほしくない僕の汚点が見事なまでにピックアップされている。

「な、な、なんでこんな写真もってるんですかーっ！」

「なんでって、これを元に妄想を膨らませるために決まってるじゃない」

「用途を聞いてるんじゃないっ！　ってその用途もダメだけど、どうやってこんな写真を！」

「学院内で学院長が写真を撮っていたとしても誰だれも別に咎とがめないでしょ？　何か言われても資料作成のために必要って言えばいいだけだし？」

「没収します」

「だ、ダメよ！　その写真はとっておきの中のとっておきなんだから。撮るのにものすごく苦労したのよ」

「ダメです。没収です」

　僕はアルバムの中から写真を抜きとって制服のポケットの中へとねじ込んだ。

「ああー、もう、意地悪なんだから。ま、いくらでもプリントできるから別にいいけど」

「元データも渡してください」

「いやよ。そんなわがまま言うのなら、その楽譜と資料、返してもらうから」

「うぐっ」

　卑ひ怯きようだ。学院長のくせしてなんて卑怯な手を。

「……わかりました。絶対に悪用しないでくださいよ」

「しないわよ。今のところ確定しているのは来年の学院のパンフレットに使用するくらいだし」

「あなたは一体僕になんの怨うらみがあるんですかっ！」

「しかも見開きで大迫力なの。バーンて。見開きバーンて」

「イジメ以外のなにものでもないっ！」

「新入生の歌姫研修生イミテーシヨンたちからきゃーきゃー言われること間違いなしね」

「ネガティブな方向でのきゃーきゃーですけどね！」

「ま、全部冗談だけど。キミを弄いじるって目的も果たしたし、データもちゃんと消去しておくわよ」

　はぁ。その無駄な労力をもっと他のところで生かしてもらいたいものだ。

　どこまでが本気で、どこまでが冗談なのかまったくわからないし。

「じゃあ、シルヴィさんの資料と楽譜、借りていきますね」

　カバンの中にしっかりと仕舞って、学院長室を後にしようと思ったところで、

「あー、ちょっと待って」

　背中から呼びとめられた。

「なんです？」

「もうひとつ、キミがシルヴィと仲良くなるための秘密アイテムをプレゼントしてあげようじゃない」

　入口ドア近くにいる僕の所までカツカツと近づいてきて、学院長は封筒を手渡した。

「なんですか、これ？」

「秘密。おうちに帰ってから見てごらんなさい。これこそ極秘中の極秘資料だから決して外で見ちゃダメよ。これを見れば、キミもきっとシルヴィの隠された魅力に気付いちゃうこと間違いなしね」

　シルヴィさんの魅力って言うと、さらに詳細なデータってことかな？

　だけど、意味深に笑う学院長に、なんとなく嫌な予感がするのは、果たして気のせいだろうか？

　この笑みを見た後って、必ず良くないことが起こるんだよなあ。
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　──という、僕の予感は数分後に現実のものとなったのだった。

「「あっ」」

　学院長室を後にし、帰宅するために廊下を歩いていたところ、角を曲がったところで正面から身体に衝撃を感じた。

　その衝撃で僕の身体が後方へと流れる。目の前では小さな身体の女の子が僕とは逆方向に流されていた。簡単に言えば廊下の角で女の子と正面衝突。

　ラブコメ漫画とかなら恋に発展しそうな定番のシチュエーションだ。

　けど、世の中そんな上手く回るわけもなくて。

（シルヴィさんっ!?）

　そう、僕が正面からぶつかってしまった相手は、なんとシルヴィさんだった。

　向こうもちょっとびっくりした顔をしている。お互いに尻しりもちをついた状態で視線がばっちりあった。

　すぐさまシルヴィさんはびっくりした表情をひっこめ、代わりにすべてのものを瞬間的に冷凍できてしまいそうなほどに冷たく鋭い視線をプレゼントしてくれた。

　そこまで敵視しなくても。

　これから仲良くなりたいと思っているのに、この反応。やっぱり前途多難だなあ。

　ここまでの思考時間、おおよそ二秒ほど。

　この段になって、僕はようやく自分の手に握られていた封筒が無いことに気がついた。

　視線を上方へと動かすと、その先でゆれる二枚の紙。一枚は学院長から貰もらった封筒で、もう一枚はきっと封筒の中身だろう。

　きっとぶつかった際に手から離れてしまって舞い上がり、その勢いで中身が出ちゃったんだろうな。

　それは、ひらひら、ひらひらと舞い落ちてくる。

（中身の方は写真かな？　写っているのは女の子っぽいけど、誰だれだろう？　場所はグラウンド？　体操服を着ているみたいだし。身体は小さくて、髪の毛は柔らかそうなウェーブのかかった銀色の──って）

　視線をゆっくり下ろしていくと、多分写真のなかの女の子と同じなんじゃないかなって思われる顔がそこにあった。

　その目はひらひらと落ちてくる写真を凝視していた。

　え、えっと……シルヴィさんの表情がますます固く厳しくなっていってるのはきっと気のせいだよね？

　しっかりと結んだ唇の端が小刻みに痙けい攣れんしてるのは気のせいだよね？

　嫌な予感がする。というより嫌な予感しかしない。けど、写真に何が写っているのかを確かめないと。

　僕は清水の舞台から紐ひも無しバンジーをする思いで、もう一度写真に視線を戻した。

「かはっ！」

　な、なんて写真を渡してくれやがったんだあの学院長は！

　単純にシルヴィさんが写っているってだけならなんとか言い訳もできる。

　けどこれは無理だ！　絶対に無理だ！　この写真だけは絶対に無理だ！

　写真の中のシルヴィさんは体育の時間に転んでしまったのか、前のめりに倒れた状態でお尻しりが持ち上がっている。所謂いわゆる女め豹ひようのポーズ？　みたいなのになっちゃっていた。

　しかも体操着はちょっとめくれ上がって肌色部分が見えちゃってるし、両りよう肘ひじで身体を支えて上半身を起こそうとしているのが、結果的に二の腕の内側で胸を挟みこむ様な感じになって、いかにもグラビアで使用されていそうな雰囲気を醸し出している。

　であるにもかかわらずその胸はまったく寄せられてもあげられてもいない。

　頑張ってるのに成果ゼロ的な哀愁をこの写真は見事なまでに表現していた！

　表現していた！　じゃねーよ！

　この絶体絶命的な状況をどうやって切り抜ければいいんだよ？

　ひらひらと舞う写真は、僕とシルヴィさんのちょうど中間点に表向きで落ちた。

「「…………」」

　沈黙が世界を支配した。

「は、ははっ……」

　続いてシルヴィさんの半開きの口から乾いた笑いがこぼれおちた。

　僕の心臓は縮みあがった。

「ち、ち、違うんです違うんです！　これは違うんです！」

「違うってなにがですか？」

　静かな声が尚更僕の恐怖を増幅させている。

「だ、だからですね、そ、その写真は、その、なんて言いますか」

「なんて言いますか、なに？」

　か、考えろ。別に僕はやましいことはしていないんだ。学院長もきっと何かの意味があるからこそ、この写真を僕に渡したはずだし。

　思いだすんだ。学院長は僕になんて言ってこの写真を渡したか。

　脳をフル回転させて記憶を呼び覚まし、僕がこの写真を持っている理由をシルヴィさんに正確に伝えるんだ。

　確か、ええと──

「そ、その、シルヴィさんの魅力に気がつけるようにこの写真をですね──」

「はあ？」

「だ、だから、僕はこの写真を見てシルヴィさんの隠された魅力を再確認したいと思っているわけで──」

　って、あれ？　これってなんか逆効果じゃねっ!?

「へー、そーですかー」

　棒読みのセリフが容赦なく僕の心臓を打ち付けてくる。

「こ、この！　私の！　ざ、残念な胸が強調された写真で？　あ、あなたは！　私のどんな隠れた魅力を再確認するつもり、なんですかねっ!?」

「そ、その、だから、この写真は、あの……」

　ちゃんと説明したいけど、混乱から上手く言葉が出てこない。思考がだだ滑っている。

「こ、これは、あれですか？　体育の時間に注意した仕返しですか？　わ、わざわざこんな写真まで撮って！」

　シルヴィさんがぎゅっと悔しそうに唇をかんだ。

　小さな身体が怒りからなのか、悔しさからなのか震えていた。

「違います。そんなんじゃなくてっ！」

「バカにして……そうやってあなたも私のことをバカにしてっ！　みんなと同じようにバカにしてっ！」

　僕の声をかき消すように、シルヴィさんが声をかぶせる。

　じろりと睨にらむ瞳ひとみには悲しみの色が浮かんでいて、僕の心を苛さいなんだ。

　バカにするつもりも、傷つけるつもりもまったくないのに。

　仲良くなりたいって思っているのに、どうしてこう、事態は予想外の方向へと進んでいってしまうのだろう。

「そうやって、いつまでも私のことバカにしてればいいじゃないですか！　しねっ！　三十回くらい、しねっ！」

　シルヴィさんは僕に罵ば声せいを浴びせると同時に写真を拾い、瞬間的にぐしゃぐしゃに握にぎり潰つぶして、そのまま走り去っていった。

　その背中に声をかける間もなかった。

「はぁ～」

　思わずため息がこぼれおちる。二回目のコンタクトも結果は最悪だ。思いもよらない展開で最悪の結果を摑つかみとってしまった。

　逆説的に言えば奇跡的な展開だよ、ほんと。

　果たして、この調子で僕は本当にシルヴィさんと仲良くなれるのだろうか？

　会えば会うほど好感度を下げまくっているような気がするぞ。

　悪い噂うわさが流れる間もなく、会った瞬間爆弾爆発的な。

　相性が悪いのか、タイミングが悪いのか。単に運が悪いのか。

「……それにしても、学院長はなんであんな写真を僕に渡したんだろう」

　あの写真で「シルヴィの隠された魅力に気付いちゃうこと間違いなし」って言われても。

　確かにあのしっかり者の雰囲気のシルヴィさんのちょっとドジっ子っぽい感じの写真に親近感は湧わいたけど。

　ちょっと可愛かわいいって思ったのも事実だし、今まで持っていたシルヴィさんのイメージが変わったのもまた事実だけど。

　そこまで考えてあの写真を渡したのか、それとも単純に悪戯いたずらのつもりだったのか。

　単純に悪戯の線が濃厚だよな。

　何はともあれ──どうしたものか。

　今回の件で、今後は確実にシルヴィさんには避けられるだろう。会った瞬間に逃げられる可能性も低くない。

　会話が出来なければ、仲良くなれるはずもないわけで。

　けど、やっぱり仲良くなりたいんだよな。学院長に言われたのもあるけれど、僕個人の感情として、シルヴィさんとは仲良くなりたいと思っている。

　さっきの悲しみの色が宿った瞳ひとみを見ちゃったら。

　みんなと同じようにバカにしてなんて言われちゃったら。

　放ってなんておけない。

　誤解をちゃんと解いて、謝るべきことは謝って、友達になりたい。

　色々と通じ合えることだって多いはずだ。

　だって、僕とシルヴィさんはきっと同じような時間を過ごしてきたはずなんだから。

「おっし」

　小さく気合いを入れる。

　好感度的にはここが底のはずだから、これからは上げていくだけだ。むしろ、底まで好感度が下がってすっきりだ。なんて自分を励ましてみる。そう考えないと挫くじけそうだ。

「……ったく、恨みますからね、学院長」

　こんなタイミングで、あんな呪のろわれたアイテムを渡してきて。

　すぐにカバンに仕舞わなかったのも、廊下でシルヴィさんと正面衝突したのも自分の不注意からなんで、半分くらいは逆恨みなんだけどさ。

　そう思って、僕はもう一回だけため息をこぼしたのだった。
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（Sylvie's view）




「ばかにしてる、ばかにしてる、ばかにしてる、ばかにしてるばかにしてるばかにしてるばかにしてるばかにしてるっ」

　呪じゆ詛そのように呟つぶやきながらシルヴィは学院の廊下を歩いていた。

　その顔が赤いのは窓から差し込む夕陽のせいではなく、内から湧わき上がってくる怒りのせいだ。

「な、なによっ。私だって好きでこんな貧相な身体になったわけじゃないのにっ。それに、これから成長する可能性だって！」

　シルヴィの見下ろした先にあるのは、どこまでもなだらかに広がる平原だった。

「成長する可能性だって！」

　つま先どころか、膝ひざ小こ僧ぞうまでくっきりと見渡せる。障害物ひとつない素晴らしいまでの見通しの良さだ。

「お、おかしいでしょ、これ！　明らかにおかしな設定になってるでしょ！　人類ってもっと凹凸のある生き物でしょ！」

　がしっ、がしっ、とその場で地団駄を踏むシルヴィ。

　普段の真面目で冷たく固いイメージからかけ離れたその姿は、いつもの彼女を知っている者が見たら間違いなくその目を疑うだろう。

　それくらいにシルヴィは頭にきていた。

「べ、別にいいもん！　今のこれが最終形態ってわけじゃないもん！　私はあと二回も変身を残しているんだから」

　そんな冷蔵庫っぽい名前の宇宙人みたいな設定、本当はないけど。でも、そんな設定を思わず望んでしまうくらいに、まっ平らだった。

「ふ、ふん。ほ、ホントは全然気にしてないし。別に胸だけが女としての魅力ってわけでもないし。バカじゃないのあの男──」

　そこまで口に出して、それにしても、とシルヴィは思った。

　それにしても、どうして私はこんなにもイライラしてるんだろうと。

　自分の幼い身体つきに対して、今まで悪口なり陰口なりを叩たたかれたことはたくさんあった。

　けど、今回ほど腹がたったことは一度もなかった。

　別に好きなだけバカにしてればいいじゃない、って思えていたのに。

　シルヴィはモヤモヤして、また地団駄を踏む。その口から「う～～～～～」と可愛かわいらしい唸りが漏れている。

「そ、それはあいつがあまりにも失礼なことをするからよっ！」

　モヤモヤを誤魔化すように、シルヴィはそう結論づけた。

　わざわざあんな胸をアップにした写真まで撮ってバカにしてっ！

　しかも、私の隠された魅力を再確認したいとかフザケた言い訳して！

　いやがらせか！　いやがらせなのか！

　って、あれ？

　シルヴィは首を傾げた。

「もし、もしもだけど……」

　あいつがもし本当に私の魅力を再確認しようとしてあの写真を撮ったのであれば。

　何故だかわからないけど、落ち着かない気持ちになってきょろきょろと周囲を見回してしまう。

「神かん凪なぎタケル……もしかして、貧乳好き？」

　──トクン。

　え？　なに？　今の心臓がとくん、ってなったのなに？

　シルヴィは混乱した。混乱していた。

　とくん、ってなるきっかけ、おかしくない？　このきっかけでとくんってなるの、なんか悲しくない？

　そんなことを考えながらも、心臓の鼓動はどんどん激しくなっていく。

　顔が熱くなっていくのを感じていた。

「ま、まあ、貧乳好き──はとりあえず置いておくとして、わざわざ私のことを写真に撮ってまで見たいと思っていた……ことは確かよね」

　自分を落ちつかせるように何回も深呼吸するシルヴィ。

「ってことは……少なくとも、私に興味があるってこと？」

　自分の推測に、一瞬頰ほおが緩みかける。

　期待しかけて、シルヴィは慌てて頭かぶりを振った。

　そんなはずない。

　そんなことはありえない。

　もう、誰だれも私なんかに興味をもってくれないんだから。

　例え両親だって、私を私として見てくれなかった。いつだって私はシルヴィ・マルソーじゃなくて、メアリー・マルソーの妹。

　誰からも名前を呼ばれない、フランスの至宝『電でん子しの翠すい玉ぎよく』の出来損ない。

　出来損ないってわかってからはみんな手のひらを返したように無視するようになった。

　歌姫カンタトリスとしての価値が無いシルヴィ・マルソーになんて、存在としての価値がないと雄弁に語るように。

　だから、今さら誰も私のことなんて気にしてくれるはずがないじゃない！

　無意識のうちにシルヴィは下唇を嚙かみしめていた。静かに心を押し込めていく。

「期待なんてしちゃだめ。だって、自分は出来損ないなんだから」

　自分自身の一番弱く柔らかな心を、堅けん牢ろうな牢ろう獄ごくの奥へと閉じ込める。

「期待なんてしちゃだめ。だって、誰も私に期待なんてしてくれないんだから」

　表情を凍りつかせる。

「期待なんてしちゃだめ。だって、期待は必ず裏切られるものなんだから」

　自分に言い聞かせるように何度も呟つぶやいて、シルヴィは静かに廊下を歩いていく。

　その表情にはもう、いつものように何の感情も浮かんでいなかった。





　　◇◇◇







◆人物基本データ




　名前　　　　　　：シルヴィ・マルソー

　年齢　　　　　　：17歳

　性別　　　　　　：女

　出身地　　　　　：フランス共和国

　身長　　　　　　：１４３cm

　体重　　　　　　：36kg

　専属奏士トルヴエール　　　　：無し

　称号　　　　　　：無し







◆歌姫カンタトリススペックデータ




　属性　　　　　　：水、風の多重属性

　タイプ　　　　　：放射型

　魔法力　　　　　：Ｃ２

　幻創再現能力　　：Ｃ２

　詠唱速度　　　　：Ｃ１

　精神安定性　　　：Ｃ２







◆歌手スペックデータ




　歌唱力　　　　　：Ａ

　ステージング　　：Ｂ

　作詞／作曲能力　：Ａ







◆その他、特記事項



　姉はフランスの宝石歌姫ビジユカンタトリス、メアリー・マルソー

　社交性に問題あり

　精神状態、やや危険。カウンセリングの必要あり







「なるほどね」

　アパートに帰ってきた後、僕は机に向かって学院長から借りた資料に目を通していた。

　資料は項目ごとにパラメーターが簡潔にまとめられている。

　歌姫カンタトリスの個人情報をまとめた、人物基本データ。魔法使いとしての個別性能をまとめた、歌姫スペックデータ。アーティストとしての評価をまとめた、歌手スペックデータ。

　それに特記事項を含めた四つの項目から資料は成り立っていた。

　ちなみにそれぞれの評価値はＣ２が一番低く、Ｃ１、Ｂ、Ａ、Ｓ２、Ｓ１の順で高くなり、平均的な能力でＢ、優秀な歌姫でＡ。Ｓランクになるとほとんど存在せず、宝石歌姫ビジユカンタトリスクラスでＳ１ランクってことらしい。

「この中で一番注目すべきなのは、やっぱり歌姫スペックデータだよな」

　各項目の簡単な注釈を読んでみる。

　ええと、『魔法力』は純粋な魔法の威力。つまりどれだけ強力な魔法を使えるかの指標ってことか。

　で、『幻創再現能力』は幻創曲レチタテイーヴオに込められた魔法を、どのくらいの精度で発現できるかの表現力ってことらしい。

　これは根底となった願望をどれだけ精密に再現できるかの能力ってことで良いのかな？

　再現能力が落ちれば現象としての精度──つまり威力が落ちるってことになる。魔法力と同じく魔法の威力に大きく関わるパラメーターっぽいな。

　前に学院長が言っていた、願望を幻創曲の楽譜へと落としこんでいくための能力がこれにあたるのかもしれない。

『詠唱速度』はそのまんま魔法を発動させるまでに必要な歌唱の時間だろう。これも戦ううえでは非常に重要な項目だ。

　例えば学院長なら１コーラス歌うだけでも、ある程度の精度の魔法を発動させることが出来る。

　でも、花か穂ほの召喚系幻創曲の場合は召喚するまでに最低でもＡメロ丸々分くらいの歌唱時間が必要だ。

　発動させた時の歌唱時間によって、召喚した植物の大きさや強さが変わってくるから、どれだけ溜ためてから発動できるかってのが戦略としては重要になってくる。

　サビまで歌いきってから発動できれば、かなり強力な召喚魔法になるんだけど、来武ライブだとさすがに召喚前にそこまで歌わせて貰もらえることは少ない。

　最近はようやく先に防御系の魔法を発動させておいて、それが破壊されるまでの間に本命の歌唱時間を稼ぐなどの作戦を実行できるようになってきたけど、それでもまだまだ戦略としては未熟だから、もっと色々と研究を続けないとな。

　そして、最後の『精神安定性』はどれだけ安定して魔法を発動できるかの能力らしい。

　魔法は精神に大きく影響されるから、精神が安定しない歌姫は魔法の発動率が低くなってしまう。

　どんなに強力な魔法が使えたとしても、安定感がなかったら歌姫カンタトリスとしては扱いづらいよなあ。魔法を発動できなかった場合は即刻負けが確定してしまうわけだし。

　で、こうして見るとマイルズや花か穂ほの言っていた通り、シルヴィさんの魔法関連の能力値はかなり低いみたいだった。

　それに対して、アーティストとしての評価は結構高い。

「なんか、歪いびつな感じの能力値だな」

　能力値が低いのに、属性は水と風の多重属性だったりと。

　続けて楽譜の方もペラペラと捲めくる。

　繊細で几き帳ちよう面めんな感じの筆跡で楽譜が書かれていた。頭の中で軽く音を想像しながら、楽譜を目で追っていく。けど、僕の視線はすぐに止まってしまった。

「う～ん、これは………なんだ？」

　思わず首をひねってしまう。楽譜からこんな印象をうけたのは初めてだった。

　なんていうか、シルヴィさんの楽譜からは何の色も匂においも感じることが出来なかった。

　花穂の楽譜なんかは、それを見ただけで、どんな感情でその曲を作ってるのかすぐにわかったりする。

　楽譜を書いている時の表情が容易に想像できたり、ああ、ここでちょっと迷ってるなとか、ここが一番表現したかった場所なんだなとか。

　そんな作曲者としての顔が譜面ひとつから見えてくるのだ。

　けど、シルヴィさんの楽譜からはそういった作曲者としての感情がまったく感じとれなかった。

「初見だから、なのかな？」

　もっとちゃんと音の連なりをイメージしながら、じっくりと音符を追っていけば、シルヴィさんの色が見えてくるようになるかもしれない、なんて考えていたところで、背後の風ふ呂ろ場ばのドアが開いた。

「あ、兄さん、お帰り～。遅かったね」

　どうやら、勝手知ったる我が家な感じで明あ日す香かがシャワーを浴びていたようだ。

　困ったことに、カンタトリス音楽院に転入してきて以来、明日香は何だかんだ言って、ウチに住みついているのだ。

「で、明日香は一体いつまでウチに居るつもりなんだよ？」

「いつまでって、ずっとに決まってるじゃない」

「だから、何回も言ってるようにウチは１Ｋの小さなアパートなんだから、ふたりで住むには狭いって──」

　振り返ったところで視界一面が肌色に染められて、僕の言葉は止まってしまった。

「狭いって、なに？」

　その声に悪戯いたずらっぽい響きを乗せてにんまりと笑みを作った明日香は、バスタオルを巻いただけという無防備な恰かつ好こうを晒さらしている。

「……話はあとだ。とりあえず服を着ろ」

「いやよ。暑いんだもん。お風ふ呂ろあがりにすぐ服着るとかありえないし」

「暑いんだもんって年とし頃ごろの女の子がそんな恰かつ好こうでぶらぶらしてる方がありえないよ。明あ日す香かの貞操観念を疑うよ」

「大丈夫。わたし、ちゃんとＴＰＯわきまえてるから。お風呂あがりにいつもこんな恰好してるわけじゃないし」

　兄とは言え二つ違いの異性を前に、バスタオル一丁で動きまわることをＴＰＯをわきまえてると言える妹の貞操観念がやっぱり心配だ。

「って、なに？　またあのへなぽ娘この楽譜みてるの？　真面目だね、兄さんは」

　ずいずいと僕に近づいてくる明日香。

　って、だからそんな無防備な恰好で近づくなってば！

「でも、へなぽ娘のを何回も見直すくらいなら、わたしのも見てよね」

　明日香は僕にぴたっとくっ付くと、ひょいっと僕の持っていた楽譜を取りあげる。

　シャンプーの良い匂においと、腕のところに当たる柔らかな感触が僕の心臓のテンポを狂わせていた。

　なんかおかしいぞ？　明日香は僕の妹で、僕は妹ではムラムラしないはずなのに？

「って何これ？」

「え？」

「おい兄、これ、誰だれの楽譜よ？」

　なぜか明日香の表情が強張っていた。

「誰のってシルヴィさんのだけど──って痛い痛い明日香。意味もなく肩をグリグリしないで！」

「意味もなくグリグリしてない！　へなぽ娘の楽譜ならまだしも、シルヴィさんの楽譜って！」

　明日香の目が逆三角形になっている。そして、ぐいっと僕に顔を近づけて、低い声で言った。

「兄、正座っ」

「な、なんでだよ！」

「いいから正座っ！」

　有無を言わせない迫力で明日香は怒鳴った。

　有無を言う間も無く僕は正座をしていた。

　たまに僕はマインドコントロールされているんじゃないかって思ってしまうほど、明日香の言葉に逆らえない時があるぞ。兄の威厳が台無しだ。

　それにしても、バスタオル一丁で仁王立ちする妹の前で正座する兄。

　なんとも説明に困る構図だった。とても親には見せられない。訂正、親どころか誰にも見せられない。

「で、どういうこと？　どうして兄がシルヴィさんの楽譜を見てるわけ？」

「どうしてって、シルヴィさんともっと仲良くなりたいなって思って」

「はあ？」

　不機嫌そうな声と共に、明あ日す香かの右足が正座している僕の太ももの上に乗っかった。

　乗っかったというか、踏みつけた。

　それにあわせて、明日香のバスタオルの股またのあたりが、ガバッ、とダイナミックに広がる。

「って、明日香！　そんな恰かつ好こうで、そんなはしたないポーズとったら、色々と大変な状況になってるから！　バスタオル、やばいから！」

「うるさい！　今、兄に発言が許されるのはわたしの質問に答える時だけ。それ以外の発言は全部却下！」

　暴君がここに誕生していた。地味に太ももグリグリが痛いぞ。つか、なにゆえ明日香はここまでご立腹なんだよ？

　単にシルヴィさんの楽譜を見ていただけだっていうのに。

「ええと、そうね。色々と問い詰めたいことがあるわけだけど、兄にも言い分があるでしょうから、ここはひとまず冷静に話を進めましょうか」

　冷静にって言うのなら、まずバスタオル一丁で股を開いて、正座している兄の太ももを踏みつけてるこの構図に対して、冷静な判断をしてもらいたい。

　こんな兄妹、見たことねー。つか見たくもねー。

「えー、じゃあ質問その１。兄は先ほどシルヴィさんともっと仲良くなりたいと言いましたが、それはなぜですか？　三択でお答えください」

「なんで僕の回答の選択肢が明日香によって用意されてるんだよ！」

　という、僕の抗議は黙殺された。

「Ａ、今日行われた体育の時の失言をフォローするため、なにかきっかけが欲しかったから。Ｂ、孤立しがちなシルヴィさんをついつい放っておけないと思ってしまったから。Ｃ、単純にシルヴィさんに女性として興味──自殺願望があるから。さあ、どれ？」

「最後の選択肢、言いなおしておかしなことになってるから！　明らかに選ばせないぞ的な意図が見え隠れしてるから！」

「いいから選ぶ。ＡかＢか死亡エンドか」

　Ｃですら無くなっていた。けど、まあ、

「その中から選ぶとなると、Ｂかな」

　Ａもないとは言えないけど、やっぱりＢの放っておけないってのが気持ち的には一番強い。

「ふ～ん、まあ、兄さんの性格から考えるに妥当な回答ね。じゃあ、質問その２。シルヴィさん個人に対してどの程度の興味がありますか？　Ａ、あんな背中だか胸だか判別のつかないような乳にはまったく興味がない。Ｂ、ほとんど望みは無いけれど、これからの成長に期待しているくらいには興味ある。ほら、僕ってゲームでも無理ゲーとかマゾゲーとか呼ばれるものほど燃えちゃうヘビーユーザーだし。Ｃ、実は貧乳好きの変態です生まれてきてすいません今すぐ裁いてください。さあ、どれ？」

「なんで僕のシルヴィさんへの興味が乳に限定されているんだよ！　質問自体がおかしいからノーコメントだ」

　そもそも明あ日す香かのシルヴィさんに対する敵意があからさま過ぎて怖いってば。

「そう。じゃあ選択肢を変えるわ。Ａ、ちょっとした知り合いくらいにはなりたいと思っている。Ｂ、友達になりたいと思っている。Ｃ、恋人になりた──自殺願望がある」

「さっきから絶対にＣを選ばせないようにしてるよね！」

「余計なことは言わなくていいの。ＡかＢか、人生最後の抵抗をして主人公交代か、好きなのを選んで」

　片足をあげた（僕の腿ももを踏みつけた）状態で腰に手を当てて、ぐいっと顔を近づけてくる明日香。

　必然的に前のめりになるから胸元あたりが微妙に危なくなっている。いや、下半身の方は結果的に引っ張られてずり上がってるから、もっと危ないんだけど。

　このままバスタオルが外れたりしないかとひやひやしながら、僕は答えた。

「これもＢかな。できれば友達になりたいって思ってるよ。せっかく知り合いになったんだし」

「ふ～ん。んじゃ、最後の質問。この楽譜はどうやって手に入れたの？」

　いままでの質問の中で一番鋭い視線を飛ばしてくる。

「学院長に借りたんだよ。そもそも、シルヴィさんと仲良くしてほしいってのも学院長に頼まれたことだし」

「え？　どういうこと？」

　きょとんとした顔の明日香に、今日学院長と話した内容を伝えた。

　シルヴィさんの精神状態があまり良い状態ではないこと。

　それを学院長が気にかけていること。

　だから奏士トルヴエールとして、シルヴィさんのことを気にかけてほしいと言われたこと。

　全てを伝えると、明日香はやれやれといった感じでため息をついた。

「なるほどね」

　どうやら怒りは収まっているらしい。

　相変わらず、僕の太ももを踏んだままだけど。

「経緯は納得してもらえたってことでいいのかな？」

「ええ。まったく詩し乃ののやつ、余計なことばっかしてくれちゃって。とは言え、メンタル的にきちゃってるのであれば、放っておくわけにいかないのは事実だし。で、兄さんの登場ってわけか。なるほど、人選としては正しいわよね」

「あのさ、色々と考えごとをするのは良いんだけど、まず僕を踏むのを止めてくれない？　あと、下着くらいはつけろって」

　いつまでも妹に踏みつけられたままの兄というのも、いつまでも下着もつけずに兄を踏みつけている妹というのもさすがにどうかと思うわけで。

「え？　なになに？　やっぱり兄さんは妹の裸をいけない目で見ちゃうわけ？」

　今までの不機嫌はどこへやら、途端に挑発的で、楽しそうな声を出す。

「い、いけない目で見るわけないだろ？　妹なんだし」

「へ～、ほ～、ふ～ん。だったら別に下着つけなくてもいいじゃない。わたしも気にしないし～」

「いや、それは気にしようよ！」

　そんな僕の声は明あ日す香かには届かず、明日香がちゃんとパジャマに着替えたのは、それから三十分ほど後のことだった。

　もちろん、僕はムラムラなんてしていなかったぞ。多分。





　　◇◇◇






（Asuka's view）




「まったく、ほんとお人好しなんだから」

　明日香は不満そうに、机につっ伏したまま眠っているタケルの頰ほおを突っついた。

　指先が温かくてやわらかなタケルの頰に埋没する。

　何度もツンツンすると、ちょっとむず痒がゆそうにタケルの口元が動くのが楽しくて、しばらくの間、明日香はタケルで遊んでいた。

「はぁ～、昔はずっとこんなんだったのになあ」

　遠い昔を思い出すかのように、明日香がため息をついた。

　タケルが明日香のもとを出て行く前は、一日の三分の一くらいは兄妹水入らずの時間を過ごしていたのだ。

　それが今ではふたりっきりの時間はほとんど無くなってしまった。

「おい兄。お前はもっと妹のために時間を割くべきだと、わたしは声を大にして主張したいぞ」

　なんせ一年間も放ったらかしにしていたのだ。そのツケを払ってもらってもバチはあたらないだろう。

「ほんとに、兄さんがいない間は寂しかったんだからね。その分、もっと妹を構いなさいよー」

　ぐりぐり、ぐりぐりと指先でタケルの頰を弄もてあそぶ。

「油断してるとすぐに周囲に流されるんだから。この巻き込まれ体質が。けど、今回の件は兄さんが適任なのは間違いないのよね」

　明あ日す香かは再び大きく息を吐き出す。仕方がないなといった風に。

「どんな歌姫カンタトリスだろうが、というより、どんな相手だろうときっと自然に受け入れちゃうんだろうな、この兄は」

　──自分で言うのもなんだけど、姫ひめ咲さき明日香は天才であると、自覚している。

　ついでに言えば、美少女だし、プロポーションも悪くない。でも、性格は悪いかもしれない。

　情けないことに、非常に情けない話だけど、自分のその才能に調子に乗っていた時期があるのだ。

　まあ、妙に周りのみんなが褒めてくれるし、無条件でちやほやしてくれる。絶賛されることは多々あれ、ネガティブな意見を聞くことはまったくない。

　そんな環境に置かれてしまっては、まだまだ精神的に未熟だった幼いわたしが勘違いしてしまうのも仕方のないことだと言えるだろう──と明日香はひとつ言い訳する。

　一方、兄である神かん凪なぎタケルはどうかと言うと平凡だった。勉強も運動も容姿も、その全てが絵に描いたように平凡。

　母は日本の宝石歌姫ビジユカンタトリスだった姫咲ヒミコだし、わたしはわたしで幼少の頃ころから神童の名をほしいままにしていたわけだから、兄さんにも当然その期待はあったわけだ。

　けど、兄さんの才能が母さんやわたしほどでないとわかると、周囲は一転、兄さんをバカにした。陰口を叩たたいて、あるいはあからさまに目の前で嘲ちよう笑しようして。

　勝手にわたしと兄さんを比較して、謂いわれの無い非難や不満を浴びせる。みんな言いたい放題だった。

　だから、もし、わたしと兄さんの立場が逆だったとしたら、わたしは兄さんを敵視していたかもしれない。

「兄さんさえいなければ、自分がこんなみじめな気持ちにならなくてすんだのに！」みたいな感じで。少なくとも、今のような兄妹関係を築くことは出来なかったはずだ。

　でも、きっと、そうなっちゃうのが人間としては普通なんじゃないかなって──明日香は思っていた。

　非難を受ければ心が痛いし、他人よりも自分が劣っていることを見せつけられれば妬ねたんでしまう。例えばシルヴィさんのように心に壁を作り、周囲と距離を置くようになってしまうのも、きっと仕方のないことなんだと。

　けど、ところがどっこい、ウチの兄は、神凪タケルはびくともしなかった。

　もちろん、兄さんだって傷ついたり、凹んだりしたことはあったと思う。わたしの知らない心の傷を沢山もっているのだと思う。

　しかし、子供の時から不満ひとつ言わず、避けるでも敵視するでもなく、わたしのことを受け入れて大切にしてくれた。

「いや～、明日香はすごいな～。全然敵わないや。さすが、僕の自慢の妹だよ！」

　なんてことを嫌味もなく心から素直に言われた時、こっちこそ、この人には敵わないな、と思ってしまったわけで。

　思い知らされてしまったわけで。わたしには絶対にそんなことは出来ないって。

　だから、そんな兄さんが家出をして、初めて拒絶を示したときは毎日泣きくれるくらいに悲しかったし、胸が張り裂けそうなほどに心配で、ショックだった。

　けど、それだって結局は自分で乗り越えて、表面的には文句を言いながらも、こうしてわたしの一番近いところに居てくれる。

　宝石歌姫ビジユカンタトリスで美少女のわたしの誘惑にまったくなびかないのがちょっと腹立たしいけど、だからこそ昔から変わっていないその態度が嬉うれしいって気持ちもあるので、乙女心は複雑だ。

　天才も、美少女も、歌姫カンタトリスも、身分とか才能とか何もかもが関係なく、姫ひめ咲さき明あ日す香かとしての自分を、ありのままのわたしを、ありのままの形で受け入れてくれる。

　利用するでもなく、憧あこがれるでもなく、へりくだるでも、敵対するでもなく、兄さんはいつでもわたしのただの兄であったから、わたしも兄の前では素の、ちょっと兄を溺愛しすぎているただの妹である姫咲明日香で居続けることができる。

　常つね日ひ頃ごろから特別であり続けることを求められる歌姫にとって、こんなに心地よいことはない。

　だから、この人ならきっと、シルヴィさんを救うことも出来るだろう。

　同じ歌姫として、救ってあげてほしいという気持ちはあるから、兄さんがそれに協力することを認めてはあげるけど。

「でも、理性と感情は別物だからね～。イライラしちゃうのは仕方ないよね？」

　びよ～んとタケルの頰ほおを伸ばしながら、明日香はニヤリと口元をゆがめる。

「ま、とりあえず今日のところは、これで勘弁しておいてあげますよ、このばか兄」

　明日香は眠っているタケルの頰にちゅっ、と唇を触れさせた。

　その瞬間、自分の頰がだらしなく緩んでいるのを明日香は感じていた。

　頰にキスをしただけで、どうしようもなく心が満たされてしまったのだから。

　あー、今のわたし、きっと誰だれにも見せられないような惚けた顔してるんだろうな──明日香はそんな風に思って、妙に恥ずかしくなって、机の上に置かれた卓上鏡をパタンと伏せた。






２章　─本音と建前と出来損ないの魔法使い─









「ほら、起きて、兄さん。もう朝だよ」

　身体を揺さぶられる感覚に意識が覚かく醒せいすると、最初に飛び込んできたのは明あ日す香かの顔だった。

　制服にエプロン姿、そして表情は窓から差し込んでくる朝の陽光と同じくらいに爽さわやかな笑顔だ。

　なんか今日は妙に機嫌が良さそうだな。昨日とは真逆。これが女心と秋の空ってやつか？

　なんてことを考えながら、徐々に頭がすっきりしてくると、パチパチと油の跳ねる音、それにパンと卵の焼けるいい匂においに気がつく。

「明日香、朝ご飯つくってくれたんだ」

「まあね。今日はわたしの方が早起きだったし。それより兄さん、大丈夫？　そんな恰かつ好こうで寝てて。身体痛くない？」

　言われてみれば全身だるい気がする。って、

「ああ。僕、そのまま寝ちゃってたんだ」

　僕の身体は布団じゃなくて椅い子すの上にあった。シルヴィさんの楽譜を見たまま寝オチしてしまったらしい。

「ん、んんん～」

　あくびと共に大きく伸びをして、全身の筋肉をほぐしていく。無理な体勢で寝てたから、熟睡は出来なかったみたいだ。まだちょっと眠いや。

「ずいぶんと熱心なのね。シルヴィさんの楽譜読むの」

　明日香がジト目で僕の顔を覗のぞきこんできた。

「だ、だから、それは昨日も説明したとおり──」

「わかってる。ちゃんと理解してますって。兄さんが必要っていえば協力だってしてあげてもいいし」

「マジで？　協力してくれるの？」

「うん」

　明日香に協力してもらえるのは本気で助かるかもしれない。

　仲良くなるにはまずシルヴィさんとゆっくり話をする機会が必要だけど、昨日あれだけ立て続けに失敗しちゃってるからな。

　僕が普通に呼び出したところで、絶対に応じてくれない自信がある。

　だから、明日香にシルヴィさんを上手く連れ出してきてもらうとか、頼みたいことはたくさんあった。

「ま、その代わりと言ったらなんだけど、はい」

　明あ日す香かは僕の方にどっさりと紙束を差し出してきた。

「えっと、なに？」

「わたしの幻創曲レチタテイーヴオの楽譜。もちろん兄さんはちゃんと見てくれるよね？」

「いや、でも僕のパートナーは花か穂ほだし──」

「シルヴィさんの楽譜は見たのに、わたしの楽譜を見ないとか、そんな筋の通らないこと、兄さんは言わないよね？」

　表情は笑顔だけど、目はまったく笑っていなかった。

　って、それもそうだよな。流れとは言えシルヴィさんの楽譜に目を通しているんだから、明日香のだけ断るのも筋が通らないと言えばそのとおりか。

「わかったよ」

　僕が受け取ると、一転、満面の笑顔になる。

　にしても凄すごい量だ。一体何曲あるんだ？

　シルヴィさんのも見ないといけないし、当分の間はずっと譜面と睨にらめっこ生活になりそうだ。

「わからないところがあったら、いつでも聞いてね。なんでも教えるから！」

「じゃあ、さっそくひとつ」

「なに？　なんでも聞いて！」

　期待で目をキラキラさせている明日香に僕はげんなり気味に問う。

「この一番上にある『恋する妹はいつだって兄さんにきゅんきゅんしちゃうの（はーと）』ってタイトルの曲に込められた願望ってなに？」

「んもー、そんなの、タイトルそのままに決まってるじゃない。言わせないでよ、恥ずかしい」

　真っ赤な顔をして僕の肩をばんばん叩たたいてくる明日香。

　いやいやいや、こんなタイトルの曲を作ってる方がよっぽど恥ずかしいから！

　そもそも決まってるって、どんな魔法が発動するかまったく想像もできないし。

　けど、なんかこの魔法が発動してしまうと、僕の身に危険が迫ってしまう様な、嫌な予感はビシビシ感じるぞ。

　うん、この曲は後でこっそり封印しておこう。





　　◇◇◇






　音楽の時間。カンタトリス音楽院の音楽の授業は基本的には自由なので、僕はギターを抱えながら、シルヴィさんの楽譜に目を通していた。

　音符を追いかけながら、軽くギターの弦をつま弾いていく。

　昨日からずっと楽譜を見てるけど、やっぱり綺き麗れいな曲を書くなあ。

　理路整然としていて、淀よどみなく音が連なっていく。ほぼ初見に近い状態でもこれだけ弾けるってことは、演奏する時のことまで考えて作曲されているんだろう。

　無駄のない展開。かと言ってただシンプルなだけではなく、時にはテクニカルな進行をしてたりと、様々な技法を使っている。

　音楽理論を学ぶための教科書になりそうなくらいに、理論的で丁寧な楽曲だ。

　けれども、やっぱり違和感は拭ぬぐえない。なんていうか、面白みがないんだよな、全体的に。

　この几き帳ちよう面めんで理論的な作りは、日常のシルヴィさんのイメージと重なりあうのかもしれない。けど、

「いまいち、ぴんとこないんだよなあ」

「ぴんとこないって何がだ？」

　僕のひとりごとに、隣でギターの練習をしていたマイルズが反応して、楽譜を覗のぞきこんできた。

「ん？　新曲？　新曲か？　ちょっと俺おれにも見せてみろよ」

「自分の練習はしなくていいのかよ？　アーシアに怒られても知らないぞ」

　そう言いながら視線を移すと、燃えるように鮮やかな真紅の髪をした活発そうな女の子が楽しそうに明あ日す香かと談笑している。

　アーシア・エレオノーラ。イタリア出身の歌姫研修生イミテーシヨンでマイルズのパートナーだ。

「いいんだよ。あいつの曲は簡単な上に演奏スタイルがフィーリング重視だからさ。ひとりで譜面通り弾く練習してもあんま意味ないんだよ。それよりも、それ、花か穂ほちゃんの新曲か？　花穂ちゃん真面目だよなあ、バンバン新曲作ってさ──って、ありゃ？　これ、花穂ちゃんの曲じゃないのか？」

「わかるか？」

「当然。これ、ぜんぜん花穂ちゃんっぽくないからな。かと言って明日香ちゃんの曲──ってわけでもなさそうだし。誰だれの曲だ？」

「内緒」

　昨日の明日香のリアクションのこともあるし、あまり誰の曲か言わない方が良いだろう。

　また騒がれても困るし。

「う～ん、当然アーシアのとも違うし。ホント誰の曲だかわかんねーな、これ。曲としては似たようなの聴いたことある気もするんだけど」

　マイルズは譜面を追いながらメロを口ずさんで、首をひねる。

「けど、なんか薄っぺらくないか、この曲。上手いし凝ってるなーとは思うんだけど、色とか匂においがないっつーかさ。ヒット曲を真似て、コンピューターで自動作曲しましたって言われても納得できちゃうみたいな」

　さらに何枚かをペラペラと捲めくりながら、マイルズがそう言う。

　やっぱり僕以外でもそう感じるんだ。普通、楽譜を追っていけばなんとなく誰の曲か分かったりするものだ。

　曲を作っている時の感情、本人の癖、好きな展開にリズム、そして幻創曲レチタテイーヴオの根底となる願望。

　楽譜に込められたそれらの想いはやっぱり伝わってくるし、だからこそ曲を好きになったり嫌いになったりする。演奏に感情を込めることが出来る。

　けど、シルヴィさんの楽曲にはそれがほとんど無いのだ。

　無色透明、無味無臭。綺き麗れいだけど、そこに人間味を感じることが出来ない。

　嫌いにはならないけど、好きにもなれそうにない。

　昨日、花か穂ほの言っていたしっくりこないってのはコレのことか。

　確かに幻創曲としてはしっくりこない。だって幻創曲はもっとも作曲者の色が出るはずの楽曲なのだから。

「あー、他の曲も、ぜんぶ似たような感じのばっかだな。俺おれの趣味にはあわなそうだ」

　マイルズは興味を失ったのか、楽譜から視線を外して、再びギターをジャカジャカ鳴らし始める。

　う～ん、他の奏士トルヴエール研修生の連中もこんな反応になってしまうのだろうか。

　それは歌姫カンタトリスとしてはやっぱりキツイよな。自分の作った曲に興味を持ってもらえないってのは。

　とは言っても、僕もいきなりこの楽譜だけを渡されたら興味を持てないかもしれない。

　そんなことを考えながら、楽譜を捲めくっていくと、最後の一曲のところで指が止まった。

「おっ」

　今までの曲とはまったく印象の違う曲がそこにあった。

　ひと言でいえば稚拙な曲だ。ノリと勢いだけで作られた様な、今までの曲とは真逆の印象を与える曲。

　ジャンルはなんだろう？　よくわかんないや。でも、ほとばしる熱い感情がありありと見える、熱血ソングだった。

　つか、なんでこの曲だけ日本語歌詞なんだろう。下手くそって言うとあれだけど、明らかに書き慣れてない筆跡で、しかも平仮名だけで歌詞が書かれていた。

　って、よくよく見てみると凄すごいなこの歌詞。日本語勉強中に書いたものなのかな？

『いち、にー、さん、しー、ごー、ろく、しっくす！　ごにんのちからをあわせればー』

　ツッコミどころがありすぎるよっ！　いきなりシックスだしっ！　六人目を二回数えちゃってるしっ！　しかも、ごにんのちからをって、六人目はどこにいったんだよっ！

『どんなあくにもたちむかえーるよ。じしん、かみなり、かじ、おやじー！』

　で、一体何と戦っているんだよ、この五人組＋一はさ。多分、覚えたての慣用句を使いたくて仕方なかったんだと思うけど。

　ええと、次は──。

『なにもーおそれないよー。だってわたしのうしろにはー、ささえてくれるなかまがー、いぬだけっ！』

　切ないなそれ！　ってか怖いよ、仲間が犬だけって！　まあ、『いるだけ』の間違いなんだと、信じたい。

　で、最後の歌詞が、

『しんじられーるなかまがー、いるかなっ！』

　力いっぱい疑問形になっちゃったよ！　仲間だった犬さえも信じられないような状況になっちゃってるしさっ！　これも『いるから！』の間違い、だと思いたい。

（いや、でもまあ、なんと言うか……）

　色んな意味でこの歌詞を書いているシルヴィさんはなかなか想像できないな。

　けど、この曲は楽しそうだ。楽譜見てるだけでわくわくしてきて、弾いてみたくなる。

　歌詞も、日本語間違ってるし、字はへなへなだけど、なんか好きなことを書き綴つづってるって感情は見えてくる。

　カラオケとかで一緒に歌いたくなる感じっていうか。

　作曲者が楽しみながら曲を書いたんだろうなって印象がまっすぐに伝わってくるのだ。

「にしてもこれ、本当にシルヴィさんの曲か？」

　譜面を追えば追うほど、そんな感想が出てきてしまう。あまりにも今までの楽曲と印象も技法も完成度も違いすぎるし。

　学院長のミスで他の誰だれかが作った曲が一曲紛れこんじゃったとか？

「…………」

　あの学院長のことだから、ありそうで怖い。

　けど、まあ、なぜだろう？

　僕はこんな風にも思ったのだ。

　この、今のシルヴィさんに最も似つかわしくないこの曲こそ、実は一番シルヴィさんらしい曲なんじゃないかって。

　それは単純に、シルヴィさんがこの曲を歌っているのも見てみたいって僕の願望なだけかもしれないけど。

「よし、今日はこの曲を弾いてみるか」

　この曲を歌うシルヴィさんを想像しながらギターを奏でる。楽しい音楽の時間が過ごせそうだった。





　　◇◇◇






「本当に大丈夫なのか？」

「当然。そのくらいのこと余裕だって」

　休み時間。僕は『シルヴィさんと仲良くなるために、まずはふたりっきりで話をする機会を作るぞ作戦』を実行するために明あ日す香かと打ち合わせをしていた。

　ちなみに作戦内容はそのまんまだ。

　仲良くなるためには一対一で話をするのが手っ取り早い。んだけど、僕が誘ったのでは失敗するのは目に見えているので、僕が待ちかまえているってのは内緒のまま、明あ日す香かにシルヴィさんを呼んできてもらうって寸法だ。

「兄さんは屋上で待っててよ。そこにシルヴィさんが向かうように仕向けるから」

　妙に自信満々に言う明日香。その自信が逆に不安だった。

　なんせ、あのシルヴィさんだ。誘い出すのはなかなかの難問だと思うんだけど、明日香にはとっておきの策でもあるんだろうか。

　そんな思考が思わず表情に出てしまっていたのか、

「わたしに掛かれば人を呼び出すくらいどうってことないんだから」

　どん、と自分で胸を叩たたいて、「わたしに任せておきなさい」と明日香は言った。




　ってことで明日香の言うとおりに屋上で待っていた僕のもとにやってきたのは、不機嫌そうな顔をした明日香だった。

「意味わかんないんだケド」

　僕の目の前に来るなり苛いら立だちを隠さずにそう吐き出す。

「いや、意味がわかんないのは僕の方なんだけどさ。で、シルヴィさんは？」

「こない。絶対に嫌って言われた。わざわざわたしがお話しようって誘ってあげたっていうのに、あのぺったん娘こが！」

　ぺったん娘って、それ、絶対にシルヴィさんの前で言っちゃダメだからね。というか、

「えっと、なんか誘い出すための凄すごい策とかあったんじゃないの？」

「そんなのあるわけないでしょ？　普通にちょっと話があるから付き合ってって言って、途中で、あ、忘れ物しちゃったから先行っててーって言うつもりだったのに」

　ノープランもいいとこだった。

「それで、なんであんなに自信満々だったの？」

「だって、今までわたしの誘いを断る人なんていなかったもん」

　拗すねたように唇を尖とがらせる。

　ああ、なるほどね。生まれた時から人気者だった明日香は、誰だれかを誘って断られるって経験が無かったのか。

　だから、今回も今まで通りやれば簡単にシルヴィさんを誘いだせると思っていた。むしろ、なんで僕が心配していたのか、その意味すらわからなかったのだろう。

　これは明らかに人選のミスだった。そんなまっすぐな誘いに、あのシルヴィさんが素直にのってくるはずないもんな。

「もー、あんな風に断られるなんて思ってなかったから、わたしの繊細なハートは傷つきまくりよ。兄さん、どうしてくれるのよ？」

「え？　僕のせい？」

「そうよ。だって兄さんが手伝ってって言ったんじゃない。兄さんが手伝ってって言わなければ、こんな失敗しなかったもん」

　それが本当にショックだったのか、明あ日す香かの唇はずっと尖とがったままだ。まるで、叱しかられた小さな子どものように。

　失敗、か。別に失敗だなんて思う様なことでもないんだけど。

「……その、兄さん、失望した？　わたしに」

　上目遣いで僕のことを見る明日香。その瞳ひとみには不安の色が浮かんでいた。

　そこで僕はようやく気がついた。明日香は不安だったんだ。

　普段、失敗なんてしない明日香が、僕の期待に応えようとして失敗した。

　それで、僕に失望されたんじゃないかって不安になったのだ。こんな些さ細さいなことだっていうのに。

　いつも自信満々で、才能にあふれる日本の宝石歌姫ビジユカンタトリスだって、そんな風に思うんだな。

　むしろ、失敗に慣れてないからこそ、そう思ってしまうのか。

　僕なんて失敗だらけだから、仕方ない、次はもっと上手くやれるように頑張ろうって切り替えられるんだけど。

　けど、誰だれかに期待され、それに応えられなかった時、相手に失望されたらどうしようって不安な気持ちになるのはすごくよくわかる。だから、

「失望なんてしないよ。明日香は僕の自慢の妹なんだから」

　明日香を安心させるように、頭の上に手を置いてぽんぽんさせた。

「ん、ちょっとくすぐったいよ」

　そう言いながらも、明日香は気持ち良さそうに目を細めた。安心したような笑みが浮かんでいる。

「じゃあ、止めるか？」

「だめ。兄さんは、兄さんのために頑張った妹をねぎらう義務があると思うの。だから、休み時間中はなでなでしてること」

「はいはい」

　そして僕と明日香は兄妹のスキンシップを続けるのだった。

　けどまあ、とりあえず、作戦その１は失敗だ。何か次の作戦を考えないと。明日香はこの手のことにあまり向いてない。

　となると、次に頼るのはやっぱり花か穂ほか。うん、花穂にちょっと話してみるか。





　　◇◇◇






　昼休みの学食。昼食をとる学生たちの喧けん騒そうと、カレーにラーメン、さまざまな食べ物のおいしそうな匂においが充満する中、『シルヴィさんと仲良くなるために、まずはふたりっきりで話をする機会を作るぞ作戦その２』の打ち合わせが行われていた。

　参加者は僕と明あ日す香か、そして花か穂ほだ。

『失敗は当然だと思います。そもそも人選の時点で大失敗です。明日香さんにそんな頭脳を使うような陽動作戦は無理ですから』

『な、なんですってー、このへなぽ娘こーっ！』

　午前中の作戦失敗について花穂に話したところそんな感じのリアクションがあり、

『じゃあ、あんたなら出来るって言うの？』

『当たり前です。私はちゃんと頭を使って作戦を立てますから。明日香さんとは違いますから』

『ふ、ふん。そこまで自信満々に言うならやってみなさいよ！』

　ってことで、三人連れだって学食へとやってきたのだ。

「で、実際どんな感じの作戦なんだ？」

　つなぎに飴色になるまで炒めた玉ねぎと牛脂を使った肉汁たっぷりのハンバーグと、摩り下ろした林檎を隠し味に混ぜたタレがたっぷりと絡んだ豚肉の生姜焼きがセットになった男子生徒に大人気のＡランチを平らげた後、僕は切り出した。

「シルヴィさんの性格からして、直接的に接触しても無理だと思います。それは午前中の明日香さんが証明してくれました。ですから、自発的に目的の場所に行くように仕向ければいいのです」

　ペスカトーレを食べ終え、紙ナフキンで口元を拭ぬぐいながら花穂がそう答える。

「自発的に？」

「はいです。シルヴィさんが興味のある情報をさり気なく提供し、自ら行動を起こすように仕向けます。ってことで、タケルさんは先に図書室へ移動し、待機していてください」

「図書室？　どうして？」

「そこにシルヴィさんの求めるものがあるからです」

　図書室にシルヴィさんの求めるものねえ。いまいちピンとこないけど、音楽理論の本とかかな？　もしくは魔法学関連の書籍とか。うちの図書室はその辺の蔵書が多いことで有名だし。結果を出さないといけないシルヴィさんが本にヒントを求めるってのは有りそうな話だ。

「ふ～ん、図書室ねー？　本当にそんな所にあの子が求めるもんなんてあるの？」

　聞き役に徹していた明日香がアイスコーヒーのストローを口に咥えながら、疑わしそうな視線を花穂に向ける。声もちょっと不機嫌そうだった。

「大丈夫です。私に任せてください。必ずシルヴィさんは図書室に行きますので、タケルさんは大船に乗ったつもりで待っていてください」

　その表情からも、よっぽど自分の作戦に自信があるのがわかる。

「うん、わかった。じゃあ、よろしく頼むよ」

　花穂がそこまで言うのであれば、信じて間違いないだろう。

　ってことで、僕はトレーを返却口に返すと、急ぎ足で図書室へと向かったのだった。





　　◇◇◇






（Asuka's view）




「で、実際にどうするのよ？　シルヴィさんが興味のある情報ってなに？」

　タケルが学食を出て行ったあと、明あ日す香かは不機嫌を隠そうともせずに口にした。

　タケルがあっさりと花か穂ほの作戦を信用したのが気にいらないのだ。午前中に自分が失敗しているだけに。

　失敗すれば良いとまでは思わないけど、成功しなければ良いのにな、くらいには思ってしまう。乙女心は複雑なのだ。

「女性が自発的に行動を起こすほどに興味を惹ひかれるものなんて数限られてます。今回はその中のひとつ、コンプレックスを利用してみたいと思います」

「コンプレックス？」

「はい。この前の体育の時のシルヴィさんをよく思い出してください。シルヴィさんはタケルさんの言動に激怒しました」

「ええ、そうね」

「あの時の会話から、シルヴィさんは自分の幼い身体つき、特に未だ成長の兆きざしを見せないバストに大きなコンプレックスを抱えているのは間違いありません」

「まあ、そうよねー」

　あそこまでまっ平らだったら自分だってコンプレックスになっているだろうし、と明日香は思った。

「そして、私はこの前、偶然発見してしまいました。図書室になぜかバストアップ体操の本が置いてあることを」

「その情報をシルヴィさんに伝えるってわけ？」

「はい。とは言っても直接伝えてもシルヴィさんはムキになって図書室には行かないと思うのです。なので──」

　そう言って、花穂は視線を明日香の後方へと移した。つられるようにして明日香が振り返る。

「あっ」

　明日香の視界の中。学食の隅っこの方に、ひとりでぽつんと食事をとっているシルヴィの背中が見えた。

「もしかして、あんた。シルヴィさんがあそこにいるの、知ってたの？」

「お昼休みに何回か目撃していましたから。あの席はどうやらシルヴィさんの特等席のようになっているみたいです」

　さらっと、何でもないことのように花穂が頷うなずく。

　侮あなどりがたし、山やまの辺べ花か穂ほ。そんな細かな情報をさり気なくチェックしているとは。

　もしかしたら、わたしの不利益な情報も色々とチェックされているんじゃないかしら？

　いや、兄さんをめぐってライバル関係にあるんだ。絶対にチェックされているに違いない。ただのへっぽこだと思っていたけど、これは認識を改めないといけないみたいね。

　明あ日す香かは警戒しながら花穂を見る。

「で、丁度シルヴィさんの後ろの席が空きました。これからあそこに移動しましょう」

「そこでシルヴィさんに聞こえるように噂うわさ話ばなしをしようって言うの？」

「はいです。大げさに言いましょう。本の通りに体操したら、たったひと月でブラのカップサイズが上がったとか。昔はぺったんこだったことに悩んでいたけど、あの本のおかげで、今ではむしろ肩こりに悩むようになりました、みたいな」

　悩んでない人間が聞けばそんなバカみたいな上手い話、あるはずないって思うだろうけど、本気で悩んでいる人間が聞けばそれはまさに天啓のように聞こえるだろう。

　他人の体験談とは、それほどまでに判断を狂わせる可能性があるのだ。

「あんた、のほほんとした顔して、相当黒いわね」

「黒くないですっ！　どちらかと言えばピンク色ですっ！　花穂だけにっ！」

　なにが花穂だけになのかも、どうしてそれで上手いこと言ったみたいなドヤ顔が出来るのかもわからないんだけど。

　作戦自体は確かに効果がありそうだったので、明日香はトレーを持って立ちあがった。

「じゃ、早速移動しましょ」

「はい！」




　そしてふたりの思惑通り、シルヴィは花穂たちの話に耳を傾けた後、急にそわそわしだし、その数分後、慌てたように学食を出ていったのだった。





　　◇◇◇






「う～ん、ほんとに大丈夫かな？」

　花穂は自信満々に言っていたけど、こうしてひとりで待っていると不安な気持ちが徐々に出てきてしまう。

　本当にシルヴィさんはここにやってくるのだろうか？

　なぜに図書室なんだろう？

　そもそも図書室って落ちつかないんだよな。静かな空間っていうのはちょっと苦手だ。

　小さな頃ころから母さんの歌を聞いて育ってきたので、僕の生活の中にはいつでも音楽が溢あふれていた。

　勉強とか読書とか、静かな方が集中できるって人は多いらしいけど、僕は断然、なにかの音があった方が集中できる。

　そっちの方が環境として自然というか、図書室のように意図的に静かにしないといけない空間は逆に気を遣って疲れてしまうのだ。

　特にすることもないので、ぼんやりとそんなことを考えていると、ガラッと扉が開いた。

　中に入ってきたのはシルヴィさんだった。

（おぉ、本当に来たよっ！）

　びっくりすると共に、僕は心の中で花か穂ほに称賛の念を送った。不安に思ってごめんなさい。やっぱり花穂さんはやればできる子でしたね。

　それにしても、僕とは真逆でシルヴィさんは図書室が似合うな。

　ぴん、と背筋をのばして優雅に歩く。いかにも勉強が出来そうな雰囲気だ。

　って観察していても始まらない。せっかく花穂たちがチャンスを作ってくれたのだ。

　頑張って話しかけて、少なくとも昨日のことは謝罪しないと。

（でも、どうやって話しかければいいんだ？）

　普通に正面から話しかけたのではきっと警戒されるだろう。場合によってはそのまま無視されて逃げられてしまうかもしれない。

　むしろ、そっちの可能性の方が大きいような気がする。図書室では静かにしてください、とか言われて。

　さて、どうしたものか。

　僕から話しかけても不自然じゃなく、かつシルヴィさんが逃げ出さない様な状況を作り出さないと。

（まあ、焦っても仕方ないか。昼休みの時間はまだある）

　とりあえず、もう少し様子を見てみるとしますか。

　僕は少しの間、シルヴィさんの後をつけて、タイミングを計ることにした。

　シルヴィさんはきょろきょろと本棚を確認しながら、歩いていく。

「ないな……どこにあるんだろう？」

　どうやらお目当ての本があるみたいだ。

　意識がかなりそっちに取られているみたいで、僕の尾行にはまったく気がついていないようだった。

「絶対に見つけるんだから。あの本さえ見つければ、私だってきっと成長するはず。もう、すぐにでもたゆんたゆんよ。そして、あいつをぎゃふんと言わせてやるんだから」

　よく聞こえなかったけど、なにやらぶつぶつと呟つぶやきながら、本棚をひとつずつチェックしていくシルヴィさん。

　なかなかに大変な作業だ。目当ての本がはっきりしてるなら、図書委員の子とかに聞いてみればいいのに。




　──それからしばらくして、

「あっ、あった！」

　とある本棚の上の方を見て、シルヴィさんが目を輝かせた。

　まるでサイクロン掃除機に吸い込まれるような勢いで目当ての本棚にひっつくと、

「んっ、んん～～～～～っ」

　そして、棚の一番上の段にある本を取ろうと一生懸命に背伸びをはじめた。

「んんん～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ」

　けど、全然身長が足りていなかった。

「ううぅ、届かない……。だったら、えいっ、えいっ」

　今度はその場でジャンプする。ぴょんぴょん跳ねる。

　その姿は、ねこじゃらしで遊ばれている猫のようで妙に可愛かわいらしかった。

　あのクールな雰囲気のシルヴィさんがこんなにも小動物的な愛らしい動きをするとは！

　思わず、このまましばらくの間観察していたい欲求にかられてしまう。

　いやいやいや、さすがにそれは怪しすぎるだろう。

（って、あれ？　もしかしてこれってチャンスなんじゃないか？）

　シルヴィさんは本が取れなくて困っている。

　あの様子からすれば、相当に読みたい本を見つけたのだろう。

　そこで、僕の登場だ。偶然を装って、さり気なくその本を取ってあげる僕。僕の身長なら背伸びすればきっと届くはずだ。

　そうすれば、その後、自然に会話が出来る流れになるんじゃないか？

『シルヴィさんって読書好きなんですか？　普段どんな本読んでます？』

　みたいな感じで、話しかけるきっかけとしてもぜんぜん不自然じゃないし。

　あんなにも読みたがっている本を取ってあげれば、きっと機嫌だって良くなるだろう。

　上手くいけば、昨日のこともすんなり許してくれるかもしれないぞ。

『勘違いしていましたけど、あなたって実は良い人だったんですね』みたいにさ。

　おぉ、昨日からの嫌な流れが一気に変わった気がする！

　今、僕に追い風が吹き始めているのかもしれない！　神風だ神風！

　そんな神風に後押しされるように僕はシルヴィさんへと近づいた。

「そこの本、取ればいいんですよね？」

「えっ？」

　僕が声をかけると、シルヴィさんは悪戯いたずらを見つかった子供の様に目をまん丸にして振り返った。

「な、な、な、なんであなたがこんなところにいるんですかっ！」

「たまたま図書室に用があったんですよ。そしたらシルヴィさんの姿が見えたんで。その本、取りたいんですよね？　ちょっと待ってください。すぐに取りますから」

　昨日と同じような失敗をしないように僕は細心の注意を払って行動する。

　大丈夫。ここまでは完かん璧ぺきだ。どこにも失敗をする要素は見つからない。

「い、いいですいいです！　余計なことしなくていいです！」

「そんな遠慮しなくてもいいですよ」

　ええと、シルヴィさんが読みたがってたのはこの本だよな。タイトルは──

　本を取ろうと背伸びをしたところに、

「や、止めてっ！　余計なことしないで！」

　シルヴィさんが切羽詰まった声をあげる。そして背中を引っ張られた。

「え？」

　丁度背伸びをしていたタイミングだったので、足の踏ん張りが効かない。僕は後方に大きくバランスを崩した。

　スローモーションのように目の前の本棚が遠ざかっていき、視界に天井が映り込んでくる。

「おわっ」

　なんとか踏ん張ろうと身体を反転させたところで、シルヴィさんの顔が目の前にあった。

「きゃっ」

　可愛かわいらしい女の子の声と共に、僕は重力によって床に打ちつけられた。

　いや、正確には床には打ちつけられてない。

「あいたたた……」

　事もあろうに、僕はシルヴィさんの身体の上に倒れ込んでいた。

　ミルクのような甘い香りが鼻孔をくすぐる。

　体勢的にそうなるのはわかるんだけど、なんだ、このラブコメお約束的な展開は！　こんな展開、誰だれも望んでいないのに！

　これでまたシルヴィさんとの関係がこじれてしまうかもしれない。この体勢にシルヴィさん、絶対怒ってると思うし。

　ただ──

　まあ、唯一の救いがあるとすれば、このお約束展開は中途半端だったってことだ。

　ほら、よくあるパターンだと、こうやってくんずほぐれつな状態で女の子と倒れ込んだ場合、偶然女の子の胸に僕の手が載ってしまって「このスケベ！」でビンタされる、までが定番だったりするわけで。

　でも、大丈夫。今回、僕の手はシルヴィさんの胸なんて触っていないのだから。

　ぜんぜん柔らかい感触とかないし、僕の手はちゃんと──、

　あ、あれ？

　お、おかしいな。

　一回瞼まぶたを閉じて、気持ちを落ち着かせる。

　そんなはずは無い。

　うん、そんなはずは絶対に無いんだ。きっとあれだね。転倒した影響で脳がちょっと揺れていて、視覚が少しぶれてただけだよね。

　よし、もう大丈夫だ。

　瞼まぶたを開けてもう一度確認してみる。眦まなじりを決して凝視する。

　ええと僕の手は──




　シルヴィさんの胸部のあたりにしっかりと載っていた。




「え、ええっ？　こ、これが……胸？」

　僕に衝撃が走った。

「っ！」

　僕の言葉でシルヴィさんにも衝撃が走っていた。

　って、僕はなんてことを口走ってしまったんだ！　失言も甚だしい。

「は、ははっ……」

　ああ、乾いた笑いと一緒にシルヴィさんの瞳ひとみからどんどん光が消えていく！

「ち、ち、ち、違うんですよシルヴィさん！　こ、これは！　その！」

「すいませんね、胸ってわからなくて」

　ぼそっと。

　本当にぼそっとシルヴィさんが呟つぶやいた。

　その声はとても小さかったのに、僕には図書室中に響いたかのように聞こえていた。

　冷や汗が止まらない！












　なんで、シルヴィさんとの接触は毎回こうなってしまうのだろうか？

　呪のろわれているのか？

　神か？　僕とシルヴィさんが仲良くなれないように、神が仕組んでいるのか？

　ぐるぐると、頭の中をそんな思考が独こ楽まのように回っている。

「で」

「は、はい？」

「で、あなたはいつまで私の胸、ああすいません間違えました。ついつい私の希望的名称を口にしてしまいました。ええと、胸的な何か──胸骨？　胸骨って言えば満足ですか？　を触ってるんですかね？」

「ご、ごめんなさい！」

　僕は光速でシルヴィさんの上から飛び退いた。

　シルヴィさんは立ちあがると、ぱんぱんとスカートを叩たたいて埃ほこりを落とした後、ぎろりと僕を睨にらむ。

「…………」

　無言で睨む。

　そして、無言のまま立ち去って行った。

　謝罪も言い訳もする間がなかった。出来る空気もなかった。

　そりゃあ、怒るよな。

　いくらびっくりしたからって、あの失言はあんまりにもあんまりだ。

　ちょっと自己嫌悪。また謝罪しないといけないことが増えてしまった。

　にしても、シルヴィさん、なんであんな必死に僕が本を取るのを止めたのだろうか？

　あんな状態で後ろに引っ張られたら、転倒する可能性があることはシルヴィさんにだってわかっていただろうに。

　そこまで、僕に借りを作りたくなかったってこと？

　それはそれで相当にショックだな。

　なんてことを考えながら、僕はシルヴィさんが読みたがっていた本に視線を移した。

「…………」

　ああ、なるほどね。

　僕はすべてを理解した。

　シルヴィさんがどうしてあんなに必死に僕を止めたのか。

　花か穂ほがどうやってシルヴィさんを図書室へと誘いざなったのか。

　全部理解して、脱力した。

　本の背表紙に書かれていたタイトルは、




『これで解決！　必ず大きくなる、悩める女の子のためのバストアップ体操！』




　初手から地雷踏みまくってるじゃんか！

　ものすごい勢いで地雷原を突っ走っていたよ僕は！

　こんな本を僕が目の前で取っちゃった日には、今以上の修羅場がそこに待ちかまえていたよ！

「はぁ……」

　僕はがっくりと肩を落とすことしか出来なかった。





　　◇◇◇






「今日も一日、進展はなしか」

　進展どころか確実に後退をしているわけだけど。それも加速度的に。

　好感度的には昨日が最低だと思っていたけど、そこからさらに下がるイベントが発生するとは想定外すぎる。

　なんとか次の手を考えないとな、と対策を考えながらの下校中──幸運なのか、それとも不運なのか、シルヴィさんを見かけた。

　校門を出たところでひとりで立ち止まっている。

　俯うつむき気味のその姿は、夕焼けの赤とも相まって寂しそうに見えた。

　とは言っても、今、このタイミングで声をかけるのが正解なのかどうか迷いどころだった。どう話しかければいいか、対策案がまったく出てきていない。

　かと言って、これが話しかけるチャンスであることも事実で。

　思考の迷いは動作にも影響を及ぼし、自然とその歩みも遅くなる。

　遅くなるとはいっても止まるわけではないので、徐々にシルヴィさんの姿は大きくなっていく。同じように焦りも大きくなっていく。

　あー、どうしよう。当たって砕けるか。いや、砕けちゃだめなんだけど。

　ぐるぐる、ぐるぐると思考が空回って、

　情けないことに、どうして、あんなところでシルヴィさんは立ち止まっているんだろう、なんて当然考えるべきことすらも僕は考えられないでいた。

　そしてその理由はすぐにわかった。

　シルヴィさんはひとりではなかったのだ。

　さっきの場所からは門柱の陰に隠れていて見えなかったけど、こうして近づいたらはっきり見える。

　シルヴィさんを囲むように、三人の学生──歌姫研修生イミテーシヨンが立っていた。クラスで見たことの無い顔だからきっと二年生なんだと思う。

　三人の顔にはとても嫌な表情が浮かんでいた。

　僕のよく知っている表情。

　あれは人が他人をバカにする時の顔だ。

「あらあら、メアリーさんの出来損ないさんもお帰りですか？　大丈夫ですか？　居残りのお勉強とかしないで」

「このままだと歴代最弱歌姫研修生イミテーシヨンとして、学院に名前を残してしまうことになりますわよ？」

「もう、失礼なこと言わないの。残してしまう、ではなくて、もうすでに残してらっしゃるのだから」

　その声も、セリフの中身も、全部僕の耳まで届いてきた。

　シルヴィさんは言い返すでもなく、無表情のまま俯うつむいている。

　そんな態度が面白くないのか、もしくは何も言い返さないことに調子にのっているのか、さらに辛しん辣らつな言葉を叩たたきつける。

「あーあ、どうして学院に通っているのがメアリーさんじゃないのでしょうね。メアリーさんからなら学ぶことが沢山あったでしょうに」

「あらあら、シルヴィさんからも学べることはたくさんありますわよ。たとえばお姉さんの猿真似の仕方とか」

「ほんとね。猿真似だけはほんとお上手なんですから。そこまでして学院にしがみつくなんて恥ずかしくないのかしら？」

「夢でも見てらっしゃるのではないですか。いつかは私もお姉さんみたいに、なんて。こんな才能の出で涸がらしさん、どうせどこの国も欲しがらないでしょう？」












「ほんとほんと」

　あー、どうしてそういうこと言っちゃうかな？

　まったく。ほんと、まったく。

　イライラした。そんなことを言うあの女子生徒たちにも、何も言い返さないシルヴィさんにも、

　そして、対策案だなんだって余計なことばかり考えていた自分自身にも。

　イライラが募る。

　友達になるのに対策もなにもないだろうに！

　なにを僕は悠長に構えているんだよ！

　僕はシルヴィさんに駆け寄った。

「お待たせしました、シルヴィさん」

「えっ？」

　僕が声をかけると、シルヴィさんを囲んでいた女生徒たちはばつの悪そうな顔をしたあと、何かを呟つぶやいて去っていった。

　人前でまで他人を虐げる覚悟のない連中なのだ。

　他人を見下すことでしか自分の立ち位置を確認できない可哀そうな人たち。

　やっぱり、どこにでも居るんだな、ああいう人たちって。

　そして、シルヴィさんはそんな女生徒たちには何の関心も示さずに、僕のことを睨にらんでいた。

「なんですか？　今度はあなたが私をバカにしに来たんですか？」

「ち、違いますって！」

　思いがけない言葉に思わずたじろぐ。

　これは相当に嫌われているみたいだぞ。仕方ないんだけどさ。

「じゃあ、もしかして助けにきてくれたとか？」

　何の感情も浮かんでいない声音でシルヴィさんは僕にそう訊きいた。

「助けたっていうか、僕が勝手にむかついただけです」

「余計なことしなくてもいいです。あんな人たちに何を言われても、私は何も感じませんから」

　その言葉の通り、気にした風ではなく、無表情のまま淡々と言葉を吐き捨てる。

　けど、そんなことない。

　そんなことはないんだ。

　どんなに強がっていても、他人からあんな風に言われたら心が痛いのは当たり前だ。

　それは、誰だれよりも僕自身が知っていることだから。

「それに全部事実ですし。あの人たちの言うとおり私はメアリー・マルソーの出来損ないです。学校に通うだけ無駄なのかもしれないですね。来武ライブ演習四十敗なんて前代未聞の記録をつくっちゃうような最底辺の歌姫研修生イミテーシヨンですから」

　だから、そんな風に自じ嘲ちよう気味に言うシルヴィさんにも腹がたった。カチンときた。

　たかだか四十敗で何を言ってるんだ！

　そのくらいで出来損ないとか、通うだけ無駄とか言ってるなっての！

「だったら、僕なんて未だに勝ち星ゼロなんですよ！　入学からの連敗記録を更新中なんですからね！」

　僕は叫んだ。

「は？」

　鳩はとが豆鉄砲を喰くらったように目をまん丸にしたシルヴィさんに、さらに言葉をぶつける。

「このままいったらシルヴィさんの敗戦記録なんてあっという間に抜いちゃいますからね！　いつまでも悲劇のヒロインを気取ってることなんて出来ませんよ！」

「え？　え？」

「だから、たったの四十敗くらいで調子に乗るなって言ってるんですよ！　そのくらいで自嘲的になってるなんて、ちゃんちゃらおかしいって話です！」

　まあ、なんとも情けない啖たん呵かではあるけれど。僕らしいっちゃ僕らしい。

　シルヴィさんは茫ぼう然ぜんとした顔で僕の顔を見つめた後、

「ぷっ」

　小さく噴き出してくれた。

「あっ！」

　それだけで嬉うれしくなってしまう。テンションがあがってしまった。

「今、笑いましたよね？　良かった。やっとシルヴィさんが笑ってくれた！」

「わ、笑ってません！」

　顔を真っ赤にして、慌てて否定する。

「いやいや、そんな急に取り繕っても、僕はちゃんと見ましたから！　ぷっ、って笑ったの！」

「目が腐ってるんじゃないですか？　私は笑ってません。単に呆あきれただけです。言いがかりは止めてください」

　軽く頰ほおを膨らませて、ジト目で睨にらんできた。けど、その視線は柔らかくなっているような気がした。

「あんな情けないことを大声で叫ぶ人、はじめて見ました。最低です。たとえ私を励ますつもりで言ったんだとしても、もっと言葉を選ぶべきです」

「あはは、そうですね」

「でも、さっきのは私の失言でした。あなたみたいな最低の人がいるのに、自分が底辺だなんて発言をするのは、あなたにとって失礼でした」

　視線を逸らしながら唇を尖とがらせるシルヴィさん。その仕草は照れてるように見えなくもない。

　なんとなくだけど、これはシルヴィさんなりのお礼のような気がした。そうなら良いなって希望が半分くらい入っているけど。

「そうですよ。シルヴィさんは底辺なんかじゃないです。もちろんメアリーさんの出来損ないなんかでもないです。シルヴィさんはシルヴィさんなんですから」

「え？」

　一瞬、シルヴィさんの目が見開かれる。

「だから、なんていうか、そうやって自分を卑下するのは止めましょうよ。今は負けが続いていたとしても、きっと勝てるようになりますって」

「べ、別にあなたに言われなくたって、本気で自分を卑下したりなんてしてません。そ、それに、まだ一勝もしていないあなたに慰められたくないです！」

　ムキになってぷくっと頰ほおを膨らませるシルヴィさんは妙に可愛かわいく見えた。

　素のシルヴィさんってこんな風に子供っぽく反論するんだ。新しい一面がみえて、僕は嬉うれしくなった。こういう会話のやりとりは楽しい。だから、

「僕もすぐに初勝利をあげますよ。で、すぐにシルヴィさんの勝ち星数を抜きますから。あっという間に逆転です」

　そう言葉にして、にっこりと笑いかけてやった。

「ふ、ふん。私だってこれからいっぱい勝ちますし。あなたなんかに抜かれたりなんてしないです！」

　売り言葉に買い言葉、というよりは単なるじゃれ合いに近いのかもしれない。

　まあ、昨日の今日で、たったこれだけのことで、にこやかに会話をするってのもおかしな話なので、こんなやりとりでも大進展だ。

　九死一生、起死回生。

　このチャンスは最大限にいかさないとな。ってことで、僕はいま閃ひらめいた秘策を提案することにした。

「じゃあ、来週の来武ライブ演習で勝負しましょうよ。現時点でどっちが上か勝負しましょう」

　びしっとシルヴィさんに指先を突き付けてやる。

「うっ。しょ、勝負って、対戦相手を勝手に決められるわけないじゃないですか」

「それが出来るかもしれないですよ」

　なんせ僕は不正が行われていた事実を突き止めてしまったのだから。

　今まで強制的に僕の相手が明あ日す香かに決まっていたのだから、一回くらい僕の方から対戦相手を指名してもバチはあたらないだろう。

　というか、そのくらい飲んでもらわないと割に合わない。

「も、もしかして、なにか不正行為でもするつもりですか？　そんなことは許しませんからね」

「不正行為じゃなくて交渉です。って、あれ？　もしかしてシルヴィさん、僕に負けるのが怖いんですか？　僕との勝負、避けたいんですか？」

「なっ！　そ、そ、そんなわけあるはずないじゃないですか！　ありえないです！　私があなたなんかに負けるはずありませんし」

「だったら正々堂々と勝負しましょうよ」

　にやりと挑発的な笑みを浮かべると、シルヴィさんは唇をぷるぷるさせて、

「わっ、わかりました。やってやるです！　覚悟しておくといいですっ！」

　負けじと僕にずびしっと指先を突き付けてきた。

　段々シルヴィさんの扱い方がわかってきた気がするぞ。

　だったら、もっと仲良くなるために、そこに付け込ませてもらおう。

「ついでにと言ったらなんですけど、賭かけをしましょう。負けた方が勝った方の命令をなんでもひとつ聞くってのはどうです？」

「な、な、なんでもっ！　命令をきくっ!?」

「はい」

「そ、それは流石さすがにどうかと思います。わ、私たちはまだ学生の身なのに、なんでも命令を聞くとか、破廉恥ですっ」

「でも、シルヴィさんは僕なんかに負けないんですよね？」

「あ、当たり前ですっ！　私はただ、あなたが可哀そうだなって思っただけで。先輩としての優しさを見せてあげたのです」

「大丈夫ですよ。覚悟してますから。それに、僕も負けるつもりはないですし」

「だ、だったら負けてから思いっきり後悔するがいいですっ！」

　言ってしまってから、シルヴィさんは盛大に困った顔をしていた。

「じゃあ決定ですね。約束ですからね。僕はちょっと学院長室へ行って交渉してきますので。来週の月曜日が楽しみです」

　それだけ言い残して、僕は学院長室へ行くために再び学校内へと戻る。

「あ、ちょ、ちょっと──」

　僕の背中に焦ったようなシルヴィさんの声がかけられるけど、当然気がつかないフリをした。せっかく事態が大きく進展したんだ。こんな大チャンスを逃してなるものか。

　それにしても、なんでもか。

　う～ん、シルヴィさんに何をして貰もらおうかな？　なんかワクワクしてくるなぁ。

　僕の想像の翼が天てん元げんを突破して自由自在に飛び出しそうだ。




「い、いいもん！　負けないからいいもん！　絶対に後悔させてやるです──っ！」




　茜あかね色いろから藍あい色いろへと色彩を変化させていく空気の中で、そんなシルヴィさんの声が響いた。





　　◇◇◇






「いやっ、止めてっ！　身体は！　私の身体は自由にしていいから、命だけは！　命だけはどうか助けてくださいっ！」

「どうして学院長室に入っただけでそんな扱いを受けているんですか僕は！」

「サービスよ」

　どこをどう解釈したらこれがサービスになるのかまったく理解できないけど、学院長は自信満々にそう言い放った。

　この人のことは本当にわからないなぁ。もう半年近い付き合いになるのに。

「それにしても、最近よく来るわね。そんなに私に会いたいのかしら？」

「シルヴィさんの件ですよ。ちょっと学院長にお願いがありまして」

「んもー、そこは話をあわせて会いたかったから来ましたって言いなさいよ。男子力低いんだから。で、お願いってなに？」

「ええと、実はですね──」

　僕はさっきのシルヴィさんとのやりとりを学院長に話した。学院長はふんふん、と頷うなずいた後に、けだるそうに頰ほお杖づえをつく。

「なるほどね。来武ライブ演習で対決か。なかなか面白いとは思うけど、演習相手の変更、結構面倒なのよね～」

「調整とか大変なんですか？」

　学院長ならその辺、簡単に調整できるんじゃないかなと軽く思っていたけど。

「調整自体はそれほどでもないんだけど。ほら、キミの場合、菅すがっちからの直接のお願いがあるからさ、なんともねー」

　珍しく学院長が歯切れ悪く誤魔化す。

「ほら、世の中、何をするにもお金がかかるじゃない？　当然、学校の運営にも。で、ジャパンマネーの存在は大きいのよね。日本は一番のお得意さんだからさ、首相とは極力仲良くしておきたいわけよ」

　なんか、嫌な話だなあ。

「でも、菅っちは宝石歌姫ビジユカンタトリスの言いなりになってるだけだと思うから、本人が良いって言えばどうにでもなるんじゃない。そうすればこっちとしても何の問題もなくなるし」

「ああ、なるほど」

　つまり、明あ日す香かさえ良いって言えば何の問題もないわけか。明日香は今回の件に協力するって言ってくれてるし大丈夫だろう。

「じゃあ、ちょっと明日香に電話してみますね」

　携帯を取り出すと、電話帳から明日香を選択して通話ボタンを押す。

『はいは～い、愛しの明日香ちゃんです！』

「出るのはやっ！」

　１コールすら鳴っていないうちに明日香は電話に出た。

『え？　だって兄さんからの電話だし。もしかしたら掛かってくるんじゃないかなって思って携帯手に持ってスタンバってたし』

「いやいや、その状況おかしいだろ！」

　なんで掛かってくるかわからない電話に対して、そこまでスタンバってるんだよ。

『で、なに？　わたしになんの用？　デートのお誘い？』

「妹と一緒に出かけることを一般的にはデートと言わない！」

　女子って比較的なんでもデートって言いたがるよな。女の子同士で出かけたり、母親と出かけたりすることもデートって言うし。

「ちょっと明あ日す香かにお願いがあってさ」

『わたしにお願い？　なになに？』

「来週の来武ライブ演習の僕の対戦相手なんだけどさ、シルヴィさんに変更してくれないかなって」

『…………』

　一瞬の沈黙。

「あれ？　もしもし？」

『えーと、ちょっと待って。考えを纏まとめるから。それは、ええと、つまり、今の発言の意味するところは……ようやくわたしのパートナーになる決心がついたってこと？』

「違うから！　どこをどうすればそういう結論になるんだよ？」

『わたしのパートナーになりたいってのを素直に言えないから、遠回しに対戦相手を変更したいと伝えることで意志表示をしたのかと、わたしの妹脳が判断したんだけど？』

　ものすごくポジティブな脳だな、それ。

「そうじゃなくて、単にシルヴィさんと勝負をしたいってだけだよ。さっきその約束をしてさ」

『え？　約束ってシルヴィさんと？　勝負するって？』

「うん」

『やだ』

　即答だった。僕がうんって言ってから０・５秒も経ってないぞ。

「でも、明日香は言ったよね？　今回の件に関しては協力するって」

『そ、それは言ったけど……』

「シルヴィさんと仲良くなるためには必要なことなんだよ」

『う～～～～～～』

　電話の向こう側で明日香が唸る。なんとなくどんな表情をしているか想像出来てしまった。

『……じゃあ、ひとつ条件がある』

　たっぷりと三十秒ほど考えてから、明日香がそう言った。

「条件って？」

『んと、今、「明日香、愛してるよ」って言って』

「なんでだよっ！」

『わたしが言ってほしいから。言ってくれないんだったら、やだ』

　やだって。まったく意味のわからない条件だし。

『なによー、兄さんはわたしのこと愛していないって言うのー』

「そんなことないよ」

　明あ日す香かは僕の大切な妹だ。明日香の為なら大抵のことはしてあげようと思うし、愛してるかって聞かれたら愛してるって答えるだろう。

「けど、ほら、今、この電話、学院長室から掛けてるから、すぐそばに学院長いるし」

　兄妹間の電話で「愛してる」とか言ってるのを聞かれるのはさすがに恥ずかしい。

『だったら尚更いいじゃない。学院長のまえでちゃんと宣言しなさいよ。明日香のこと愛してるーって』

　なんだか楽しそうだな、おい。けど、仕方ないか。恥ずかしいけど、それを言うだけで来週シルヴィさんと対戦できるようになるんだ。

　そう考えれば、少し恥をかくくらい安いものかもしれない。

「はいはい、わかったよ。んじゃ、言うぞ」

『ばっちこーい！』

　こほんと、咳せき払ばらいをしてから、僕は言葉を投げかけた。

「明日香、愛してるよ」

　な、なんだろう。なんか、直接言葉にすると妙に照れくさいって言うか、一気に身体中の血液が上昇してきて顔が熱いぞ。

「ぷっ」

　僕の後ろで学院長が噴き出していた。

　だから嫌だったんだよ。絶対そういうリアクション取られるから！

『えへへ～』

　携帯からは妙に甘ったるい声が漏れてきてるし。

『おっし、ばっちり録音したから、今の着ボイスに設定するね』

　はい？

「って、やめてっ！　お願いだからそれは止や──」

　ツー、ツー、ツー。

「…………」

　あ、あのやろう、即行で切りやがった。

　つか、本当に録音したのか？　着ボイス設定、されちゃうのか？

　例えば満員電車の中で明日香の携帯にメールが届いて、




『明日香、愛してるよ』




　とか。例えば、テスト中のしんとした中に明日香の携帯に着信があって、




『明あ日す香か、愛してるよ』『明日香、愛してるよ』『明日香、愛してるよ』『明日香、愛してるよ』『明日香、愛してるよ』『明日香、愛してるよ』




　明日香が電話に出るか切れるまで響き続ける僕の愛してるコール。

　最悪だ！　地獄だ！

　それだけは！　何としてでも止めさせないと！

「キミも大変そうね～。何がどうなって、あんなセリフが出てきたのか、まったく想像も出来ないんだけどぉ」

　振り返ると、学院長がニタニタ笑っていた。この人にも、しばらくの間、弄いじられ続けるんだろうな。絶好のネタを提供してしまったわけだし。

　がっくりと肩が落ちる。

「お、さっそく菅すがっちからの電話だ。はいはい、もしもし。あ、はい。了解です。はい、わざわざどうも」

　学院長が受話器を置くと、僕の顔を見てウィンクした。

「来週のキミの来武ライブ演習の対戦相手、シルヴィに決定したわ」

　それだけが、せめてもの救いだった。
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（Sylvie's view）




「変なヤツ変なヤツ変なヤツ変なヤツ変なヤツ変なヤツ」

　シルヴィは自室のベッドの上をごろごろ転がりながら、呪じゆ文もんのように繰り返していた。

　胸がもやもやする。

　頭ももやもやしている。

　思考も気分も感情も、そのすべてが霧がかったようにもやもやしていた。

「はぁ……」

　熱いため息がこぼれおちる。

「どうして、あんな変なヤツの為に、私がこんなにもやもやした気分にならないといけないのですっ」

　そんな不満が思わず口をついて出る。

　けど、別にそれが嫌な気分だってわけでもなかった。

　ごろごろ、ごろごろとベッドの上を右に左に転がり続けるシルヴィ。

　そのままうつ伏せになって、今度は足をバタバタさせた。

「う～～～～～～～」

　唸うなり声ごえ。抑えきれない感情が、唸り声となって自然とこぼれてしまう。

　認めたくない。けど、認めるしかない。

「私はあいつのことが気になってるんだ……」

　さっきは思わず余計なことしなくていいなんて言っちゃったけど、助けにきてくれたことが嬉うれしかった。

　姉は姉、私は私と言ってくれたことが嬉しかった。

　そんな風に言ってくれる人、最近は誰だれもいなかったから。

　私のことを、ちゃんと私として見てくれてることが嬉しかったのだ。

　とくん、とくん、と心臓がいつも以上に張り切って全身に血を送りだしている。

　結果、顔が熱くなっていた。きっと、鏡で見たらゆでダコみたいに赤くなっているだろう。

「あ～～～う～～～～」

　枕まくらに顔を埋め、声にならない声を漏らす。

　心が乱されているのが、なんか悔しかった。

　けど、考えてみれば最初に奏でる音を聴いた時から心を乱されていたのかな、とシルヴィは思う。

　どうして体育の時間に真面目にやってくださいなんて注意したのか。

　他の誰かだったらそんなこと注意なんてしなかった。誰がどんな態度で授業を受けようと関係ないし、興味もない。

　けど、あの時は注意しようと思った。違う、話しかけてみようと思ったのだ。

　どうしてそんな風に思ったのか。そんなのは簡単で、ずっと気になっていたから。

　あいつの演奏を聴いた時に、何故だか心が揺さぶられた。

　姫ひめ咲さき明あ日す香かが転入してきて、あいつのプロフィールを知って、ああなるほどなって思った。

　私と一緒なんだって。急に親近感が湧わいた。

　もしかしたら仲良くなれるんじゃないかなって思った。

　私の気持ちを理解してくれるんじゃないかって。

　一緒に演奏とかしたら楽しいんじゃないかって。

　そしたら、今の私でも歌うことを楽しく思えるようになるかもしれない。

　そんな風に思って、だから、精一杯の勇気を出して声をかけてみた。

　緊張でガチガチになっていたから表情も固かったと思うし、声だって低くて怖かったかもしれない。

　それくらいに、私にとっては一大決心をして起こした行動だっていうのに。

「そ、そ、それを、あいつはっ！」

　その時のことを思い出して、怒りがふつふつと沸き起こったシルヴィはベッドの上で手足をバタバタさせた。

「ぺったんことか言って！」

　泣きそうだった。

「それに！　その後の悪行の数々！　あんな辱めを受けたのは初めてです！」

　だから──

　そこでシルヴィの思考は停止した。

「だから、なんだろう？」

　無意識のうちに出てきた、だから、という順節の接続詞の意味を考える。

　辱めを受けたから、私はどうしたいんだろう？

「…………」

　考えるまでもないか。女の子が男の子から辱めを受けたのであれば、責任を取らせるまでだ。

　今まで読んできた漫画でも小説でも必ずそれは決まっていた。お約束というやつだ。だから、私の心をこんなにも乱した責任も取らせないと。

　責任を取らせて──た、例えば私のパートナーにする、とか？

　トクン、と心臓が跳ねた。

　まただ。あいつのことを考えていると、こんな風に心臓が跳ねることが多い。おかしなことに。

　そして、もやもやとわき上がってくる感情をシルヴィは理性的に閉じ込めた。

「パートナーとか、そういうのは単なる一例でしかなくて、私はただ責任を取らせたいだけだし。うん、それだけだし」

　その為には、あいつから提案してきた勝負は絶好のチャンスとも言えた。

　なんたって、負けた方は勝った方の命令を聞かなければいけないのだから。

　自分で言いだしたのだから、それくらいの約束は守るだろう。

　だから、絶対に負けられない──負けたくない。

「よし！　もうちょっと練習しておこっと」

　シルヴィは力強くベッドから跳ね起きた。
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　登校中、頭上に広がる青空と同じくらいに澄み渡っていた僕の心に暗雲が立ち込めたのは、カンタトリス音楽院の昇降口にたどり着いた時だった。

　多分、今までだったら特に気にすることもなくスルーしていた光景だっただろう。けど、僕は関わってしまった。

　だからこそ、その光景はしっかりと僕の視界の中へ飛び込んできたのだ。

　靴箱の前にひとり立ち尽くすシルヴィさん。その手に上履きは持たれていなかった。

　靴箱の中も空だ。そして、悔しそうに真一文字に閉じられた唇。

　途端に、昨日の光景が脳裏に浮かんだ。シルヴィさんを囲んで、嘲りの感情をぶつけていた少女たち。悪意のある表情。

　そこから導き出される答えはひとつだけだ。僕はため息をこぼしていた。

（こんな直接的な行動に出るほどの勇気は持っていないと思ってたんだけどな。僕が介入してしまったせいで彼女たちの行動がエスカレートしてしまったのだろうか）

　だとしたら、昨日、僕のしたことはシルヴィさんにとって余計なことだったのかもしれない。なんてことを考えてしまって、慌ててそれを打ち消した。

　だって、あの状況で何もしないことが正解だなんて僕には思えないから。

　直接的に手を出されなくても、悪意ある言葉をぶつけられれば辛い。心が摩耗してしまう。それはやっぱり許せないことだ。

　短く息を吐いて、気合いを入れ直す。友達（になりたい人）が困っていたら、助けるのは当たり前のことだから。

「シルヴィさん、おはようございます」

　僕が駆け寄って声をかけると、「あっ」と一瞬気まずそうな顔をした後、シルヴィさんは強がるような表情をつくりあげた。

「なんだ、あなたですか。気軽に話しかけないでください」

　こんな状況でもそんな風に切り返せるのはさすがだなと、ちょっと苦笑してしまう。

「なに笑ってるのですか？」

「いや、さすがシルヴィさんだなって思いまして」

「なにがさすがなのかはわかりませんが、なんとなくバカにされている気がして不愉快です」

「馬ば鹿かになんてしてないですよ。僕はシルヴィさんを馬鹿にしたりなんかしませんって」

「今までさんざんバカにしてきて、どの口がそんなことを言うんですか？」

　シルヴィさんが拗すねたように口を尖とがらせる。それは素直なシルヴィさんの感情表現だ。こういう表情を見せてくれるようになったことが嬉うれしいと思う。少しずつかもしれないけど心が近付いている証拠だから。

　って、喜んでばかりもいられないか。シルヴィさんはまだ僕の前では強がっているんだから。もっと心を許してくれるように頑張ろう。

「あの、シルヴィさん。もしかしてなんですけど、上履──」

「余計な詮索はしないでください。特に何もありませんし、あったとしても昨日も言ったとおり、あんな人たちに何をされても何とも思いませんから」

　僕の声を遮って、シルヴィさんは拒絶するような強い声でそう言った。

　ってことは、やっぱり無くなっていたんだ。そして、シルヴィさんもその原因に気づいている。

　ああ、やっぱり嫌だな。特にこういう陰険な行為は。胸のあたりがムカムカしてくる。

　そんな感情が素直に出すぎてしまったのか、僕の顔をみてシルヴィさんが少し戸惑った表情を浮かべた。

「ええと、そんな顔しないでください。正直に言えばさっきまではちょっと嫌な気持ちでしたけど、今は本当に大丈夫ですから。だから、あなたも見なかったことにして気にしないでください」

「でも、上履きなかったら困るんじゃないですか？」

「それは、そうかもしれませんけど、別に上履きくらいなくても大丈夫です」

　気丈に言う。けど、多分、このまま裸足で教室に行ったら、それを理由にさらに馬ば鹿かにされるだろう。どんなやり口で、どんな言葉をぶつけてくるのか。教室でどんな光景が繰り広げられるのか。それが容易に想像できる。だから、やっぱり放ってはおけない。

「女の子が裸足のままでいるのは微妙ですし、だったら僕の上履きを使ってください」

「やです」

　僕が提案すると、シルヴィさんは即答した。

「って、なんで即答なんですか！」

「だ、だって、もし私があなたの上履きを履いているところを誰だれかに指摘でもされたら、私はなんて答えればいいんですかー！」

　両手をぎゅっと握りしめて、照れてるように抗議するシルヴィさん。その様子が妙に可愛かわいく見えて、思わずからかってみたくなってしまった。

「たとえば、恋人と上履きを交換してみましたとか？　恋のおまじない風に」

「こ、こ、恋人っ！　な、何を言ってるんですあなたは！　馬鹿ですかあなたは！」

「冗談ですよ。そんなに取り乱さないでくださいって」

「べ、別に取り乱してなんていません。あなたがあまりにも失礼なことを言うんで憤慨しただけです！」

　今度は腰に手を当てて、ぷくっと頰ほおをふくらませた。本当のシルヴィさんはこんなにも感情が豊かなんだ。ころころと表情が変わる様はやっぱり可愛いと思う。

「ま、憤慨しててもいいですから、良かったら使ってください。裸足のままだと怪我しちゃうかもしれませんし」

「それはあなたも一緒ですっ！」

「僕は男だから大丈夫なんですよ」

　そう言って無理矢理にシルヴィさんに上履きを渡すと、僕は踵きびすを返して自分の教室へと向かう。

「ちょ、ちょっと待ってください！　困ります！」

　シルヴィさんの声は当然聞こえないふりをする。シルヴィさんは強引な押しに弱いのだ。

「誰かに訊きかれたら本当に、こ、恋人と交換したって言っちゃいますからね！」

　僕の背中に向かってそんなことを叫ぶシルヴィさんの表情がなんとなく想像できて、僕の頰は自然と緩んでいたのだった。
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　とりあえずシルヴィさんの上履きを見つけないと、ってことで僕は休み時間のたびに学校敷地内を探して回った。

　靴を隠した本人がいつまでもその証拠品を手元に置いておくとは思えないし、となれば隠し場所なんてある程度限られているはずだ。きっとその場での思いつきでやったことだろうし。

　だから、比較的簡単に見つかるだろうという僕の浅い考えはあっさりと覆された。

　結局、午後になっても僕はシルヴィさんの上履きを見つけ出すことが出来なかったのだ。

「……う～ん、ここにも無いか」

　昇降口近くの植え込みを一通り調べ終えて、僕はため息をついた。これで一通り思いつく隠せそうな場所は全部探し終わったはずだ。

　僕の上履きを返しに来ていないってことは、まだシルヴィさんの元にも戻っていないだろう。

　となると、危険を冒してまで自分のカバンの中に隠してあるとか？　そうなると、さすがに手の出しようがない。

「いや、もしかして……」

　一瞬、脳裏に嫌な想像が浮かんで、それを頭かぶりを振ふって追い出そうとする。

「さすがに、それは無いだろう。そこまでは、さすがにねえ……」

　そう口に出してみても、一度浮かんでしまった考えは簡単には消えなかった。考えてみれば、そこは一番ありそうな場所だ。

　ただ、そうであってほしくないという気持ちが今までそれに気づかせなかっただけで。

「……一応、調べてみたほうが良いかな」

　僕はシルヴィさんの上履きが無いことを祈りながら、そこへと向かった。

　グラウンドの片隅に置かれたステンレス製のごみ収集庫。時間的に業者が回収に来る前だから、今日中に入れたものはまだ残っているはずだ。

　逆に言えば、業者が回収に来た時点でそれはゴミとして処分されてしまうってことで。

「さすがにあってくれるなよ」

　意を決して扉を開ける──と、そこには一組の上履きが置かれていた。その瞬間、頭が真っ白になった。

　やっぱりかって思いと、どうしてだよっていう思い。

　これはいくらなんでもダメだろう？　ここまでするってことは最初から返すつもりなんてさらさら無かったってことだ。魔が差してのいたずらのレベルを超えてしまっている。

　僕は怒りで震える手で上履きを拾い上げる。上履きにはマジックでＳ．Ｍ．とイニシャルが書かれていた。

「…………」

　言葉が出ずに、ただ怒りと悲しい気持ちがこみ上げてくる。ったく、本当にもう、どうしてこんなことをしちゃうかな！

　色んな感情が渦巻いて叫びたい衝動にかられる。けど、こんなことをされて一番傷ついているのは僕ではなくシルヴィさんだ。

　今、僕がやらないといけないことはシルヴィさんを守ること。だから、これからの行動をどうするべきかを考えないと。意識的に気持ちを落ち着けて、思考をクリアにする。

　何はともあれ、まずは上履きをシルヴィさんに返さないと。そっから先は、相手の出方次第ってところか。




　ってことで、僕はシルヴィさんの教室に向かうと、入り口からシルヴィさんに手招きした。シルヴィさんは僕を見つけるとわざとらしく迷惑そうな表情を作った後、教室から出てくる。

　そのままふたりで廊下を歩いて、人ひと気けの無い階段の踊り場で僕は足を止めた。

「で、なんの用です？　わざわざ呼び出して」

「これ。シルヴィさんの上履きですよね？」

「え？」

　僕は手に持った上履きを差し出すと、シルヴィさんは驚いたように目を見開いた。

「……これ」

「その、さっき校庭を散歩してたら、たまたま見つけたんです。いやー、偶然ってあるんですね」

「…………」

　疑わしそうな視線を向けてくるシルヴィさん。噓うそだってバレバレもいいとこだ。

　けど、わざわざ探したなんて言うのも照れくさいし、シルヴィさんの性格を考えるに、そんなこと言ったら、余計なことしないでくださいと言い返されるだけだ。

　だから、まあ、こんなやり取りがきっと正解なはずで、シルヴィさんもちょっとわざとらしく、

「これでやっと、この無理やり押し付けられた恥ずかしい上履きを返すことが出来ます。だから、その偶然に感謝します」

　そっぽを向きながら言った。よし、これでひとつめのミッションはコンプリートだと思った瞬間、不意打ちだった。

「偶然さんに対してですけど、その、ありがとうございました」

　照れくさそうに、とても小さな声で、でも僕の目をしっかりと見ながらシルヴィさんがそう付け加えたのだ。

　その言葉が聞けただけで、嬉うれしくなってしまって軽く舞い上がりそうになってしまった。さっきまでのもやもやした怒りも吹き飛んでいた。

　けど、今回の件をこのまま放置しておいたのでは、この後もきっと似たようなことが続いてしまうだろう。だから、

「えーと、あとこれは僕の独り言です」

　僕は言葉を続けた。

「シルヴィさんは確かに歌姫カンタトリスとしての能力は低いかもしれません」

「は、はあっ？　い、いきなり何を言うんですか、あなたはっ！　せ、せっかく私が少しだけ見直してあげてもいいかなって思った矢先に──」

　頰ほおを紅潮させて、眉まゆを吊つり上げるシルヴィさんを手で制する。

　この言葉はシルヴィさんへ向けたものじゃない。シルヴィさんの教室からずっと僕たちの後をつけてきた気配。

　今も壁の向こう側で聞き耳を立てている誰だれかに向かって僕は言葉を続ける。

「けど、誰かを自分よりも下にみて、踏みつけて、蔑んで、それで自分の立ち位置を確認して安心してるようなヤツは、人として最低だと思ってます」

　自分が安心するために、自分が優越感に浸るために他人を傷つけるなんて、人として間違っている。

「今回のことに関して、これ以上僕からどうこうするつもりはありません。でも、もし今後もこんなことが続くようでしたら、僕は絶対にそれを許しません」

　背筋をぴんと伸ばして、はっきりとそう宣言する。

「どんなことをしてでも僕はシルヴィさんのことを守りますよ。その覚悟だけはしておいてくださいね！」

　これが僕なりの宣戦布告だ。

　それからしばらくして、壁の向こうで聞き耳を立てていた誰かの気配は廊下の向こうへと消えていった。

　相手がこれでどう動いてくるかはわからないけど、多少なりとも抑止力が働いてはくれるはずだ。

　これで完全に止まってくれるのが一番いいんだけど。

　そんなことを考えながら視線を動かすと、なぜか顔を真っ赤にしてうつむきながらモジモジしているシルヴィさんの姿がそこにあった。






３章　─絶対零度と信じられる仲間─









　それから、あっという間に一週間が経ち、迎えた翌週の月曜日。

　シルヴィさんとの対決の日。

「今日は絶対に勝ちましょうね！　というか負ける気がしません！　今なら明あ日す香かさんにだって勝てるような気がします！」

　朝の通学路を歩きながら、花か穂ほは妙に気合いが入っていた。

「はいはい、気合いひとつで、そんな簡単にわたしに勝てるわけないじゃん」

「それはそうかもしれませんけど、そのくらいに気合いが入ってるってことです！」

　普段はたれ気味の眉まゆをきりりとさせて、花穂が拳こぶしを握りしめる。

「花穂はなんでそんなに気合いが入ってるんだ？」

　やる気になってくれているのは嬉うれしいけど。

「って、それもそうか。初勝利が掛かってるんだもんな。そりゃあ気合いも入るか」

　シルヴィさん相手の勝負であれば、明日香を相手にするよりも勝てる可能性は何倍も高いはずだから。歌姫カンタトリスとしての来武ライブ初勝利。それは花穂にしてみたら喉のどから手が出るほどに欲しいものだろう。

「いえ、それに関しては別に。勝つのは目標ですけど、一番の目標は明日香さんに勝つことですので」

「え？　そうなんだ？」

「はい。もちろん普通に来武で勝ちたいって気持ちもありますけど」

「じゃあ、今日のその気合いの意味は？」

「今日の演習で勝った方が負けた方を好きに出来ると聞きました」

　それがもっとも重要だと言わんばかりの迫力だった。

「うん、そういう約束をしてるけど」

　むしろ、シルヴィさんともっと仲良くなろう計画のためにその約束は絶対条件だ。

「だから、絶対にシルヴィさんを勝たせるわけにはいかないのです！」

「なぜに？」

「だってシルヴィさんが勝ったら、絶対にタケルさんに性的な悪戯いたずらをするに決まってます！」

　いやいやいや、決まってますって。

　シルヴィさんに限ってそんなことはまずないよ。花穂じゃあるまいし。

「今、なにか失礼なことを考えませんでした？」

「か、考えてないよ」

「ん～、そうですか？　なにやらタケルさんから不穏な空気を感じたのですが」

　こういう時だけ妙に鋭いよね、花か穂ほって。

「明あ日す香かさんだって今日の試合、負けられないって思いますよね？」

「う～ん、わたしは兄さんたちが負けてくれた方が嬉うれしいケド？」

「どうしてですかー！　そんなに私たちが初勝利をあげるのが嫌ですかー」

「うん」

　うんって、そんなにっこりと。

「だって、ほら。いつまで経っても勝てなかったら、さすがの兄さんもこのへなぽ娘こに愛想を尽かして、わたしのパートナーになるって言いだすかもしれないし」

「ありません！　タケルさんが私に愛想を尽かすなんてこと、ありませんから！　それに今、新しい幻創曲レチタテイーヴオの作曲してますし！　これが完成したらさすがの明日香さんと言えどもびっくりすること間違いなしですから！」

　胸を張って自慢げに言う。おぉ、花穂の新曲か。それは完成が楽しみだ。

「いくら新曲を創ったところで実力の違いってものを教えてあげるだけだケド？」

　花穂の言葉を真正面から受け止めて挑発する明日香。ふたりの視線の間に火花が散る。

　まったく、このふたりは事あるごとにいがみ合うんだからな。

「まー、けど、そっちの理由は比較的どうでもよくて、わたしが一番懸念してるのは逆のパターンよ。兄さんがシルヴィさんを好き勝手できるって状況になった方がまずいかなって。シルヴィさんに対して、『その関東平野を想像させるような大草原を、僕が揉もみしだいてなだらかな丘陵くらいにはしてあげるよ。なだらか以上は無理だけど』とか言ってセクハラする可能性も否定できないわけだし」

「しないよそんなことっ！」

　どんだけ信用がないんだよ僕は！　あと、やっぱり明日香はシルヴィさんに対する悪意がありすぎだ！

「た、確かに！」

「確かにじゃねーよ！」

　毎回思うけど、このふたりは一体僕をどんな人間だと思ってるんだよ。

　本当に奏士トルヴエールとして信頼されているのかと少し心配になってしまう。

「タケルさん、どうしましょうっ!?　私、勝てば良いんだか、負ければ良いんだかわからなくなってきてしまいましたっ！」

「いや、普通に勝てばいいんだから！」

　なんでそんなに取り乱すかな！　まったく、締まらないなあ。

　そんな感じで、ある意味、僕にとって運命的な一日は幕を開けたのだった。





　　◇◇◇






　昼食を食べ終わり、少し眠気の襲ってきそうな午後のひと時。

　つまり来武ライブ演習の手前の時間。僕は軽くウォーミングアップでもしようと、少し早めに来武演習の会場であるカンタトリス音楽院野外演習場へと赴おもむいた。

「どう？　調子の方は」

　と、先に会場入りしていた学院長が声をかけてくる。

　珍しいな、学院長がこんな早くから顔を出すなんて。

「まあ、悪くないと思いますよ。花か穂ほとの連携もどんどん良くなってるって実感がありますし、相手が明あ日す香かでなければ少なくともいい勝負は出来ると思います」

「へー、結構自信がありそうな感じね」

「そもそも花穂は優秀な子ですから」

　本来であれば、こんなに敗戦を重ねるような歌姫研修生イミテーシヨンではないはずだ。

「そうね。私のつけてる歌姫カンタトリススペックデータ表でも、山やまの辺べの評価は、今年の一年の中では上位に入る数値が付いているわ。それでも姫ひめ咲さき明日香に比べたら可哀そうなくらいに低い数値だけど」

「あれはそもそも歌姫研修生じゃないですから！」

　子供の喧けん嘩かに親どころか国がしゃしゃり出てくるようなもんだ。

　でも、一体どんな評価がされているのか、ちょっと見てみたいな。シルヴィさんのは見たけど、明日香とか花穂とか、他の歌姫たちのスペックデータも。

　なんていうか、三国志ゲームの武将データを見てニヤニヤするような感覚だ。後で機会があったら見せてもらおう。

「ま、それは良いとして、私が調子はどうって聞いたのはそっちじゃないんだけどね」

「と言いますと？」

「シルヴィの方よ。進展はどんな感じ？」

「悪くはないと思いますよ。でも、すべては今日次第って感じですかね」

　上履き事件の後も、何回か廊下とかですれ違う機会があったけど、こちらから話しかけない限りは会話に発展することはなかった。

　かと言って、シルヴィさんが僕を無視してるかといえばそんなこともなく、すれ違う度に「あなたには絶対負けませんから。覚悟しておいてください」と熱い視線をぶつけてくるのだ。

　避けるのではなく意識してくれる。それは孤独では無いってことだ。ついでに言えばやる気に満ちているとも言える。

　だから、今日の対戦は純粋に楽しみだった。

「頼んだわよ。シルヴィが安定するかどうかはキミにかかっているんだから。出来るだけ早く任務を遂行してちょうだい」

「はい、頑張りますよ」

　そのためには、なんとしてでも今日の対戦に勝たないと。

「あー、あと、任務とか言わないでください。僕は学院長に言われたからじゃなくて、純粋にシルヴィさんと仲良くなりたいって思ってるんですから」

　誰だれかに頼まれたから仲良くする、なんてことで本当に仲良くなんてなれるはずない。

　特にシルヴィさんはその辺に敏感になってると思うから。

「あ、うん、そうね。やっぱりキミに頼んで正解だったみたいね」

　学院長はにっこりと笑って僕の頭を撫なでてきた。





　　◇◇◇






（Sylvie's view）




「今日の演習、絶対に勝ってやるですっ！」

　気合いの入った表情を浮かべ、シルヴィは来武ライブ演習会場へと向かっていた。

　こんな風にやる気に満ちているのはカンタトリス音楽院に入学して以来はじめてかもしれない。

　いつものような、今度こそは結果を出さないと、という焦りとは違う前向きな緊張感。

　思い返してみれば、この一週間は充実していたように思える。打倒神かん凪なぎタケルを掲げ、今まで以上に歌の練習に精を出した。

　特定のパートナーを決めないフリーでやっている奏士トルヴエール研修生の中で、一番演奏技術の高いクラスメイトに頭を下げてパートナーになってくださいと頼んだ。

　私が頭を下げたのがよほど珍しかったのか、クラスメイトは不精不精ではあったけど、引き受けてくれた。

　今できる万全は尽くしたと思う。だから、負けるわけにはいかない。

　ぎゅっと力強く拳こぶしを握りしめる。

　気がつくと心臓が高鳴っていた。

　そしてシルヴィは気がついた──ああ、私は今日の演習が楽しみなんだと。

　だから、授業開始時間よりも早く、会場に来てしまったんだと。

　カンタトリス野外演習場は中央に直径二十メートルほどのステージがあり、周囲を囲うようにスタンド席が設置されたちょっとしたイベント施設だ。

　音楽院の来武演習の他にも様々なイベントが行われている。

　そのステージ上に、神凪タケルの姿を見つけた途端、シルヴィの心拍数があがった。

「あ、あいつも、もう来てるんだ」

　もしかして、あいつも私との来武演習が楽しみで早く来ちゃったとか？

　そんなことを考えて、頰ほおがちょっと緩んでしまう。

　今までしてきた無礼な行為の数々は許せないけど、それも好意から思わずしてしまった行為だと思えば、少しは許してもいいかなって気にもなってくる。

　──ほら、聞いたことあるし。男の子は好きな子に意地悪してしまう生き物だって。

「って、違う違う」

　そんなことはどうでもいいことだし。あいつが私に好意を持ってるとか、私には全然関係の無いことだし。

　そんなこと期待なんてしてないし。

　だから澄ました顔して言ってあげないと。

「あなたは私には勝てませんから。そして無様に私の命令をきくことになるんです」と。

　嚙かまないように、この一週間で何回も練習したそのセリフを頭の中で繰り返しながらステージに近づいたシルヴィの耳に──タケルと学院長の会話が届いた。

『シルヴィの方よ。進展はどんな感じ？』

『悪くはないと思いますよ。でも、すべては今日次第って感じですかね』

（──え？）

　一瞬、耳に入ってきた言葉を理解できなかった。

　何を言っているんだろう、あのふたりは？

　ただ、自然と足は後ずさっていた。

『頼んだわよ。シルヴィが安定するかどうかはキミにかかっているんだから。出来るだけ早く任務を遂行してちょうだい』

　聞いてはいけない会話のような気がする。

　けど、ふたりの会話はまるでアンプリファイアで増幅されたかのように、はっきりとシルヴィの耳へと届いてくる。

『はい、頑張りますよ』

　頭から冷水を掛けられたように、一気にシルヴィの感情が冷めていく。

　バカみたいな妄想からも覚めていく。

（出来るだけ早く任務を遂行してちょうだい）（はい、頑張りますよ）

　そのセリフが、リバーブのエフェクトを掛けられたような残響をもって、頭の中でぐるぐるとループしている。

　他の音は何も聞こえなかった。

「あはは……」

　乾いた笑いが自然とこぼれおちた。

　そして、逃げ出すようにシルヴィは会場から離れた。

「あはは、ばかみたい。ほんと、ばかみたい」

　そんなこと、わかっていたことだ。

　誰だれも、本気で私になんて興味を持つわけないじゃない。

　あいつも、神かん凪なぎタケルも私に興味があったわけじゃない。

　単に学院長に依頼されたから、私に近づいてきただけ。

　ただの任務。その内容がなんなのかはわからないけど、任務という言葉がシルヴィの心を深く抉えぐった。

　──バカにされてたところを助けに来たのも、シルヴィさんはシルヴィさんです、なんて言ったのも、上履きを見つけてくれたのだって全部そう。ただの義務感からやっただけ。情けをかけられただけ。

　それなのに、私ったら浮かれちゃって。

　何回も私に接触してきたから。

　あっちから話しかけてきたから。

　私のこと、気にしてくれたから。

　まるで友達のように。

　でも、実際はただの任務。

　当たり前じゃない。フランスにいるときだってみんなそうだったんだから。

（本当は仲良くなんてしたくないんだけど、メアリーさんに頼まれちゃったらね）

（まあ、たまにシルヴィの相手をするだけで、メアリーさんに仲良くしてもらえるなら安いものじゃない？）

（それもそうね）

　そんな会話を何回も聞いて、誰だれも本心から私に興味を持ってくれないなんてことはわかっていた。

　そうわかっていながらも、ちょっとだけ心を許してしまっていた。

「ほんと、ばかみたい」

　全身を流れる血が凍りついていくような錯覚を覚えた。

　冷める。

　冷めると言うか冷やされる。凍結する。

　感情が。

　心が。

　希望が。

　元通りに冷凍されていく。

　それでも持て余す感情があった。

　ちくりと心を突き刺している痛み。

　一度意識してしまうと、ジクジクと膿うんでいくように広がっていく。

　わかっていたとしても、

　結局のところこうなるって、わかっていたとしても、

　今回はその痛みまで完全に消し去ることは出来なかった。

　無意識のうちにシルヴィは自分の心臓を──心を押さえていた。

　唇が歪ゆがむ。

　消し去れない痛みは、抱いてしまった希望の転化。

　だから、その痛みを憎悪へと転化させる。

　そうするしか、なかったのだ。

　そうやって感情のベクトルを明確化してあげないと、自分自身でも制御できなくなってしまうから。

　憎悪は一番扱いやすい感情だから。

　一番慣れ親しんできた感情だから。

「ばかにして、ばかにして、ばかにして」

　わかり合えるかもしれないって思ったのに。

　自分と同じような境遇にいるこの人なら、わかり合えるかもしれないって。

『シルヴィさんも今まで大変だったんだね。でも、もう大丈夫。僕が側にいてあげるから。シルヴィさんの気持ち、僕ならよくわかるから』

　それは心の奥底で望んでいた繫つながり。

『シルヴィさんの能力に気がつかないなんて、みんなバカだよね。僕がシルヴィさんの本当の力を引き出してあげるよ。僕と一緒に演奏しようよ』

　それは心の奥底で望んでいた願い。

『僕とシルヴィさんだったら、メアリー・マルソーなんて簡単に倒せるよ。メアリーを倒して、ふたりでフランスの宝石歌姫ビジユカンタトリスになろうよ。今まで僕たちをバカにしてきた連中を見返してやるんだ』

　それは心の奥底で望んでいた未来。

「ばかにしてばかにしてばかにしてばかにしてばかにしてばかにしてばかにしてばかにしてばかにしてばかにして」

　どうせ私の思い通りにならないんだったら──。

　そこでシルヴィは気付いた。タケルと交わした約束に。

　なんだ、別に思い通りにならないってわけでも無いじゃない。

　今日の対戦、勝った方が負けた方に命令できるんだから。

　勝てば、あいつを私のいいなりに出来る。

　そう考えて、シルヴィの気持ちは幾分楽になった。

　まだ、可能性は残されているのだから。

「……負けられない」

　今日の勝負は絶対に負けられない。

　何が何でも、今日の勝負は勝たないといけない。そして、手に入れるんだ。

　やっと見つけた、本当のパートナーを。




　──気がつくと、シルヴィはステージの上に立っていた。

　ところどころ記憶が欠落しているような気がする。けど、そんなことはどうでも良かった。ただ今日の勝負に勝つ。それだけだ。

「シルヴィさん、いい勝負をしましょう。もちろん負ける気は無いですけど」

　タケルは柔らかな笑みを浮かべながら、右手を差し出してきた。

　ふん、その笑顔もどうせ偽物のくせに。

　学院長に頼まれたから、私に話しかけてるだけの噓うその興味なくせに。

　シルヴィは胃の辺りがしくしくと痛むのを感じていた。

　けど気にしない。すぐに痛みは無くなるから。

　全部、すぐに本当にしてあげる。本当の笑顔、本当の興味にしてあげる。

　私が勝てばいいだけなんだから。

　無表情のままタケルと握手を交わすと、シルヴィは来武ライブ開始の立ち位置へと移動した。

　ちらっと対角線上に立つタケルたちに視線を向かわせると、そこには唇をあわせて調律チユーニングをするふたりの姿があった。

　一瞬、心がささくれ立つ。けど、そんな感情もすぐに抑えこみ、シルヴィは自分のパートナーへと手の甲を差し出した。

　パートナーのクラスメイトは挨あい拶さつをするように軽く手の甲に口づけた。

　これで十分だ。どこで調律をしたところで、どうせ深く繫つながることなんて出来ない。そこまでの信頼関係なんてないんだから。

　そもそも名前は、なんだっけ？　覚えてもいない。けど、それもどうでもよかった。

　セットリストはすでに決めてあるのだから。

　一曲目、『スノー・ストーム』。

　大好きなサーカスの演目と、姉の楽曲を参考にして創ったお気に入りのひとつ。

　歌いあげるのは難しいけど、自分の持っている幻創曲レチタテイーヴオの中では魔法の発現率も、威力も各段に高い。

『それでは、来武演習、開始っ！』

　審判を務める教員のコールが響いて、パートナーのキーボードに内蔵されたスピーカーからもの悲しげなイントロが流れ出すのをシルヴィは聞いた。

　それにあわせて、シルヴィもヴァイオリンの弦を震わせて音を重ねていく。

　奏士トルヴエールの使用する楽器にはギター型やドラム型、はたまたキーボード型やフルート型などさまざまなタイプがある。

　幻創曲は譜面によって当然弾きやすい楽器、弾きづらい楽器があり、それは相性として魔法の完成度に影響してくる。

　楽器と譜面の相性は、歌姫カンタトリスと奏士の相性に比べれば微々たるものではあるけれど、シルヴィのように相性の良い奏士がいない場合、セットリストの相性にあわせた奏士を選ぶことが多い。

　少しでも勝てる可能性を高めるためにシルヴィは『スノー・ストーム』に最も適したキーボードタイプの奏士をパートナーに選んだのだ。

　そして、歌姫と奏士の演奏スタイルにもいくつかパターンがある。

　オーソドックスなのは歌い手である歌姫と演奏者である奏士による合奏アンサンブルだが、他にも有名なところでは明あ日す香かの独ソ奏ロ。

　そしてシルヴィの演奏スタイルも他とは少し違っていた。奏士トルヴエールと共に歌姫カンタトリス自らも楽器を演奏する二重奏デユオ。

　もともとはシルヴィの姉であるメアリーが確立した演奏スタイルだ。

　歌姫の奏でる音色は奏士の奏でるそれとは違い、直接的に魔法の威力を高めることはない。

　しかし、演奏しながら歌うことで、より深く曲をイメージすることが出来るようになる歌姫も少なくないということで、徐々に広まり始めた演奏形式だ。

　キーボードから流れ出るのは高音域を中心としたアルペジオ。

　始まりは単調な音の連なり。それが徐々に幾重にも重なり、独特のリズムと揺らぎを創りだしていく。

　音が水面を叩たたき、広がる波紋が重なり合う様なイメージ。波紋と波紋が衝突しあい、そこを起点に新しい波紋を創る。幾重にも幾重にも。

　そんな揺らぎに身を任せながら、シルヴィは弓を引きヴァイオリンの音色を響かせながら、瞳ひとみを閉じて歌い始めた。

　──想像する。

　──創造する。

　魔法は空想世界の構築だ。

　イメージするのは凍てつくような極寒の世界。

　地表に広がるのはどこまでも続く白銀の雪原。

　そして、止めどなく降りしきる雪。

　吹き荒れる突風は地表に降り積もった雪すらも巻き上げ、世界を真っ白に染め上げる。

　肌に感じるのは突き刺すような冷気だ。

　その冷気は皮膚を凍らせ、血を凍らせ、あらゆるモノの温度を奪っていく。

　凍りついた皮膚を切り裂く風の刃。鋭く、冷たく、渦を巻く。

　残酷なまでの白の世界。

　全てを無にする零の世界。

　シルヴィは高らかに歌い上げ、その空想を現実へと展開コンパイルする。

「──Ｓｎｏｗ　Ｓｔｏｒｍ！」

　声を張り上げると共に瞳をあける。

　冷徹な瞳がタケルを捉とらえる。

　これで魔法は完成し、猛り狂う『氷雪の暴風スノー・ストーム』が山やまの辺べ花か穂ほ、神かん凪なぎタケルに襲いかかる。

　──はずだった。

「えっ？」

　驚きの声をあげるシルヴィの視界の先には、演奏前と変わらない風景が存在していた。

　柔らかな午後の日差しの下、ギターを奏でるタケルとその音に身を委ね歌いあげる花穂。

　雪も氷も存在しなければ、微風すら吹いていない。

「な、なんで!?　なんで発動しないの！」

　シルヴィの表情に焦りが浮かんだ。

　ちゃんとイメージ出来た。失敗だってしてない。手ごたえはあったのだ。

　なのに、なんで？　どうして？

「魔法、使わないと……魔法が使えなくなっちゃったら、私……」

　無意識のうちに膝ひざががくがくと震えていた。

　恐怖。今まで感じるどころか、想像することすら出来なかった恐怖がシルヴィに圧し掛かっていた。

「う、歌わないと。私、今度こそちゃんと歌わないと」

　ちゃんと歌って、魔法を発動させないと！

「も、もう一度、最初からお願いしますっ！」

　パートナーにそう声をかけて、意識を集中させる。

　──もう一回やれば、絶対に大丈夫。そうシルヴィは自分に言い聞かせる。

　けど、いつまで経ってもキーボードによるイントロが聞こえてこなかった。

「な、なんで弾いてくれないんですか！　もう一回、最初からです！」

　シルヴィは焦れたようにパートナーに叫んだ。けど、そんなシルヴィを見返す奏士トルヴエール研修生の表情は、シルヴィ以上に冷たい。

「だってさ。どうせ発動しないんだろ？　だったら演奏したって無駄じゃん？」

　冷めた声。

　醒さめた声。

「そ、そんな……こ、今度は大丈夫ですから。ちゃんとやりますから」

　すがるように言うシルヴィに、奏士研修生はにべもなく返す。

「いや、もういいよ。あんたと演奏してても面白くないし、どうせまともな魔法も使えないんだしさ。今日も負けでいいじゃん。今さらひとつ負けが増えたところでなんでもないでしょ？　大体、一回だけでも付き合ってやったんだから、それで満足しておきなって」

「な、なんでよ……？」

　蒼そう白はくになったシルヴィは俯うつむきながら、ぶつぶつと呪じゆ詛そのように繰り返す。

「なんで？　なんでなの？　なんで演奏してくれないの？　なんで発動してくれないの？　なんで？　なんでみんな私のことを苛いじめるの？」

　このままじゃ、誰だれも私のことを見てくれない。

　このままじゃ、誰も私を必要としてくれない。

　このままじゃ、私は本当に──

「そんなの嫌！　絶対嫌！　私を見てよ！　私と一緒に演奏してよ！」

　悲壮な叫び声。

　その声にタケルと花か穂ほの演奏も停止した。

　しん、と静まり返った会場。そんな中で、

「はぁ。だから嫌なんだよ。プライドだけ高い落ちこぼれと一緒にやるのはさ」

　奏士トルヴエール研修生の吐き捨てるような声だけがシルヴィの耳に届いた。

「あ、あはは……」

　乾いた笑いがこぼれおちる。

　シルヴィの瞳ひとみからゆっくりと光が消えていく。

「結局こうなっちゃうんだ……」

　魔法が使えなくなって、必要とされなくなって、バカにされ続けて。

　頑張ってるのに。

　こんなに頑張ってるのに。

　必死にしがみついてきたのに。

　報われない。

　誰だれもわかってくれない。

　心の中で渦巻くどす黒い感情が精神を侵食していくのをシルヴィは感じていた。

　その瞬間、ぎりぎりのところで張り詰めていた糸がぷつんと切れた。

　世界が崩壊したような気がした。

　かくん、と膝ひざが折れて、ステージ上にひざまずく。

　その姿はまるで祈りをささげる聖女のようにも見えた。けど、その祈りは希望を求めるものでも、救済を望むものでもなく──

「もう、いいや……」

　その全てを否定するための祈り。

「もう、どうでもいい」

　空虚で投げやりな声がこぼれ落ちる。

　もう、なにも知らない。

　どんなに頑張っても、どんなに必死になっても、どんなに泣き叫んでも何も変わらないのであれば。

　だったら、こんな世界、必要無いじゃない。

「ぜんぶ、無くなっちゃえばいいんだ」

　そうすれば、もうこんな辛い思いも、悔しい思いも、張り裂けそうな思いもしなくてすむようになる。

　私がこんなにも辛いのに、誰かが成功して笑っている姿を見なくてすむ。

　自分が惨めなのを認識しないですむ。

　苦しい思いをしなくてすむ。

「あは、あはは……」

　なんだ、簡単なことだったんじゃない。

　まわりが私にしてきたように。

　価値のない私を壊そうとしてきたように。

　私にとって価値の無いものだったら、壊しちゃえばいいんじゃない。

「あははははは」

　もう、全部壊れちゃえ！




　──壊れた心が紡ぎだす祈りの歌が、シルヴィの声帯を震わせた。





　　◇◇◇






「タケルさん、なんか変ですっ！」

　花か穂ほが切羽詰まったような表情で僕の方を振り返る。

「うん、わかってる」

　なんか変と言うよりも、すべてが変だ。

　突然のシルヴィさんの悲痛な叫び。そして演奏を止めて、やる気の無い態度を見せる奏士トルヴエール。

　崩れ落ちるように膝ひざ立ちになったシルヴィさん。

　その肌は透き通るくらいに蒼そう白はくになっている。暗く濁った瞳ひとみが僕たちを捉とらえていた。

　絶望。その様相から伝わってくる感情は絶望だった。

　どうして、こんな風になってしまったんだ？

　せっかくのシルヴィさんとの対戦だったのに。楽しくなると思っていたのに。

　今、シルヴィさんに何が起こっているのか、理解できなかった。

「歌……？　タケルさん、シルヴィさんから……」

「うん、幻創曲レチタテイーヴオ、だよね？」

　シルヴィさんの口元からは小さく囁ささやくような歌声が流れてきていた。

　幻創曲──なんだと思うけど、その歌は今まで聴いたどの幻創曲とも違った空気をまとっている。

　鬱うつ々うつとした、汚泥のように重くどろっとした嫌な圧迫感。

　歌というよりはまるで呪じゆ詛そのような。

　憎しみ、怒り、恐怖、絶望、痛み、苦しみ、妬ねたみ、嫉そねみ。

　負の感情だけで構成されたような歌声は徐々に大きく、空気を振動させていく。

　チリチリと肌が焼けるような感覚。脳が、信号を出している。

　この状況は良くないと。危険だと。

「た、タケルさんっ！　シルヴィさんの魔法が──発動しますっ！」

　警戒する花穂の言葉をかき消して、突然突風が吹き荒れた。

「きゃっ！」

　花穂の小さな悲鳴を飲み込むようにして、世界がホワイトアウトした。

　まるでテレビのチャンネルを切り替えたかのように、一瞬にして世界が変へん貌ぼうしていた。

「え？　なんですか、これ？」

　吹き荒すさぶ寒風に、狂ったように舞う氷雪。

　気温が一気に氷点下まで低下する。

　急激な気温の変化に肌は突き刺すような痛みを覚え、心臓が握りつぶされたように悲鳴をあげた。

　極寒の世界。氷と雪だけの白の世界。

　石造りのステージは消失し、代わりに雪で覆われた大地が構築される。

「タケルさん、これはっ！」

　空間の侵食。

　魔法という現象だけを展開するのでなく、歌姫カンタトリスの空想世界そのものを仮想空間──電子結界として現実世界へ展開する、風属性の最高位魔法。

　──『電想劇場エレクトリカルシアター』。

　フランスの宝石歌姫ビジユカンタトリス。電でん子しの翠すい玉ぎよく、メアリー・マルソーの魔法だ。

「なんでこんな高度な魔法をシルヴィさんが？」

　シルヴィさんの能力を考えれば、こんな魔法、使えるはずがない。

　シルヴィさんどころか、こんな魔法、メアリー・マルソー以外には使えないはずだ。だからこその宝石歌姫。

　なのに、現実としてシルヴィさんは世界そのものを創り変えていた。

「……暴走、しているのかもしれません」

「暴走？」

「はい。精神的に不安定な状態で魔法を使うと、制御限界を超えて暴走してしまうことがあると、前に聞いたことがあります」

　精神的に不安定な状態で歌うと──暴走。

　今のシルヴィさんの様子を見れば、その可能性は限りなく高かった。

「このままだと危険です！」

　制御を外れた魔法は、コントロールを失った大量殺さつ戮りく兵器と同義だ。

　無差別に、無機質に、ただ破壊を繰り返す。

「なによりもシルヴィさん自身が危険です。自分の制御限界を超えての魔法の使用なんて危険すぎますよ。精神にかかっている負荷はとんでもないことになっているはずです。このままじゃ、シルヴィさん壊れちゃいますよ！」

　吹き荒れるブリザードの中、のそりとシルヴィさんは立ちあがる。

　絶えず続く呪のろいのような歌声。

　全身から力が抜け、まるで幽鬼のようにふらふらと揺れている。

　その中で、瞳ひとみだけが爛らん々らんと狂気の色を灯らせながら、自分の歌声にあわせヴァイオリンの音色を奏でた。




　──みんな、壊れちゃえばいいんだ。凍りついて、動かなくなっちゃえばいいんだ。




　シルヴィさんはパートナーである奏士トルヴエール研修生を見た。

「ひぃっ」

　奏士研修生は腰が抜けたのか、その場でへたり込んだまま、シルヴィさんから離れようと必死にもがく。

　けど、逃げ道なんてどこにもなかった。

　地面を這はう虫のように、ジタバタと無様な恰かつ好こうを晒さらし続けている。




　──私のために演奏してくれない奏士なんて、必要ないよね？




　にたりと、シルヴィさんの口元が歪ゆがんだ。ヴァイオリンの音色が攻撃的に響く。

　シャリ、と雪を踏みしめて一歩近づく。

「ひぃぃ」

　パートナーの恐怖から漏れた悲鳴を聞いて、シルヴィさんは心底楽しそうに笑みを浮かべた。

　狂気に彩られた笑みを浮かべながら、歌詞スペルを紡いでいく。ヒュー、っと風切り音が強くなる。












　シルヴィさんの視線の先、空気中に出来あがったのは高速で渦巻く氷雪の竜巻だ。




　──だったら、無くなっちゃってもいいよね？　どうせ、私には必要ないんだし。




　そこには殺意があった。純粋な殺意が。

　あの時の、戦争時のナスターシャと同じように、魔法によって命を奪うという明確な意志が。

（ダメだ！　シルヴィさん、ダメだよ！）

　そんなことをしちゃダメだ！　そんなことをしたら、二度と戻ってこられなくなっちゃう！

　シルヴィさんは、そんな人じゃないはずだっ！

「花か穂ほ、シルヴィさんを止めるぞ！」

「はいっ！」

　どのみち外部からの干渉が不可能な結界空間である『電想劇場エレクトリカルシアター』から抜け出すには、シルヴィさんの歌を止める以外に方法はない。

「まずは『ずきずきマイハート』でいきましょう。即時発動できますし、シルヴィさんの注意をこっちに引けます」

「了解」

　こんな冷気の中だ。ただ立っているだけでも体力は奪われていく。

　僕の指先のかじかみも酷いし、こんな中で口を開けて歌うことなんて長時間できるはずもない。

　舌も喉のども凍りついてしまうだろう。速攻で勝負を決めるしか無い！

（じゃあ、早速いくよ、花穂！）

（はい！）

　僕はルートＦのパワーコードを押さえ、弦をかき鳴らした。

　オーバードライブのエフェクトのかかった歪ゆがんだ音が勢いよく内蔵アンプから溢あふれだす。

　ミュートを交えながら弦を押さえる指をスライドさせＢ、Ａへとコードを進行させる。

　小気味良くリズミカルなストロークに花穂の身体が縦に弾む。そして、

「ふぁいとっ！」

　花穂がシャウトすると同時にぴょんとジャンプした。

　それを契機に、一気に曲のテンションがあがる。

　激しく、熱い思いをギターにのせて16ビートのリズムを刻む。

　花穂は肩幅にひらいた両足の膝ひざを曲げて軽く腰を落とし、しっかりと地面を踏みしめるようにして、腹の底から声を響かせる。力強く激しい歌声。

　花穂の曲の中では極めて珍しい、熱く攻撃的なロックナンバー。

　熱い思いの丈を歌詞スペルとして吐き出していく度に、花か穂ほの頭上には鋭く尖とがった『戦乙女の投槍ヴアルキリーピルム』が生み出された。

　生み出された投槍ピルムの数は全部で五本。

　宙に浮かんだその槍先がゆっくりとシルヴィさんの心臓を捕ほ捉そくする。

　僕たちの演奏に気がついたのか、シルヴィさんの視線がこっちに向けられた。

　見られただけで、ぞくりと悪寒を覚えるような暗く濁った瞳ひとみ。その目は確かに僕たちを捉とらえているけど、僕たちを見てはいなかった。

　それだけで、今のシルヴィさんがどれだけ正常でないかわかる。

（タケルさん、サビに入ると同時に全弾、発射します！）

（うん。長期戦は無理だ。一気にケリを付けよう）

　気温はますます下がり、降りしきる雪は世界を埋め尽くすほど。視界もどんどん悪くなっている。

　僕の指先の感覚もかなり無くなってきていた。

　寒さで毛細血管が収縮し、先端まで血が通っていないのだ。

　これは、一気にケリを付けないと本当にまずそうだ。

　花穂の魔法の威力があがるように、より熱く、歌に込められたイメージを僕なりの解釈で構築しながら音を繫つなげていく。

　そしてサビに入り、花穂に叫んだ。

「──Ｂｒｅａｋ　Ｏｕｔ！」

　放たれる五本の槍。

　白色で埋め尽くされた空間を切り裂いて、『戦乙女の投槍ヴアルキリーピルム』が飛ひ翔しようする。

「いっけ────っ！」

　気合いをこめた叫び声と共に、いっそう激しく弦を震わす。

　震えた弦は音となって大気を揺らす。その速度は音速。

　ディストーションサウンドに後押しされた投槍はさらに速度をあげてシルヴィさんに襲い掛かる。

　ある槍は一度、空高く上昇し、ある槍はきり揉もみ状に氷雪を巻き込みながら、またある槍は迷いなく一直線に疾駆する。

「無駄です」

　そんな槍の急襲を受けながらも、シルヴィさんは余裕の笑みを浮かべた。

　優雅に、堂々と、まるで有名な管弦楽団のヴァイオリン・ソロのように音色を響かせ続ける。

「この世界において私を倒すことなんて出来ません。だって、私のすべての幻創可能性がこの世界ではすでに完成しているのですから」

「Ｃｏｆｆｉｎ　ｏｆ　ｉｃｅ」

　たったひと欠片かけらの歌詞を紡いだだけで、シルヴィさんの魔法が生じた。

　地鳴りと共に、シルヴィさんを囲う四方から氷の壁がせり上がる。

　それは、まるで氷で出来た棺のようにシルヴィさんを包み込んだ。

　──ガシャン！

　一撃目の投槍ピルムが氷の壁へとぶち当たる。矢先は微かに氷壁の表面を削り、折れて消滅した。

　二撃目。きり揉もみ状に回転を得て突き進む槍が氷の壁を突き刺し、抉えぐるように侵食する。

　しかし、１メートルほどの厚みのある壁は打ち破れずに、途中でその回転が停止した。

　氷壁に突き刺さった槍はそのまま一瞬にして凍りつく。

「だから無駄と言っています。そんな非力な魔法で私の『絶対零度』は突き破れません」

「そんなの、まだわからないです！」

　花か穂ほが叫んで、踵でとっていたリズムを少し変化させた。大胆でアグレッシブだったリズムキープから、少しだけ繊細なものへと。

　そこから花穂の意図を読み取るんだ。意図を読み取って、その助けになるように僕の演奏も変化させる。

　勢いを残しながらも、ピッチ、リズム、コードチェンジ、それぞれを繊細にコントロールしギターをうたわせる。

　三撃目、四撃目。花穂の放った二本の槍は連なり、直列に並び飛ひ翔しようする。

　──ガシッ！

　先頭の槍が氷を抉りめり込んだその柄の尻しりを──次の槍が押し込んだ。

　一度停止した先の槍は再び推進力を得て、氷の壁を削りながら突き進む。

　精密な操作による一点突破の集中攻撃。

　一撃で突き破れないのであれば、同じ個所を連続して攻めればいい。

　その点を中心に、分厚い氷の表面に放射状のヒビが広がる。

　鉄壁の守りに少しだけ綻ほころびが生じる。

「なっ」

　シルヴィさんの表情にも少しだけ焦りの色が浮かんだ。

　先頭の槍先はすでに氷壁の三分の二ほどまで突き刺さっている。

「さらにもう一個ですっ！」

　花穂が腕を振るうと、上空高く飛翔していた槍が、さながら獲物を狙ねらう猛もう禽きんの如き鋭さで降下してくる。

　狙いはもちろん、直列に突き刺さった槍の柄の末端だ。

　通常、放射型の魔法はコントロールを付けにくい。大体の目標を定めて放った後は制御のしようがないのだ。

　しかし、花穂が得意としているのは召喚・操作型の魔法。

　投槍ひとつひとつの威力で見れば、それは他の放射型の魔法に比べて落ちるかもしれない。

　けれど、それを補って余りある強み。操作型ならではの精密な制御。

「これで突き抜けてください！」

　精密でありながらも激しく演奏する。余計なことは考えるな！　雑念ノイズは演奏を狂わせるだけだ。

　花か穂ほの歌声だけに集中しろ！　その声音に寄り添うように、絡みあうように僕は弦を弾くだけだ。

「いっけぇぇぇ──────っ！！！」

　最後の投槍ピルム。ひゅーっと空気を切り裂く甲かん高だかい音を奏でながら、今までで一番の速度で空中を駆け、

　──ガシンッ！

　重い衝撃音を響かせて命中した。

　一本でダメなら三本だ。

　戦国時代の有名な逸話ではないけど、ひとつでは小さい力でも集めることによって増幅させることはできる。

「くっ！」

　一歩後ずさるシルヴィさん。しかし、その背中はすぐに後方の壁に接触する。

　ぐるっと周囲を囲ってしまったからこそ、逃げ場を失う。

　それはやはり、氷の棺に見えた。

「突きぬけろ─────！」

　少しでも投槍の力を付加しようと、最後にありったけの想いをこめてギターをかき鳴らす。

　弦を押さえる凍りついた指先が裂けて血が噴き出したけど、そんなの関係ない！

「Ｂｒｅａｋ　Ｏｕｔ！！！！」

　花穂のありったけのシャウト。

　三本の投槍は微かな輝きを放ち、ぐんっ、と推進力を強める。

　──Ｉｎ　ｏｎｌｙ　ｏｎｅ　ｔｈｅ　ｗｏｒｌｄ

　シルヴィさんも歌う。

　けど、花穂の投槍はぶ厚い氷の壁の中を抉えぐり、削り、突き進み──ついに氷の壁を突き抜けた！

「──っ！」

　見開かれたシルヴィさんの両眼。突き進む槍の切先はシルヴィさんの胸部へと触れ、




　──そこで動きを停止させた。




　ぱりん、と音を立てて、投槍が四散する。

「え？」

　驚き眼を見開く僕。

「ふっ！」

　シルヴィさんの表情に余裕の笑みが戻る。

　もうちょっとだったのに、どうして？　なんで花か穂ほの魔法が消失して？

「こんな環境で何回もそんなに深いブレスをしたら、声だって出なくなって当然です。まあ、ブレスしなければ歌えませんけど」

　がさりと、隣で何かが崩れ落ちるような音がした。

　視線をそっちに向けると、花穂が膝ひざをついて、苦しそうに喘あえいでいた。

「す……すいま、せん……タケル……さん。もうちょっと……だったのに、もう……声、が……」

　限界、か。マイナス数十度まで下がった空気を大量に吸い込み続けたら、喉のどや肺に掛かる負担は相当なはずだ。

　唾だ液えきすら、口内で凍りついているかもしれない。

　花穂に駆け寄って、ぎゅっと抱き寄せる。

（──冷たっ）

　あまりの冷たさに僕は驚いた。

　花穂の身体は小刻みに震えていた。血色は青白く、唇も紫に変色している。

　すでに、花穂の身体からはかなりの体温が奪われてしまっていた。

　これは本当にまずい。ぼんやりとした視点が僕の姿を見つけようと彷徨さまよっている。

　意識が薄れているのだ。

「シルヴィさん！　もう止めてください！　僕たちの負けです！」

　必死に呼びかける。

　このままじゃ、本当に花穂が死んでしまう。

　けど、シルヴィさんは冷たい表情のままで曲を奏で続けた。

　ヴァイオリンの奏でる音色は吹き荒れる風が起こす風切り音とまじりあって、地獄の底から響いてくるすすり泣きのようにも聞こえた。

　襲いかかってくる暴風。氷雪の混じった風は容赦なく僕と花穂の体温を奪っていく。

「どうしてこんなことするんですか！」

　必死の叫びにシルヴィさんは感情のない声でぽつりと返す。

「もういらないから」

「え？」

「もうなにもいらないです。どうせ手に入らないですから。誰だれも私のことなんて見てくれない。私はいつだってひとりぼっちです。だったら、全部無くしちゃえばいいんです！」

　悲壮な叫びと共に、僕たちを包む暴風はますます激しくなっていく。

　それはまるで、シルヴィさんの心の中にある激情をそのまま吐き出しているかのようだった。

「それは違いますよ、シルヴィさん！　シルヴィさんはひとりぼっちじゃないです！」

　学院長は心配していた。わざわざ僕にこんなことを頼むくらいに。

　明あ日す香かだって心配してる。なぜかわからないけど、明日香はシルヴィさんのことは好きじゃないみたいだけど、それでも僕がシルヴィさんと仲良くすることに協力してくれている。

　花か穂ほだってそうだろうし、僕だって仲良くなりたいって思っている。

「僕はシルヴィさんと仲良くなりたいって──」

「噓うそつかないでくださいっ！　本心からそんなこと思ってないくせに！　単に学院長から頼まれたから私と仲良くしようとしてたくせに！」

　悲痛な叫び。ヴァイオリンの奏でる悲しい響きと重なって、僕の心に重く圧し掛かる。

　そうか、学院長との会話を聞かれていたんだ。それで、勘違いして。

　シルヴィさんが過去にどんな扱いを受けてきたか、容易に想像できる。

　──他人からの批評の連続。

　──他人からの批判の連続。

　──他人からの否定の連続。

　もがけばもがくほど、自分の未熟さを思い知らされ、自己否定へと繫つながる。

　それでもシルヴィさんは踏ん張っていた。

　自分の心を守るために、自分から他人を遠ざけてまで。

　固く心を閉ざして、それ以上傷つかないように、最初から期待することを諦あきらめたふりをして、なんとか自分を保っていた。

　けど、僕が接触することによって、そのガードが少し甘くなってしまったんだ。

　僕のことを少しだけ認めてくれた。それはとても嬉うれしいことだけど、でも、だからこそ、僕と学院長の会話は途方もない裏切りに聞こえてしまったはずだ。

　今まで必死に守っていたものを粉々に砕いてしまうくらいに。

　これ以上ない失敗。

　これ以上ない失態。

　けど、後悔しても、反省しても、今はなんの意味もない。

「確かに学院長に頼まれはしましたけど、それだってシルヴィさんを心配してのことです！　学院長は本気でシルヴィさんのことを心配してるんですよ！　シルヴィさんは決してひとりぼっちなんかじゃないです！　それに、それを抜きにしても僕はシルヴィさんと仲良くなりたいって思ってます！　本当です！」

　今の僕には真実を伝えることしか出来ないんだから。

「うるさいですっ！　そんな上辺だけの言葉なんてもう信じませんっ！　もう、誰だれも信じないです！」

　けど、シルヴィさんは大きく頭かぶりを振ふって、僕の言葉を拒絶する。

　シルヴィさんの歌から伝わってくるのは全てを拒絶する想い。

　全てを隔離する願い。

　だめだ。シルヴィさんは頑なに心を閉ざしてしまっている。

　いくら言葉を投げかけたところで、それはシルヴィさんの心には届かないだろう。

（どうすればいい？）

　僕の腕の中では花か穂ほの体温がどんどん奪われていく。

　僕自身の身体の感覚も無くなってきている。

　時間が無いのに、思考はいたずらに空転するばかりで、何も打開策が見つからなかった。

「タケル……さん、ギター、弾いて、ください……」

　朦もう朧ろうとした意識の中で花穂が喘あえぐように呟つぶやいた。

「弾いてくださいって、花穂にこれ以上無茶はさせられないって」

　それに、この状況じゃ花穂の魔法を使ったところで勝ち目は薄い。

「違い、ます。私の……歌じゃなくて……シルヴィさんの歌を……」

「え？」

「明あ日す香か、さんから……聞きました。タケルさん……シルヴィさんの……幻創曲レチタテイーヴオの練習もしてるって。だから、弾いてください……」

「シルヴィさんの幻創曲を弾く？　どうして？」

「今の……シルヴィさんの歌は、間違ってます、から。歌は……魔法はこんな悲しいものじゃ……ないです。魔法は……希望を謳うたうためのもの……ですよ」












　息も絶え絶えに花か穂ほが言葉を続ける。その表情には苦しみが滲にじんでいたけど、目にはシルヴィさんを心配する温かな色が灯っていた。

「歌姫カンタトリスは……幻創曲レチタテイーヴオを創る時に、必ず込める想いがあるん……です。それは……希望なんです」

　希望があるから、望む未来があるから歌姫は歌うんだと花穂が言葉にする。

「……でも、誰だれも、シルヴィさんの……希望を奏でてあげなかった。それは……歌姫にとって、とても辛いことですから。だから……タケルさん、シルヴィさんと……一緒にその希望を奏でて……あげてください。私は、大丈夫ですから」

　そして、花穂は冷たくなった手で僕の手を包み込んだ。

「タケルさんなら……タケルさんの演奏なら……シルヴィさんに届きます。いえ、今のシルヴィさんに……想いを届けられるのはタケルさんの演奏だけです」

「わかった」

　僕は花穂に頷うなずくと、静かに花穂を雪面に寝かせて立ち上がった。

　凍りつきかけているギターのネックを握ると、シルヴィさんと対たい峙じした。

　シルヴィさんの希望。

　ここ数日間、ずっと見ていたシルヴィさんの楽譜を思い浮かべる。

　その中で、一番印象に残っているのはやっぱりあの曲だ。

　稚拙でへんてこで、無駄に熱くて、歌詞スペルは間違いまくっているけど。

　花穂の言葉を聞いて、歌姫は必ず幻創曲に希望を込めると聞いて、ようやくあの歌がシルヴィさんの歌なんだって納得できた。

　あれは紛れもなくシルヴィさんの望みだ。

　なんてことはない。あの歌の根底に込められたシルヴィさんの想い。それはとてもささやかで、だからこそ切ない。

　シルヴィさんは仲間が、友達が欲しかっただけなんだ。

　歌の中だけで、友達に囲まれた自分を願っていた。

　だから、それを一緒に歌いましょう、シルヴィさん。

　こんな、まがい物の歌なんかじゃなくて、シルヴィさんの希望の歌を！

　Ｆのコードを押さえて、勢いよくダウンストロークする。

　こんな冷たく孤独な氷の世界を吹き飛ばすように、熱く燃えるシルヴィさんの曲を奏でる。

「えっ？」

　すすり泣きのようなヴァイオリンの音を引き裂いて響き渡る僕のギターを聞いて、シルヴィさんの目は大きく見開かれた。

「ど、どうして？」

　シルヴィさんに動揺が走る。それはつまり、この演奏がちゃんとシルヴィさんに届いているってことだ。

「さあ、一緒に歌いましょう！　シルヴィさん！」

　ジャカジャカとギターをかき鳴らす。ありったけの想いをこめて。

　ひとりなんかじゃないですよ。

　まがい物なんかじゃないですよ。

　シルヴィさんはシルヴィさんです。この曲はシルヴィさんにしか創れない曲なんですよ。

　だから、一緒に歌いましょう！

「……やめて。やめてくださいっ！」

　突風が、空気を切り裂き真空の刃となって僕に襲い掛かった。

　頰ほおと右肩、それに左のわき腹と太もものあたり。肉が裂けて、血が噴き出した。

　寒さで痛覚が麻ま痺ひしているのか、痛みはほとんどなかった。

　傷口もすぐに凍りつく。これは良いことなのか、悪いことなのか。良いことはないか。

　一気に体力が持っていかれたのは確かだ。けど、演奏は止めない。

　想いを伝えるのはやめない。

　奏士トルヴエールが演奏で歌姫カンタトリスに想いを伝えられなくてどうする！

　魔法は希望を謳うたうもの。それは僕が目指した夢だろう！

　だったら、これはその第一歩だ。絶望と不安で氷漬けになってしまったシルヴィさんの心を溶かすんだ。

　大丈夫だよって。シルヴィさんの気持ちは僕にもよくわかるからって。

　だから、一緒にこの歌にこめられた希望を歌いましょう！

「そんなの、噓うそだもん！　私の歌なんて、誰だれも興味なんてもってくれないもん！　へたくそで、弱い魔法しか使えない私の歌なんて！」

　でも、僕は好きですよ。このへんてこな感じの歌が。

　これを歌ってるシルヴィさんの姿を見てみたいって思うくらいに、大好きです。

　──ザシュ！　と音がして、視線を向けたらわき腹が切り裂かれていた。

　これは、さすがにちょっと痛いな。

　傷口が広いから、血もドクドク流れるし。今、血が減ると、体温の低下に歯止めが利かなそうだ。

　けど、シルヴィさんの心の方がもっと痛そうだった。

　だって、めちゃめちゃ泣いている。

　女の子がボロボロと涙をこぼして泣いてる。

　だから、僕がもっと頑張らないと。怪我の状況はかなりひどい感じだけど。

　でも、シルヴィさんの凍りついた心を溶かせるんだったら、シルヴィさんの泣き顔を笑顔に変えることができるんだったら、この程度なんてことはない。

　──ただひたすらに演奏する。心を込めて音を創る。

　奏士として、歌姫が楽しそうに歌えるその瞬間まで、この演奏は止めない！

「シルヴィさんっ！　僕はシルヴィさんが信じてくれるまで負けませんからね！　吹雪だろうと、地震だろうと、雷だろうと、火事だろうと、親父だろうと！」

　一緒に立ち向かいましょう。

　まずは自分自身の中にある、弱い心にっ！

「………………」

　シルヴィさんの口元が何かを伝えようと動いた気がした。

　けど、視界はすでに真っ白に埋め尽くされて、シルヴィさんの姿がかすんで消えた。

（あ、あれ？）

　音も、なんかすごく遠くで響いているように聞こえる。

（く、くそっ！）

　もっとしっかりしろと足を踏ん張る。けど、全身の感覚すら曖あい昧まいになっていた。

　寒さも感じない。むしろ、暖かくなってきたような気さえする。

（これは、さすがに、そろそろ、限界、か……）

　ちゃんと最後まで、シルヴィさんに届くまで演奏を続けたいのに！

　ここで意識を失ったら、何にもならないじゃないかよ！

　けど、情けないことに僕の意識は底なし沼に捕われたかのように沈んでいく。

　そして、完全に意識が途切れる瞬間、




　──しんじられーるなかまがー、いるかな？




　それは空耳か、それとも僕の願望が作り出した幻聴かもしれないけど。

　そんなシルヴィさんの歌声が聞こえたような気がした。

　だから僕は最後の力を振り絞って、「ここにいるよ」と。この想いだけは届けと。

　ちゃんと口が動いたかどうかはわからないけど言葉にして、僕の意識は白色の世界の中へと落ちていった。





　　◇◇◇






　清らかで、どこか懐かしい様な歌声と、ゆらゆらと全身を温かなものに包まれている感覚があった。心から安心できるようなそんな感触。

　歌声にあわせて、リズムをとるようにトクン、トクン、と、優しさを滲にじませた音が僕の意識をノックしている。

　そのノックに導かれるように、僕の意識は覚かく醒せいした。

（あれ？　ここはどこだ？）

　視界の先にあるのは満天の星空。

　そして、周囲にはうっすらとした白い湯気が立ち上っている。

　全身の力が抜けて、僕の身体がふわふわと水の中に揺れていた。

　いや、温かいから水じゃなくてお湯か。

　ってことは、ここはお風ふ呂ろ？

　なんで僕はこんなところにいるんだろう？

　つか、僕は何をしていたんだっけ？

　記憶が混乱している。

　ええと、確か──

「やっと目が覚めたみたいね」

　そんな耳元で囁ささやかれた声で、僕の思考は停止した。

「え？」

　って、なんだこの感触は？

　背中からお尻しりまでぴったりと吸いつく肌のような感触。特に肩甲骨のあたりに物凄すごく弾力のある柔らかくて気持ちのいいものが当たってる。

　そして肩口から胸元に腕が回されているような感覚があって、喩たとえるなら、まるで裸の女の人に後ろから抱きしめられてる様な──

「って、まんま後ろから抱きしめられてるじゃん！」

　な、なに？　何がどうなって僕はお風呂で女の人に後ろから抱きしめられてるの!?

　つか、後ろにいる人、誰だれ？

「ほら、暴れない暴れない。まだ治癒が完全に終わったわけじゃないんだから」

　身体をよじる僕をやさしく叱しかるように、その声は言った。

　治癒？

　ええと……。

　ぼんやりと記憶が戻ってくる。

　確か来武ライブ演習でシルヴィさんと対戦して、シルヴィさんの魔法が暴走しちゃって『電想劇場エレクトリカルシアター』の極寒世界に取り込まれて。

　そっか、僕は意識を失って倒れてしまったんだ。

「状況の把握は終わったかしら？　神かん凪なぎタケルくん」

　落ちついて聞けば、その声の主が誰かはすぐにわかった。

「学院長、ですか？」

「そうよ」

　優しい声。そして安心できる声。

「あ、あの、ここはどこです？」

「神楽かぐら特とつ区く温泉地域のとある老舗旅館の露天風呂。うちの学校の保養施設だと思ってくれていいわ」

「どうして僕は学院長と露天風呂に入ってるんです？」

「低体温状態だったキミの身体を大至急温める必要があったってのがひとつ目の理由。そして、さすがに神楽特区の宝石歌姫ビジユカンタトリスが特別指定区域以外で大っぴらに魔法を使うわけにもいかないってのがもうひとつの理由」

「治癒の魔法、使ってくれたんですか？」

「ええ。正直言ってかなりまずい状態だったから」

　意識を失っていた時に聞こえてきた歌声は学院長の治癒の魔法だったってことか。

「でも、良いんですか？　魔法を個人的な理由に使っちゃって」

「そんな事実は記録上どこにも存在しないから問題ないわ」

　まったく、この人は悪びれもなく。すごく有り難いし、嬉うれしいんだけど。

「で、手足の感覚、ちゃんとある？　先端の方とか、自分の意志で動かせる？」

　左手の親指、人差し指、中指、薬指、小指と順番に動かしていく。

　それが終わったら右手。そして右足、左足と指を動かす。

　全身の関節なども一通り曲げてみて、特におかしなところは無さそうだった。

「はい、大丈夫みたいです」

「そう、良かったわ。神経が死んでたらどうしようかと思ったけど、これでようやく一安心ね」

　そう言いながら学院長が包み込むように、僕の手をぎゅっと握った。

　なんか妙に照れくさい。けど、本気で心配してくれているのがわかるから、止めてくださいとも言えないし。

　って心配って言えば、

「あの、花か穂ほは大丈夫ですか？　それとシルヴィさんはどうなったんですか？」

　こうして僕がここにいるってことは最悪の事態は回避できたみたいだけど。

　最後までちゃんと確認する前に、意識を失っちゃったからな。

　ホント締まらないというか、情けないったらありゃしない。

「大丈夫よ。山やまの辺べはキミに比べれば随分と軽い状態だったから、病院で簡単な治療を受けて、今はすでに回復してるわ。念のために今日いっぱい薬で眠らせているから会うことは出来ないけどね。シルヴィも基本的には身体面も精神面も問題はないわ。さすがに責任を感じて落ち込み気味だったみたいだけど」

「そうですか。良かったです」

　花穂が無事でいてくれて。

　シルヴィさんもどのくらい落ち込んじゃっているのか、そこは気になるけど。とりあえず身体が無事なら良かった。

「それで……あの、そろそろ離れてもらえませんか？　身体はもう十分に温まってるので」

「え、どうして？」

「どうしてって、その、色々とまずいじゃないですか」

　主に僕の精神的な部分とか、表面積の変化に関しての部分とか。

「ん？　熱膨張しちゃうから？　と言うよりもしちゃってるからかしら？　どれどれ？」

「って、覗のぞきこまないでくださいよ！」

　しれっとなにをするんだこの人は！

「今さら何言ってるの？　誰だれがキミを裸にしてここまで運んだと思ってるんだか。もう飽きるくらい凝視したあとなのに」

「なっ！」

　言われてみればそうだった！

　今現在、僕は裸で、この場には僕と学院長しかいないわけで。

「そ、そういう時は極力見ないようにするのがマナーなんじゃ！」

「でもさ、ほら、凍傷になってて使い物にならなくなってたら困るでしょ？　治療の一環なんだから仕方ないじゃない、視診は」

「それを言われると何も言い返せないんですけど」

「あと触診も」

「触診っ！」

　触られてたっ!?

「ふふふ」

「意味深に笑わないでください！」

　僕は意識を失っている間に何を失ってしまったのだろうか。

　これ以上考えるのは怖いので、考えないようにしよう。

「というか、どうしても離してくれませんか？」

「いやよ」

　即答する。それどころか、より強く僕を抱きしめてきた。

「あ、あのっ──」

「失うかもしれないって思ったのよ」

「え？」

　どこか弱々しくさえ聞こえた学院長の言葉に僕の動きは止められた。

「キミを失うかもしれないって。私の判断ミスで、キミが死んでしまうかもしれないって、そう思ったのよ。シルヴィの暴走の可能性は考えられたのに油断してた。キミがボロボロの状態で戻ってきた時、後悔して、そして怖かった。大切な生徒を死なせてしまうかもしれないって。だから、キミが目を覚ましてくれた時は本当に嬉うれしかった」

「……学院長」

　ふたりの体温が混じり合ったお湯から立ち昇る湯気を揺らすように、学院長の声が空気を振動させる。

「だから、もうちょっとだけ感じさせて頂ちよう戴だい。失わなくてすんだキミの命を。キミの体温をこの身体で感じさせて」

　迷子だった子供が母親に再会できた時のように、学院長は僕の身体をぎゅっと抱きしめ続けた。

　きつく、きつく、抱きしめていた。

　小さく、その身体が震えているような気がした。

「……あの、もしかして泣いてます？」

「馬ば鹿かね。私が泣くわけないじゃない」

　そんな擦れた声で言われてもさ。

「実は下の方の口は泣いてるかもしれないけど」

「こんな時まで無理してセクハラしなくてもいいですからね」

　けど、これが多分、学院長なりの照れ隠しというか、誤魔化し方なんだろうな。

　僕が思っている以上に、この人は不器用な人なのかもしれない。

　こてん、と学院長の顔が僕の首筋に押しつけられる。

　それからしばらくの間、学院長は何も語ることなく、ただ僕に顔を埋めたまま、静かに呼吸を繰り返していた。




「改めてお礼を言うわ。シルヴィの暴走を止めてくれてありがとう」

　依然、僕と学院長は一緒に温泉に浸かったままだ。

　ただ、ようやく満足したのか、学院長は僕の身体を解放してくれて、今は体育座りのような恰かつ好こうで向かい合ってお湯に浸かっている。

「普通、背中合わせとか、横並びじゃないんでしょうか？」と言う僕の提案は「正面で顔を見ながら話したいのよ。安心できるし」っていう学院長の意見により却下された。

　いくら薄い乳白色のお湯＋水の屈折率の影響でよく見えないからといって、裸で対面ってのは気まずい。と言うか、気になってしまうわけで。

「ほら、真面目な話をしてるんだから集中する」

「その集中できない環境を作ってるのは学院長なんですからね！」

「だって、さっきはなんかキミが主導権を握ってたみたいになっちゃって腹立たしかったから。これなら私が主導権握れるでしょ？」

　子供っぽい理屈だった。腹いせじゃん。もしくは照れ隠しか。

　まあ、会話に集中した方が意識も紛れるだろうし、集中できるように頑張ろう。

「あの、シルヴィさんは、この後、大丈夫なんですかね？」

　魔法を暴走させてしまった。その事実は、きっとシルヴィさんの心にも大きな影響を与えてしまっていると思う。

「多分ね。キミ次第かなって気もするけど」

「僕次第、ですか？」

「ええ。彼女の魔法の暴走には、キミの影響もあると思うから」

「まあ、あるでしょうね」

　ある意味で、安定していたシルヴィさんの精神状態を揺さぶったのは僕だから。

「ま、原因のほとんどは今まで積もりに積もったストレスだと思うけど、そこにキミが絡んだことによって引き金となってしまった、って感じかしら」

「その、僕はシルヴィさんの心のケアを失敗してしまったんですかね？」

「いいえ。魔法の暴走はさせてしまったけど、ケア自体は成功してる──というか、伝えることは出来たんじゃないかなって思っているわ。キミの想いをね」

　学院長は優しい目で僕のことを見ていた。

「想い、ですか……」

　本当に、伝わってくれていれば良いと思う。

「だからキミ次第。キミがシルヴィに伝えた想いが本物であると、シルヴィをシルヴィとして認めてあげて、必要だって言ってあげれば、きっと大丈夫。自分はひとりじゃないって分かったんだもの。立ち直れるはずよ」

「はい。そうですね」

「人の心はとても脆もろく壊れやすいもの。どんなに強がっていたとしても、どんなに虚勢を張っていたとしても、どんなに胸を張っていたとしても、ガラス細工のように繊細で、弱いものなの」

　むしろ、強がっていればいるほど、虚勢を張っていればいるほど、その心は深く傷ついていることが多いのだ。

　自分でも気付かないうちに、

　自分では気付けないうちに。

「特に歌姫カンタトリスってのは、本当はとても心の脆い人種だから」

「本当ですか？　学院長や明あ日す香かを見ていると、とても信じられませんけど。特に学院長を見てると」

「ふん、失礼なこと言うのね。私だって繊細でウブな女の子だっていうのに」

「繊細でウブ、ねえ。どちらかと言えば変態で鈍い印象ですけど」

「それもあながち間違いじゃないけど。変態でなければ歌姫になんてなれないでしょうし」

　これまたさらっと問題発言を。歌姫総変態論だ。

「魔法なんてものが使えてしまう人間っていうのは、別の言い方をすれば魔法なんてものを望まずにはいられなかった人間だったってことよ。そんな空想の、逃避の先にあるような希望に心から頼りたいと思ってしまった人間。一般の人からはちょっとずれてしまった人間」

「ずれてしまった……」

「生まれながらにしてなのか、それとも育てられた環境のせいか、それは人それぞれだけど、結局のところ現実から逃避して、空想を強く望み、願い、祈った、そんな女の子が魔法使いになっちゃったわけ」

　学院長がちゃぷちゃぷと水面を叩たたきながら言葉を続ける。

「だから繊細でウブでいながら、変態で鈍いのよ。みんなとっても個性的で可愛かわいいでしょ？」

　他人との距離感の取り方がすごく下手なところとか──そう言って学院長は自虐的な笑みを浮かべた。

「まあでも、キミもこれから大変ね。これでまたパートナー候補が増えちゃったものね」

「え？　どういうことです？」

「どういうことってシルヴィのことよ」

「え？　シルヴィさんはそんなんじゃないですよ！」

　いきなりなにを言いだすんだこのひとは。

「ふ～ん、冷たいのね」

「そ、そうじゃなくて、シルヴィさんの方が僕をそんな風に思ってないって意味で」

「はぁ～」

　なんで、そんな出来の悪い生徒を目の前にしたようなあきれ顔で僕はため息を吐かれているんだろう。

「あのね～、これは歌姫カンタトリスの立場から言わせてもらいますけど、自分の創った歌を、あんな風に一生懸命に心をこめて演奏されちゃったら、コロっといかないわけないでしょ！」

「ええっ！　でも、あれはシルヴィさんに僕の想っていることとか、あと一緒に歌いましょうよって気持ちを伝えるのに必死だっただけで」

「うん。それ、歌姫にとって一番嬉うれしいこと」

　にんまりと笑う。

「そんな風に自分の歌を肯定してもらえることが嬉しくないわけないじゃない。それこそ暴走が止まっちゃうくらいに。で、そんな奏士トルヴエールさんともっと一緒に歌いたいって思うのも当然のことでしょ？」

「それは、そうかもしれないですけど」

「幸いなことにシルヴィには専属のパートナーも居ないことだし、ね？」

「ね？　ってなんですか！　僕には花か穂ほがいますし、それに明あ日す香かだって」

　今でさえ花穂と明日香のやりとりを見てるとちょっと胃が痛いのに。

「いいね～青春、いいね～修羅場、もっとやれ！　って感じね」

「もう、茶化さないでくださいよ」

「いやいや、青春は重要よ。キミたちは歌姫研修生イミテーシヨンであり、奏士研修生なんだから。のん気な時間を過ごせるのは今しかないんだし」

　一転、真面目な語り口になる。

「卒業すれば基本的にはみんな敵同士。それぞれが所属した国の威信とか責任とかを背負って戦うことになる」

「はい」

「それにね。もし戦争なんてことになっちゃったら、キミたちが殺し合いをしないといけない状況になるかもしれない。その覚悟がキミにはある？」

「それは……」

「なんてね。そんな風には絶対にさせないわ。けど、そういう可能性がゼロじゃないってことだけは頭の片隅にでも留めておきなさい。だから──」

　そこで一いつ旦たん言葉を止めて、僕の顔をまっすぐ覗のぞき込むと、

「だから、今の内に精いっぱいの青春しておきなさいな」

　学院長はそう言って、ばしゃっとお湯の中から立ち上がった。

　途端に晒さらされる学院長の裸体。

　湯気が揺らめいているとはいえ、対面の状態からいきなり立ち上がられた、それは、その！

「な、な、な、なんですか、突然！」

　一気にのぼせてしまったように頭がクラクラしだしたぞ。

　うっすらと赤みがかった肌はほんのり色っぽくて、すごく綺き麗れいで。

　って妹以外の裸を初めて見ちゃったよ、僕！

　心臓がヘビメタバンドライブのヘドバンくらいに激しく脈を打っている。

　ドッドッドッドッドッドッドッ！　と心音が８ビートどころか16ビートを刻んでいる。

「ご褒美よ。この前の音楽祭の時に助けに来てくれたのと、今回のシルヴィの件をあわせて」

　い、いや、確かにご褒美かもしれないけどさ！

　でも、いきなりこんなの心臓に悪いっていうか、僕にも心の準備ってものが必要で。

「童貞のキミにはちょっと刺激が強すぎたかしら？」

「どど童貞いうな！」












　こんな反応してる時点で、童貞以外のなにものでもないんだけどさ。

　どうせ学院長のことだ。

　こんな僕の反応を楽しんで、ニヤニヤした顔で見下ろしてるんだろうな。

　なんて思いつつ視線をあげていって僕は再びビックリすることになった。

「…………」

　なぜか、顔を真っ赤にして、本当に恥ずかしそうに視線を逸らしている学院長の顔がそこにあった。

　え？　あ、あれ？　なんか、想像していた表情と１８０度違うぞ。なんでそこに恥じらいの表情が？

　この可愛かわいらしい反応をしている人は誰だれですか？

「えと、誰ですか？」

　思わず聞いてしまった。

「東雲しののめ詩し乃の、ぎりぎり十代、処女よ。ちなみに柔肌を異性に見せたのは初めてね」

　冷静を装っているつもりだろうけど、だだ照れ中だった。

「え、えと、もしかして、恥ずかしがってます？」




「あ、当たり前でしょ。だから言ったじゃない。私だってウブな女の子なんだって」




　そう言って、モジモジと太ももをすり合わせる学院長は、確かにウブな女の子のようで、僕の心の中のカート・コバーンがマイリビドーとか叫んでいた。





　　◇◇◇






　夏とはいえ、夜風が火照った身体に気持ち良かった。

　学院長との混浴から解放された後、かなりのぼせ気味だった僕は少し身体を冷やそうと、学院長の「車で送ってくけど？」という提案を断って、アパートまでの道程を歩いていた。

　見上げた空にはたくさんの星が瞬いていて、平和そのもの。

　今日一日の騒乱が噓うそのような穏やかな夜だ。

　けど、現実は現実。シルヴィさんは魔法を暴走させてしまった。

　やっぱり気になるよな。

　学院長は多分大丈夫って言っていたけど、あの真面目なシルヴィさんのことだ。

　相当に気に病んでいるのは間違いないと思う。

　けど、連絡をとってみたいなと思ってみても、家どころか携帯の番号も知らないんだよな。

　学院長に聞いておけば良かった──っていうか、もしかしたら学院長から借りた資料に連絡先とか載っていたかも。

　そう思いついて、早足にアパートの前までたどり着いたところで、儚はかなげに立ちつくしている女の子を見つけた。

　電柱に背中を預けて、顔は俯うつむいたまま。

　なんていうか、なんというか。

　もしかしたらこんな時間まで僕のことを待っていてくれたのかなって考えて、ちょっと嬉うれしくなって駆け寄った。

「シルヴィさん」

　声をかけると、女の子は顔をあげて、僕を見る。

「もしかして、僕を待っててくれたとか？」

「…………」

　こくん、と頷うなずく。そして、不安げに続ける。

「あの、身体は大丈夫ですか？」

「うん、大丈夫ですよ。学院長がこっそり治癒の魔法を使ってくれたみたいで」

「そうですか。良かったです」

　ほっと一息吐いた後、静かな声でシルヴィさんは告げた。

「少しだけ、私に付き合ってくれませんか？」




　──二十分後、潮の香りに包まれるままに僕とシルヴィさんは海を眺めていた。

　緞どん帳ちようが下ろされた舞台のように仄ほの暗ぐらく静かな浜辺には、寄せては返す波の音だけが聞こえている。

　僕たちはしばらくの間、何を話すでもなく、砂浜にただ並んで座っていた。

　多分、話すべきことはたくさんあるんだけど、何からどう話したものか。

　迷ってしまう。

　多分、シルヴィさんも同じような感じで、何かを口にしようとしては噤つぐんでしまう。

　このままのんびりと時間を過ごすのも悪くは無いけど、あまり遅い時間になってしまっても困るだろうし。

　特にシルヴィさんは女の子なんだから。

「で、用件はなんです？」

　促うながすように声をかけると、シルヴィさんは盛大にびくっと身体を緊張させたあと、強引に怒ってる風な表情を作り上げて、

「あなたにクレームを入れようかと思いまして」

　そんな事を言った。

「え？　クレーム!?　お礼とかじゃなくて!?」

　ほら、ここは話の流れ的に、シルヴィさんが照れながら魔法の暴走を止めてくれたお礼とか言って、ちょっと良い雰囲気になるのが王道なんじゃ？

　なんて僕の思考を粉々にするようにシルヴィさんは唇を尖とがらせる。

「どうして私がお礼を言うんですか。小学生みたいとか胸がぺったんこだとか散々酷いこと言われた上に、卑ひ猥わいな写真を隠し撮りされ、それを目の前に晒さらされるという辱めを受けたと言うのに」

「た、確かに！」

　その事実だけを聞くと、お礼なんてとんでもない。

　まあ、写真は別に僕が撮ったわけでもないし、辱めたりもしていないんだけど。

　けど、そうだよな。

　そのことは確かにちゃんと謝らないと。シルヴィさんを傷つけてしまったことは事実なんだから。

　結局、ここまで引っ張っちゃったわけだし。

「その、すいませんでした！　本当に悪気はまったくないんです！」

　僕はシルヴィさんの方に身体を向けると、しっかりと頭を下げる。

　すると頭上から「くすっ」という笑い声と共に柔らかい声が降ってきた。

　良かった、どうやら許してもらえそうな雰囲気だ。

「別にいいです。本当はもう、あんまり怒ってませんから。今すぐここで切腹してくれたら許します」

「って、めちゃめちゃ怒ってますよね！　結構直球で死ねって言ってますよね！」

「不満ですか？」

「当たり前です！　ほら、情状酌量の余地が残されてるんじゃないかなと」

「じゃあ、電気椅い子すの刑で許してあげます。切腹よりは楽に死ねると思いますよ？」

「僕が死ぬことは確定かー」

　なんて軽口を叩たたきながら、シルヴィさんは柔らかい表情を浮かべてくれた。

「仕方ありませんね。じゃあ、これから私の懺ざん悔げを聞いてくれたら許してあげてもいいです」

　憑つき物ものが落ちたような、さっぱりとした顔で。

「──私、歌姫カンタトリスとしての才能が無いんです」

　心の中の重石おもしを取り除くように、シルヴィさんは言葉にした。

「自分でもびっくりするくらいに作曲の才能も、歌の才能も、魔法の才能もなかったんです。はじめて作曲をしてみた時、そのあまりの完成度の低さに衝撃を覚えたほどです」

　自じ嘲ちよう気味に、でもなぜか少しだけ楽しそうに言葉を綴つづっていく。

「でも、周りはそうは思っていませんでした。姉が優秀ですから。だから、妹である私にも当然、凄すごい才能があるはずだって。期待されていたんです」

　そこの流れは非常によくわかる。

「そんなわけないんですけどね。姉は姉だし、私は私。血がつながっていたとしても別人なんだから。ただ、期待してもらえたことは嬉うれしかったんです。自分のことを必要としてくれているってことだから。そして、それと同時に凄く怖かったんです。自分に才能が無いのがばれて、みんなの期待を裏切って、そして失望されて、必要とされなくなる。それがすごく怖かった」

　自分の心を、弱さを守るように、シルヴィさんは自分自身でその小さな身体をぎゅっと抱きしめるようにした。

「それでも、最初に失敗しておけばここまで苦しくはならなかったと思うんです。けど、最初に作った幻創曲レチタテイーヴオでたまたま魔法が発動して──って言っても発動しただけの小さな魔法だったんですけど、それでも周りの人はますますちやほやしてくれて、それで調子に乗っちゃったんです。でも、私にはそれ以上の才能はありませんでした。だから、それがばれないようにするのに毎日必死でした。ばれたら、みんな私から離れていってしまいますから」

　一度成功して地位を得たら、今度はそれを失うのが怖くなる。それも確かによくわかる感情だった。

「で、姉妹なのに姉には私とは比べ物にならない才能があって、私とは比べ物にならない人気があって、私とは比べ物にならない成功があって、輝かしい未来があって、いつでも自信に溢あふれていて。そんな姉がすごく羨うらやましくて、妬ねたんで、悔しくて──」

　淡々と語りながらも、その声にはシルヴィさんの様々な感情が渦巻いていて、僕の胸は締め付けられる。

「それでも努力はしたんです。毎日一曲は必ず作曲をして、いっぱい音楽理論の本とかも読みました。ボイストレーニングもダンスレッスンも、姉の倍の時間やってました。結果、分かったのは自分の才能の無さでした。魔法はほとんど発動しませんでした。発動しても、笑っちゃうくらいに貧相なもので」

「でも、魔法は使えたんだから、シルヴィさんには才能があるんですよ。それは誇ってもいいことだと僕は思います」

　願望を現象として昇華させる。そんなことが出来るのは本当に一部の人間だけなんだから。

「中途半端な才能は逆に苦しいだけですよ。まったくなければ、最初から夢なんて見ないですから。けど、少しだけでも希望が見えてしまったら諦あきらめられないんです。華やかな人生を歩んでいる姉の背中がいつも近くにありましたし。本音を言えば、私は姉のように成功したかったんです。私だってもっと有名になりたい。私だってもっと称賛されたい。ちやほやされたい。私の作った歌を、私の創った魔法を、みんなに認めてもらいたい。来武ライブに勝って、すごいって言ってもらいたい。私だって姉みたいにって。そんな自分勝手で醜い欲求ばかりが私の心を支配していました」

　砂浜の砂を指先で弄もてあそびながら、心の吐露は続いていく。

「で、私は考えたんです。それならばマネをすればいいんじゃないかって。姉は本当にすごいですから。姉は成功しているんですから。だったらそれを、成功している人をマネすれば私もすごくなれるはずだって、そう思ったんです」

　それが、一番大きな間違いだったんですけど、とシルヴィさんは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「それからは姉の曲ばかり聴いて、研究して、そんな曲ばっかり作ってました。今ある私の曲のほとんどは、そうやって生まれた曲です」

　それがシルヴィさんの楽譜に感じた違和感か。まるで色も匂においもない、シルヴィさんの感情がまったく見えてこない歌。

　いや、今になってみればわかる。姉のようになりたいという願望。それが、無意識のうちに歌にこめられたシルヴィさんの想いなんだろう。

　だから、そこから発生する魔法はメアリーさんの模造品デツドコピー。

「結果は知っての通り散々でした。最低ランクの威力。発動してくれたことが奇跡のような、そんなちゃっちい魔法です。そりゃそうですよね。その歌は、魔法は偽物なんですから。他人の手法、他人の技法。表面的には凄すごく良く出来てるって言われましたけど、そこには何も無かったんです。姉の紛まがい物である私の出来上がりです」

　結局、自分は自分でしかなくて、どんなに表面を真似てみたところで、他人にはなれないということ。

「からっぽの歌、からっぽの魔法。そんなもので魔法がまともに発動するわけないですし、そんな歌で誰だれかの心を動かすことなんて出来ません。私のメッキはどんどん剝はがれていきました。そして周囲から聞こえてくるのは私に対する酷い評価ばかり。けど、それは正当な評価なんです。正当だって、自分でも分かってるんです」

　シルヴィさんの声が、肩が震えていた。

「でも、やっぱり嫌なんですよ。評価されなくなるのは怖いです。たとえ姉のマネをして作ったものでも、自分の歌が貶けなされるのは辛いです。心が壊れそうになって、自分を守るために他人を遠ざけて。そして、なんとかしないとって焦って、ますます表面だけ取り繕って。私はどんどんからっぽになっていきました。一緒に演奏したいって言ってくれる人もいなくなりました。みんな私を軽蔑し、期待なんてしてくれなくなったんです」

　そこでシルヴィさんは大きく息を吐き出して、空を仰ぎ見た。

　月明かりに照らされたシルヴィさんの横顔はとても綺き麗れいで、とても儚く見えた。

「詠うこと、捨てられれば楽になれるんですよね？　歌姫カンタトリスなんて特別なものに憧あこがれないで、素直に諦あきらめれば、こんなに苦しい思いをしないですむんですよね？　才能ないの、自分でわかってるんだから……」

　それはまるで自分自身に言い聞かせるような言葉。

　まさかシルヴィさん、学校を辞めてしまうんじゃないか。歌姫になることを諦めてしまうんじゃないか。

　そんな予感が湧わきおこって、何か伝えないとって思って、でも何を言えばいいのか、僕の脳はこの場面に最適な言葉を組みあげることが出来なかった。

　何を言っても、ただの慰めにしかならない気がして、情けなくて、唇をかみしめる。

　シルヴィさんはそんな僕の顔を見て、困ったように笑った。

「私、そんなに情けない顔してますか？」

　拗すねたように唇を尖とがらせる。

「してました。今すぐ歌姫カンタトリスになるのを諦あきらめるとか馬ば鹿かなことを言いだしそうなくらいに。でも、これで歌姫を辞めるとか言いだしたら、ただの負け犬ですからね！」

　やっぱり僕の脳はあまり優秀では無いらしい。元気づけようとして言った言葉がこんなんなんだから。

　けど、シルヴィさんはしっかりと意志のこもった目で僕を見つめ返してきた。

「辞めないです。あなたなんかに負け犬呼ばわりされるのは世界中からバッシングを受けるよりも屈辱的なことですから」

「今、僕の方が世界レベルの屈辱を受けている様な気がするっ！」

　まあ、くすっとシルヴィさんが笑ってくれたので、その程度の扱いはなんでもないけど。

「そもそも、諦められるわけないです。諦められるなら、最初から諦めてますから。私、やっぱり好きなんです。歌を創るのも、歌うのも。魔法を使って来武ライブで戦うのも好きなんです。お姉ちゃんみたいな歌姫になるのが、私の夢なんです」

　僕の前で初めて姉のことをお姉ちゃんと呼んだシルヴィさん。

　本当に憧あこがれの存在なんだろう。

　その存在のせいで色々と辛い目にあったのも事実で。自分の嫌な部分をたくさん見せられてきたのだろう。

　けど、嫌いになんてなれるはずもない。

　その気持ちもよくわかる。だからこそ、シルヴィさんの本当の歌は僕に魅力的に聞こえたのかもしれない。だってふたりは同じ時間を過ごしてきたんだから。

「あの、今、こんなことを言っても慰めにしか聞こえないかもしれないですけど、僕はシルヴィさんの創った曲、好きですよ。お姉さんをマネして創った曲じゃなくて、シルヴィさん自身が創った曲」

「あの酷い曲をですか？」

「はい、あの酷い曲をです」

「創った本人を目の前に酷いは失礼です！」

「いやいや、シルヴィさん自身が酷いって言ってたから」

「普通、こういう時は気を遣うものです」

　ほっぺを膨らませて、ぷいっと顔を背ける。

　けど、その仕草ほどシルヴィさんが怒っていないのは、雰囲気から伝わってきていた。

「わ、私は大人ですから、まあ、あなたがその程度の気も遣えないことを怒ったりはしないですけど」

　前言撤回。ちょっと怒ってるみたいだ。

　そんな様子が小さな体たい軀くに似合っていて、ほっこりとした気持ちになった。

「まあ、僕みたいなヤツもいるんです。お姉さんほど多くの人を惹きつけられないかもしれないですけど、お姉さんほど凄すごい魔法を使えるわけではないかもしれないですけど、僕はシルヴィさんの歌が好きで、だからもっと聴きたいなって思いました」

　まっすぐにそう伝えると、シルヴィさんの顔が茹ゆでダコのように赤く変色した。

「べ、別に、あなたに好きって言ってもらえたとしても、ぜ、ぜんぜん嬉うれしくなんてないですけど！」

「はいはい、さいですか」

　その割には、妙に声音が弾んでいたり、口元がにへら～ってしてるように見えたりするけど、多分気のせいなんだろう。

「な、なんですか！　その、素直じゃないなーみたいな目はー」

「別にそんなこと思ってないですって。シルヴィさんが照れ隠しのため思わずツンデレ風のリアクションを取っちゃったなんて、まったく思ってないです」

「くぅ～！」

　悔しそうに砂浜に何度か手刀を叩たたきつけた後、諦あきらめたようにため息をついて。

「ちょっとだけ、嬉しくなかったこともないです。ちょっとだけですけど」

　本当に小さな声で呟つぶやいた。

「その、あなたが私の歌を心から演奏してくれたのが伝わってきましたから。あんな風に私の曲を弾いてくれた人、初めてでしたから」

　小さくて、拗すねたような声。

　拗ねてるというよりは照れてる。

「だから、ありがとうって、それだけです」

　ぶっきらぼうにそう言われた瞬間、なんか頭の中がふわふわしてきた。

　嬉しいとか、照れくさいとか、恥ずかしいとか、可愛かわいいとか、なんかそんな感じの感情がごちゃ混ぜになって、落ち着かない。

　なんとなく甘ったるい気がするこの雰囲気も、きっと僕の感情がおかしくなっているのに一役かっていそうな感じだ。

　このままだと、思いがけずおかしなことを口走りそうな気がして、慌てて話題を変えた。

「で、でも、なんて言うか、シルヴィさんの歌ってへんてこな感じですよね？　幻創曲レチタテイーヴオの中では独特って言うか」

「へんてこって、なんてことを言うんですかー！」

　がおーっと拳こぶしを握りしめてシルヴィさんが怒る。思った以上に過剰な反応だった。

「日本のサブカル文化が誇る、あの西遊記を大胆にアレンジした龍りゆう玉ぎよく集めバトルアニメの主題歌を参考にしたのですよ。ヘンテコって言うのは失礼です！」

　むーっとほっぺを膨らませて怒るシルヴィさん。

　ああ、だからか。他の歌姫カンタトリスのものとは全然違う感じなんだよなって思っていたら、アニソンがベースだったのか。

　だから、あんなにワクワクしたんだ。

　アニソンはいつだって少年の心を熱くするから。

「もしかしてシルヴィさんって漫画とかアニメとか大好きだったりします？」

「好きとか嫌いとかの話ではありません。私にとって言うなればそう、人生、ですかね」

　何回も練習した決め台詞のように、シルヴィさんはキメ顔でそう言った。

　深いことを言っているような雰囲気があるけど、よくよく考えてみるとかなり悲しいことを言っているような。

　つまり、色々あって人を遠ざけていたシルヴィさんにとっては、漫画やアニメの中くらいにしか楽しい人生を見いだすことが出来なかったってことで。

「でも、結構古いのが好きなんですね？」

「はい。もちろん最近のも好きですけど、ええと、これはあくまで私の個人的な考えなのですが──最近の漫画は友情、努力、勝利のうち努力が軽視されているような気がするのです。友情、覚かく醒せい、勝利みたいな感じで、あまり特訓とかしませんし。でも、私は亀かめの甲羅を背負って牛乳配達したり、二万本のジャンプシュート練習とかをしたいんです」

　おお、なんとも懐かしい例だ。

「努力だったら私にも出来ますから。でも覚醒は出来ません。だから、昔の漫画の方が好きなんです。その方が、私にとっては夢がありますから。あ、でも冷静に考えてみると、友情と勝利は私から縁遠いものでした……」

　って、自分で言って、自分の言葉に凹んでるし。

　しょんぼりと落ち込んだ顔がちょっと可愛かわいいなと思ったけど、ここで落ち込まれても困るので、会話を繫つなげた。

「ええと、シルヴィさんが少し昔の漫画が好きなのはわかりましたけど、その中で一番好きなのは何ですか？」

「もちろんドラゴ○ボールです。ドラゴ○ボールは神です！」

　一転、眉まゆをきりりとさせて断言した。

「『冬の祭典』で優勝して、ドラゴ○ボールＺの主題歌をフランス国歌にするのが私の夢です！」

　ＩＣＣ主催大会の中でも最も格式の高い、十二月に行われる『冬の祭典』の優勝者には特典として『特級特別提案権』が与えられる。

　その権限を使えば、その夢を叶かなえることは出来るかもしれないけど、

「その夢だけは絶対に叶えちゃダメですからね！」

　フランスが大変なことになっちゃうから。

「ちゃっちゃら～、ちゃっちゃっちゃ～ちゃちゃ～らら～♪」

　って聞いていないし。シルヴィさん、いきなり楽しそうにイントロを口ずさみ始めたよ。

　けど、ほんと楽しそうに歌っているなあ。これが本当のシルヴィさんの姿なんだな。

　周囲の目を気にして擬態していた姿じゃなくて、シルヴィさんの感情そのものが剝むき出だしのままの姿。

　大好きな歌を、好きなように歌う。それが、歌姫カンタトリスにとって一番大切なことなんじゃないかなって、僕は思って──

「スパークリング！」

「セールかよっ！　マルイかよっ！　スパーキングだろっ！」

　思わずツッコんでしまった！

「神だって断言するくらい好きなアニメの主題歌だったら歌詞を間違えないでください」

　好きなように歌うにしても、決めるところは決めようよ！

「日本語難しいです」

　不満そうに口をとがらせる。

「英語だからね！　そこのシャウト、日本語歌詞じゃないからね！」

「細かいことに一々うるさいジャップですね。アニメと食べ物のことになるとムキになって」

「何故にそんな敵意むき出しっ!?」

「すいません。これからあなたにされることを考えたらついつい怒りが湧わいてきてしまいまして」

「えー！　これから僕はシルヴィさんになにをする予定なんだ!?」

「とぼけなくてもいいです。覚悟はできてますから」

　え？　覚悟ってなんの覚悟？

　そして、何ゆえシルヴィさんは僕に対して胸を突き出してるんだ？

　屈辱に顔を歪ゆがめながらも、さあ、触りなさいと言わんばかりに。

　触りなさいと言わんばかりに？

「え、ええと、これはなんですか？」

「か、風の噂うわさで聞きました」

「風の噂ってなにを？」

「今回の勝負に勝ったら、あなたは私のこ、こ、この平原みたいな胸を揉もみしだいて育てるのがお望みだと」

「え？」

　な、なにを言っているのだろう、この人は。

　アホなのだろうか？

　つか誰だれだ、そんな噂を流したの！

「た、確かに私の身体は貧弱ですし、胸なんて有るって言うより無いって言った方が言葉の意味としては正しいんじゃないかって自分でも思うほどにぺったんこですけど！　平面ですけど！　でも、これも自分自身ですし、だから好きになろうと思ってますし！　それに、今はこうかもしれないけど、今後の成長に期待できるのも確かですし！　確かですし！　その成長をあなたと一緒に歩んでいくってのも、悪くないかもなんて、ちょっとだけ思ってあげたりしたんだから、揉むなら揉みなさいよ！」

「違うから！」

　僕は条件反射のように反論していた。

「じゃあ、なんですか！　こんな触り心地の悪い胸なんて揉もみたくないって言うんですか！　ああ、そうですか、わかりました。こんなにもぺったんこな胸、心理的にも物理的にも揉めやしないって言いたいんですね！」

　シルヴィさんは激怒した。

　な、なんでそうなるんだ？

「こんな辱め、はじめてです！」

「いや、辱めてないですってば！」

「だ、だったら、せめてひと揉みくらいしてください！」

「本当に揉んでいいんですか！」

　売り言葉に買い言葉だった。

「うっ！」

　シルヴィさんの動きが固まった。ちょっとだけ冷静になれたらしい。

　けど、その冷静さは引っ込みのつかない勢いに蹴けり飛ばされたらしく、

「私が揉めと言ったらあなたは素直に揉めば良いのです！」

　やけっぱちなシルヴィさんの叫びに今度は僕が動きを止める番だ。

　どっちも引っ込みがつかない状況。

　ふたりして、顔が真っ赤だった。

「じゃ、じゃあ、本当に触りますからね？　いいんですね？」

「さっきからそう言ってるです！」

　ごくり、と生なま唾つばを飲みこむ。

　緊張で震える手をゆっくりとシルヴィさんの胸部に近づけていく。

　この前のハプニングの時に一度触っているとはいえ、あの時はあくまでハプニングで、偶然触れてしまっただけに過ぎない。

　けど、今度は意識的に触ってしまうわけで。

「…………」

　シルヴィさんは恥ずかしそうに視線を逸らしていた。

　何かに耐えるように、下唇を嚙かんでいる。

　そんな姿が、ますます僕を興奮させてしまう。なんて言うかこう、いじめたくなっちゃう空気をガンガンに出していて。

　生意気な女の子が羞しゆう恥ちと屈辱に耐えていいなりになってるのって興奮しちゃうよね？

　男の子だったら仕方の無いことだよね？

　なんて言い訳を心の中でしていたら、ぴたりと僕の手のひらが彼女の胸に触れた。

「……っ！」

　びくっと小さな身体が震える。

　柔らかな感触はほとんどなかった。

　ただ、トクトクとバカみたいに速いシルヴィさんの鼓動が、僕の手のひらにはしっかりと伝わっていた。

　シルヴィさんの生の感情が手のひらを通して僕の体内へと伝でん播ぱしてきている。

　それは僕とシルヴィさんの距離が確かに近づいた証拠で──

　って綺き麗れいに感情を纏まとめようとしたけど纏まるわけもなく、僕はこの後どうすればいいんだろう？

　揉もむ？　揉めばいいのか？

　え、でも、これを？　どうやって？　胸なんて揉んだことないから、どうすれば良いのかまったくわからないぞ。

　そもそも最初に揉む胸がこの質量ってのも難易度高すぎるだろう。

　このボリュームじゃ揉むよりも押す？　みたいな感じ？

　と、とりあえず、こう、痛くないように優しく包み込むように指を動かして。

「あぅ……」

　指先をちょっと動かしただけなのに、シルヴィさんの色っぽい吐息が僕の耳じ朶だを打った。

　いやいやいやいや！

　や、やばい。何がやばいかわからないけど、このまま続けていたらきっとやばい！

　僕の理性的な部分と下半身に流れる血液量の変移的な観点から絶対にやばい！

「ひ、一揉みしましたので、こ、これでっ！」

「あっ」

　ヘタレた僕はシルヴィさんの胸から手を離し、シルヴィさんの口からは声が漏れた。

　その声がちょっと残念そうに聞こえたのはきっと僕の気のせいだろう。

　それから僕たちは何をするでもなく、ぎこちなく向かい合ったまま、たっぷりと三分ほど経った後、

「じゃ、じゃあ、これで賭かけの件は終わりですね」

　ようやくシルヴィさんが沈黙を打ち破った。声が裏返っていた。

「そ、そうですね──って違います！　これは僕の望みじゃないですって！」

　危うく雰囲気に流されそうだったけど、別にシルヴィさんの胸を触るのは僕が望んだことじゃない。

　僕には僕の目的があったから賭けなんてことを提案したわけで。

　って言うか、結果的にあの勝負は僕の勝ちってことで良いのかな？

　シルヴィさん的にはそういう解釈をしているみたいなんで、僕はいいけど。

「え、ええっ！　じゃ、じゃあなんですか！　これ以上のことをあなたは求めると言うのですか！」

「ある意味においてはそうかもしれないです」

　僕の命令は物理的にどうこうじゃなくて、精神的に服従を迫るものだから。

「わ、私になにを求めると言うのです!?」

「それはですね──」

　改めて言うのは少し照れくさいなこれ。けど、目的はきちんと果たさないと。ちょっと緊張するけど。

「シルヴィさんに僕の──」

「ちょ、ちょっと待って！　その、心の準備をさせてください。覚悟を決めさせてください！」

　盛大に取り乱して、手をバタバタさせるシルヴィさん。

　一体僕がどんなことを求めてると思っているんだろうか？

「す～は～、す～は～」

　大きく深呼吸した後、　緊張した面持ちで視線を僕に固定した。

「ええと、言っていいですか？」

「はい！」

「正直、面と向かってこれを言うのは恥ずかしいんですけど、あの、シルヴィさん」

「はひっ！」

「僕の──」

　ぐぐぐっ、と前のめりになってくるシルヴィさんに僕は伝えた。




「──僕の友達になってください！」





　　◇◇◇






　瞼まぶたの裏を刺激する陽光と、左半身にかかる重みで目が覚めた。

「ん、んん～、朝か」

　身体を起こそうとして、僕の左腕をぎゅっと抱きしめるようにしながら眠っている女の子の存在に気がつく。

　すー、すー、と気持ち良さそうな寝息をたてている女の子は言うまでもなく明あ日す香かだ。

　どこまでも無防備に、安心しきった寝顔を晒さらしていた。

「そういえば、一緒に寝たんだっけ」

　そして、昨日の帰宅後のことを思い出す。大変、だったなあと──




「やっと帰ってきたー！　身体は大丈夫？　おかしなところない？　どこか痛いところとかない？」

　僕が部屋に入るなり、明日香は泣きながら僕に抱きついてきた。

「いつまで経っても帰ってこないから、もしかしたら治癒魔法に失敗して大変なことになってるんじゃないかってずっと心配で……」

　僕はそんな明あ日す香かの頭を撫なでながら、「大丈夫だよ」となだめ続けて、結局、明日香が泣きやむまで三十分を要したのだ。

　こんな風に妹に心配してもらえるのは嬉うれしいな、なんてことを思っていると、泣きやんだ明日香はそのまま僕の胸に顔を埋めたまま、すんすんと鼻を鳴らして、赤い目で僕を見上げながら不機嫌そうに言った。

「女の匂においがする」

「え？」

「兄さんの身体からわたし以外の女の匂いがする」

　そして首筋やら腕やらに鼻を近づけて、匂いを嗅かぐ明日香。

「この匂いは、ふん、ふん、詩し乃のの、匂い？」

「お風ふ呂ろに入ってたのに、なんでわかるんだっ!?」

　お前は犬かっ！

　そんな驚きよう愕がくした僕の叫びを聞いて、明日香の瞳ひとみがさらに驚愕したように見開かれた。

「お風呂!?　お風呂って一緒に!?　詩乃と一緒に入ったの!?」

「い、い、痛いからっ！　そんな風にベアハッグされたら痛いから！」

　胸がぎゅーって押し当てられて、一部だけちょっと気持ちいいけど痛いから！

「おい、兄。どういうこと？　わたしが心配で心配でご飯も喉のどを通らない状態だったっていうのに、お前はあれか？　詩乃と混浴できゃっきゃうふふか？」












「い、痛い痛いっ！　違うから！　治療で必要だったんだよ！　それに僕は半分被害者みたいなもので！」

　このままじゃ背骨が真っ二つにされかねなかったので必死に説明する。

　一通り説明を聞き終えた明あ日す香かは、あいかわらず不服そうに眼を細めたまま、

「じゃあ、もういっこ。ぺったん娘この匂においまでするのはなぜ？　主に手のひらの方から」

　本当に犬かお前は！　物凄すごい性能だな、その鼻は。

「それはさっきシルヴィさんと少し話をしたからだよ。さすがに責任を感じてて、謝りたかったらしく僕のことをずっと外で待っててくれて。だから、別にやましいこととか何もしてないし」

　実際、ちょっとしたけど。

　っていうか、僕はどうして妹にこんな言い訳をしているんだ？

「う～ん、まあ、その気持ちは理解できるけど……」

　ぶつぶつと僕の胸の中で呟つぶやいた後、

「しかし妹としてはこう思うのですよ。兄の身を案じて今にも倒れそうなくらいに不安になっている妹に対して、兄は一番最初に携帯なりで連絡をするべきだったのじゃないかと」

　僕の背中を抓つまみながら明日香がそう言う。その声は拗すねてるみたいだった。

「うん、それは、そうだったかも」

　今まで連絡もなかったのが妹として面白くないのだろう。

　これが逆の立場だったら、僕だってそう思ってしまうかもしれない。

　なんせ、今ではもう、お互いに世界に一人しかいない家族なんだから。

「ごめん」

「悪かったと思ってる？」

「うん」

「じゃあ、お詫わびとしてわたしのお願いをひとつくらい聞いてくれるよね？」

「お願い？　その、あまり無茶なやつでなければ」

　僕がそう言うと、明日香は甘えるように上目遣いで僕を見つめて、

「今日は兄さんのベッドで一緒に寝たい。兄さんの体温を感じながら、兄さんが無事だったんだって安心しながら眠りたい」

　やっぱりかなりの不安があったんだろう。

　この年になって、妹と一緒の布団で寝るのはさすがに抵抗があるけど、今日くらいは仕方ないか。

　意識が戻ってすぐに連絡をしなかった僕の落ち度もあることだし。

　それで明日香が安心できるのであれば、そのくらいはしてあげないと。

　僕が頷うなずくと、明日香は嬉うれしそうに笑った後、ぼそりとこぼした。

「あと、兄さんの身体に他の女の匂いが付いてるのが許せないから、わたしので上書きしないと」

「…………」

　ええと、うちの妹、大丈夫かな？




　──てなやりとりがあって、僕と明あ日す香かは何年かぶりに同じ布団で朝を迎えたわけだ。

　それにしても、こうして間近で見ると、明日香って本当に美少女だよな。

　造った表情じゃなくて、化粧も何もしていない無防備な寝顔でもこんなに可愛かわいいんだから。歌姫カンタトリスとしても、アイドルとしても人気があるのがわかる。

　それに柔らかくて温かい。ちゃんと女の子の身体として成長していることを実感せざるを得なかった。

　香水もなにも付けていないはずなのに、甘くていい匂においがするし。もぞもぞ動くたびに身体の中でも特に柔らかい部分が押しあてられて、変な気分になるし。

　って、兄妹なんだから変な気分になっちゃダメだろうって！

　煩悩を追い出そうと必死に素数を数えていると、明日香の大きな瞳ひとみがぱっちりと開いた。

「おはよ、兄さん。いい朝だね」

　とまあ、こんな感じで新しい一日がはじまって。

　その後、朝ご飯を食べて、身だしなみを整えて、アパートから外にでると花か穂ほがそこで待っていた。

「おはようございます、タケルさん、明日香さん」

「おはよう花穂。体調は大丈夫？」

「はい、もうばっちり元気いっぱいです」

　にこにこと笑う花穂に明日香が近づく。

「へなぽ娘こ、ちょっと口開けてみて」

「へ？」

「いいから、はい、あ～ん」

「あ～ん」

　有無を言わせない明日香の迫力に、花穂は頭の中をハテナにしながら口をあける。

　明日香は真剣な表情を浮かべて、花穂の口の中を覗のぞき込んだ。

「ちょっと声出してみて」

「あ～～～～～～」

　素直に明日香の言うことを聞く花穂。

　朝から何をしているんだ、このふたりは。

「うん、まあ、問題はなさそうね。もういいわよ、口閉じて」

　そう言って、明日香は安心したように小さく息を吐いた。

「あの、明日香さん、もしかして心配してくれたんですか？」

　花穂が小首を傾げながら訊きくと、明日香は顔を真っ赤にして反論する。

「そ、そんなわけないじゃない！　誰だれがあんたなんかの心配なんてするもんですか！　わたしはただ、これで声でも出なくなれば、自然と兄さんがわたしのパートナーになるからいいのにって思っただけで！」

「そうですか。えへへ～」

「な、なに嬉うれしそうに笑ってるのよ！　その顔、やっぱムカつく～～～！」

　いつものように、仲良く喧けん嘩かをするふたり。

　そんなやりとりをしながら、僕たちは並んでカンタトリス音楽院へと向かう。

　頭上には雲ひとつない空が広がっていて、清々しい気持ちにさせてくれる。

　柔らかに降り注ぐ陽光。小鳥たちの囀さえずる声に、バスの走る音。

　それはいつもと変わらない日常。いい朝だった。

　そして、カンタトリス音楽院前に着いたところで、校門のところにシルヴィさんが立っているのを見つけた。

　シルヴィさんは僕たちの姿を見つけると、緊張気味に近づいてくる。

「お、おはよう、ございます。昨日は、その、色々とすいませんでした」

　シルヴィさんはそう言って深く頭をさげた。

「いえ～、気にしないでください。私もタケルさんも大丈夫ですから」

　能天気に花か穂ほが答えて、

「命拾いしたわねシルヴィ・マルソー。昨日のあれで、兄さんにもしものことがあったら、今いま頃ごろあんたは確実に三途の河を渡っていたところだったわ」

　明あ日す香かが睨にらみをきかせる。

「こら、威圧するな。シルヴィさんが怯おびえるだろ」

　こつんと明日香の頭を叩たたくと、明日香は不満そうに頰ほおを膨らませた。

「なんで兄さんはシルヴィの味方なのよー」

「それは、私とタケルが友達だからです！」

　シルヴィさんが胸を張って、自慢げにそう宣言した。

「「タ、タケルー？」」

　明日香と花穂の声が重なる。

「な、なんでいきなり兄さんのことを呼び捨てにしてるわけ？」

「友達なら当然です」

「友達って、なんでタケルさんとシルヴィさんの仲が急に進展してるんですかー」

「私は別にどうでもよかったんですけど、タケルがわざわざ賭かけの命令を使ってまで私に友達になってくださいなんて言うもんですから、仕方なくです」

　そう言って、シルヴィさんはつかつかと僕の目の前まで距離を詰めた。

「タケル、ちょっと屈んでください」

「え？　なんでです？」

「いいから、素直に言うことを聞いてください」

　言われるままに屈むと、耳元にシルヴィさんの熱い吐息が当たって、その後、頰に柔らかくて、潤いのある何かが触れた。

　ちゅっ、って可愛かわいらしい音と共に。

「と、友達だから、朝の挨あい拶さつとしてこれくらいのことはしてあげてもいいです。感謝するといいです」

　赤い顔をしながら、つんと澄ましてシルヴィさんがそう言った。

　え？　今のってもしかして……。

「「あ────────────────────────！」」

　そんな僕の思考を切り裂くように、明あ日す香かと花か穂ほの絶叫が響き渡る。

「た、タケルさんっ！　朝からなんて羨うらやまし──じゃなくて、破廉恥なことしてるんですかー！」

「こ、こ、この兄～～っ！　昨夜はやましいことはしてないとか言ってたけど、やっぱりしてたんじゃないっ！」

「いや、違うから！　やましいことなんてしてないし！」

「はい。昨夜はタケルに胸を揉もまれただけですし。やましいと言うほどのことは〈まだ〉してません」

「こら！　シルヴィさん！　この状況でそんなこと言ったらっ！」

「胸を揉まれただけ、ねえ？」

「やましいことは、まだ、ですか～？」

　大変なことになっちゃうんだぞ──主に僕が！　って、もしかして手遅れ？

「へぇ～、わたしが心配で心配で不安に押しつぶされそうになっている時に、兄は乳揉みですか？」

「私が病院で眠っている時に、タケルさんはあれですか。ちちくりあいですかー」

「へ～」「ほ～」「ふ～ん」「なるほどね～」

　ふたりのまったく感情のこもってない感嘆詞が怖い。

「って、ちょ、明日香？　花穂？　ど、どうして、いきなり屈伸運動とか始めたのかな？　な、なにをするつもり？　そんな助走をつけてっ！！！」

「それは自分の身をもってぇぇぇ」「知るといいですぅぅぅっ！」

「ぐはっ！！！！」

　その瞬間、僕の身体を衝撃が駆け抜けて、豪快に宙を舞った。

　こんなシルヴィさんが大好きそうな少年漫画によくある王道ラブコメ展開をどうして僕がしないといけないんだ！

　なんてことを思いながらも、

「あはっ」

　こんな風に、まるで友達同士ではしゃぎあってる時に見せるような、無邪気で楽しそうなシルヴィさんの笑顔が見れたんだから、これもハッピーエンドかな。

　宙を舞いながら、僕は能天気にそんなことを考えていたのだった。













outro　─虚飾と轟炎─









　イタリアはフィレンツェにある大聖堂で、ふたりの少女は対たい峙じしていた。

　礼拝堂を装飾する、ルネサンス文化の中心として栄えたフィレンツェが誇るレリーフや彫刻、フレスコ画すらも霞かすんで見える、そんな艶あでやかさをふたりの少女は醸しだしている。

　片方の少女は燃えるような真紅の髪にルビーを思わせる情熱的な赤の瞳ひとみ。身に纏まとう衣装までもが赤で統一されていた。

　名はモニカ・フェリッリ。通称『轟ごう炎えん』。イタリアの宝石歌姫ビジユカンタトリスである。

「んで、何の用だ？　オレをわざわざこんなところに呼び出したりしやがってよ」

　口調はどこまでも好戦的、表情はどこまでも挑発的。並の人間であれば、それだけで萎い縮しゆくしてしまうような、そんな圧力を放ち続けている。

「国としての正式な抗議です。貴方は国を代表する使者としてこの場に赴おもむいたはずです。ならば、そのような振る舞いは失礼だと思いますが？」

　そう動じること無くモニカに切り返したのは、鋼のような色彩の髪を持った少女だ。その顔には漆黒の仮面が付けられている。

『虚きよ飾しよくのナスターシャ』──ドイツの宝石歌姫ビジユカンタトリスその人だった。

「ああん、抗議だ？　んなもん、テメーらが勝手に先走って失敗しただけだろうが。むしろ、その後のオレたちのフォローに礼を言ってもらいたいくらいだ。オレたちの協力があったからこそ、テメーらは今、国際社会から孤立しないで済んでんだろ？」

「それはあくまで貴方個人の主観の話でしょう。イタリアは国として公式に我がドイツに対し謝意を表しているはずですけど？」

「公式に謝意ねえ？　こんなの、どこから見ても非公式だろうが。ったく、首相の野郎、メンドクセーことばっか押し付けやがんだからよ。まあ、わあったよ。で、テメーらの要求はなんだ？　オレが頭でも下げればいいんか？」

「そんなものは必要ありません。貴方に頭を下げていただいたところで何のメリットもありませんから」

　機械のように抑揚のない声で言うナスターシャにモニカが壮絶な笑みを向ける。

「オレが頭を下げることなんて滅多にないんだぜ？　末代まで自慢できる貴重な機会を無駄にしたな、テメーは」

「そんなもの、何の自慢にもなりませんから。私たちの要求はただひとつです。貴方のＩＣＣランカーとしての『特別提案権』を行使して、ＩＣＣが主催する大会におけるルールの改変を提案していただきたいのです」

「ああ？　ルールの改変だぁ？」

　予想外の要求にモニカは訝いぶかしげに目を細めた。

「はい。従来の一対一の対戦形式に加え、歌姫カンタトリス二名がチームを組んで対戦を行うタッグマッチ形式を追加するよう提案していただきたく」

「タッグマッチ形式ねぇ。意味あんのかそれ？　そんなことの為に、オレのたったひとつの『特権』を行使しろと？」

「はい。この提案は貴方がたイタリアにとっても悪くないものだと思いますが。上手くいけば、去年までのＩＣＣランキングをひっくり返すことだって可能ですから」

「ランキングをひっくり返すね。それってあれかい？　毎年、宝石歌姫の中ではダントツでビリッケツにいるテメーが、トップスリーの東雲しののめや姫ひめ咲さき、リアーナに勝てるようになるって話かい？」

「はい。ランキング七位の貴方程度なら殺すことだって出来るようになるでしょう」

「へぇ～、そいつはずいぶんと愉快な話だな？　闇やみ使い風情がよ」

　モニカの口角が獣のように吊つり上がる。瞳ひとみが獲物を目の前にした時のように爛らん々らんと輝いていた。

　しかしナスターシャはまったく動じることもなく、淡々と言葉を紡ぎ出す。

「戦勝国主導で組織された現在のＩＣＣ。それによって意図的に構築された現状の歪いびつなパワーバランス。ヴェルサイユ条約ほど露骨ではないにしろ、戦敗国に圧倒的な不利益を生じさせているこの状況を崩壊させるのが我々の共通の目的なはず。今回の提案はその目的に合致したものです」

「ロシアの連中はなんて？」

「我々に任せると」

「なるほどね。相変わらず他人任せな連中だ」

　──それは、あの時に動かなかった貴方たちが言えた義理では無いのでは、とナスターシャは内心で呟つぶやいてから、もうひとつ条件を重ねた。

「ちなみにタッグマッチのルールとして、ステージに立てる奏士トルヴエールの数はひとりのみ、としてください。歌姫カンタトリスふたりに対し奏士がひとりです」

「ああん？　じゃあ、あれか。タッグを組んだ片方の歌姫は奏士無しで戦えってか？」

「今まで通りの概念でいるのであれば、そうなりますね。そこに我々の付け入る隙すきがあるのですが」

「テメーらが何を狙ねらっているのかはわかんねーけど、ま、いっか。頭を使うのはオレの担当じゃねーし。今月の会議の議題として提案しておくよ。特に各国のデメリットは見えねーし、オレの特権を使ってんだからまず通るだろ」

「はい、よろしくお願いします」




　──それから一ヶ月後、ＩＣＣが定める『公式競技規則ルールブツク』の対戦形式の欄に『タッグマッチ』の項目が追記されたのだった。
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　詠う少女の創楽譜フルスコアを出させていただき、末端ではありますが肩書きに小説家なんて文字列が追加されました昨今、たまに周囲から先生なんて呼ばれる機会があったりしまして、そのたびに常日ひ頃ごろからダメ人間を自覚しております僕としましては「いやいやいや、自分、そんな先生とか呼ばれるような大層な人間じゃありませんし」と恐縮しながら、逃げこむ穴どっかにあいてねーかなーと虚うつろな目で地面を凝視し続けて、なんとかその場をやり過ごしております雨あめ野の智ち晴はれです。いやほんと、先生って呼ばれるのはどうしても慣れる気がしないのですよ。というかわざわざ先生なんて特別な呼び方をするくらいなら、少し変化を加えて先輩と呼んでもらいたいものです。いいですよね、先輩って響き。なんかムラムラします。ってことで、二巻では先輩キャラであるシルヴィさんが登場しました！　華やかな業界だからこその苦悩と貧乳弄いじりが見所になっております。可愛いですね、年上なのに貧乳な女の子って！　楽しいですね、貧乳弄り！

　といったところで謝辞です。一巻の時は行数が足りなくて色々と省略してしまったので今回こそは──って今回はさらに足りないっ!?　ええと、すべての方々に心から感謝ですっ！　ほんとありがとうございました！　次は三巻でお会いできることを願って。
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